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お断り







　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

　あらかじめご了承ください。
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プロローグ






　寺町通と三条通が交わる付近のアーケードを歩いていると、軒のきを連ねる商店の中に、それは小さな骨董品店がある。

　看板には『蔵くら』という一文字で、とてもシンプルな店名だ。

　店の雰囲気は骨董品店というより、レトロなカフェのようで、明治・大正時代を思わせる和洋折せっ衷ちゅうな作り。ズラリと立ち並んだ棚には、それは綺き麗れいに並べられた壺や茶碗。ティーカップセットにキャンドルスタンド、ビスクドールといった西洋のものもある。

　私・真ま城しろ葵あおいが、迷い込むようにこの店を訪れたのは、去年の三月のこと。

　不思議な縁で私はここでバイトすることになり、四季を経て、気が付くと高校二年生だった私も、三年生になっていた。

　今、店内には、家や頭がしら清きよ貴たかさん――通称・ホームズさんがいる。細身の身体、少し長めの前髪に白い肌に鼻筋の通った美青年で、ホームズという愛称は類たぐい稀まれな観察眼と鑑定眼、何より家頭という苗字から定着したもの。彼は現在、京都大学の大学院生で、国こく選せん鑑かん定てい人にんとして知られるこの店のオーナー・家頭誠せい司じの孫で弟子である。

　本人は『見習い鑑定士』と自称しているけれど、古美術界の重じゅう鎮ちんに認められている『目め利きき』であり、私に美術品のさまざまなことを教えてくれる師匠でもある。

　彼はその外見にたがわず紳士的で優しく、上品で物腰の柔らかい人だ。

　その一方で、結構な変わり者で、時々いけずであり、頑がん固こで負けず嫌い、なおかつ、少し腹黒いという面も持ち合わせている。

　――そう、なかなか、一筋縄ではいかない人なのだ。

　私はそんな一筋縄ではいかない彼に恋をして、紆う余よ曲きょく折せつの末、晴れて交際に至ることになったのは、わずか一週間前のこと。

　そう、ホームズさんが、私の『彼氏』になったのだ。

　……未だに少し信じられないのだけど。

　カウンターに座るホームズさんの横顔をちらりと見て、つい頬が緩むのを感じ、すぐに顔を背そむける。

　その時、ちりりん、とレトロな音を立てて、骨董品店『蔵』の固定電話が鳴った。

「――はい、骨董品店『蔵』です」と受話器を取って、彼はにこやかに答える。

「ああ、お父さんでしたか」

　電話の相手が自身の父親・家頭武たけ史し、通称『店長』であることを確認するなり、彼の声が気の抜けたようなものに変わった。

　彼は店番をしている時、常にスマホの音を消している。そのため、それを知る身内は、用がある場合こうして直接、店の固定電話にかけてきていた。

「カウンター裏に木箱ですか？」

　ホームズさんは振り返って裏の戸棚を開けた。そこには、木箱が二つ並んでいる。

「ありました。二つともですか？　分かりました、はい。それでは失礼いたします」

　彼は頷うなずいて、受話器を置く。

　店長の用事はなんだったのだろう？

　ホームズさんは、そんな私の心の疑問を察した様子で、

「父はまた、上うえ田ださんから品物を預かっていたそうなんです。鑑定してほしいと言ってきました」さらりと答えて、木箱をカウンターの上に置いた。

「上田さん個人の品ですか？」

「いえ、取引先の社長に頼まれたそうなので、少し期待できるかもしれません」とホームズさんは口角を上げる。

　上田さんは店長の古い友人であり、経営コンサルタント会社をメインとしていくつもの事業を展開している。そのため、顔が広く、大きな企業の経営者とも親しくしていた。

　頭も良く、商才もある人なのだが、いかんせん骨董品を見極める力は乏とぼしく、『鑑定してくれ』と持ち込むものの、ほとんどはニセモノという、目利きとしては残念な人だ。

　しかし、今回は彼の知り合いの社長の品。

　となると、本物の可能性もあるということなのだろう。

「それでは、上田さんの品をお借りして、久々に『勉強会』を開きましょうか」

　ホームズさんは口の前に人差し指を立てて、目を弓なりに細める。

「は、はい」私の頬がほんの少し熱くなる。

　実は、私はホームズさんのこのポーズにとても弱い。

「コーヒーを淹いれますので、どうぞ、お掛けになってお待ちください」

　ホームズさんはスッと立ち上がり、私が座るための椅子を引いて、そのまま給湯室に行き、コーヒーを淹れる準備を始める。

　私は会釈をして、いそいそとカウンター前の椅子に腰を下ろした。

　ホームズさんが古美術について本格的にレクチャーしてくれるようになったのは、去年の夏休みから。

　最初は、戯たわむれ程度のレクチャーだったものの、私があまりに喰いついたことから、ホームズさんも熱心に教えてくれるようになり、夏休みが終わった後も勉強会は続けられた。おかげで短い期間にたくさんの本物に触れる機会に恵まれ、少しずつかもしれないけれど、私の目も養われていったように思う。

　とはいえ、それは同世代と比べての話で、まだまだ、ひよっこだ。

　同世代……いや、きっと利り休きゅうくんにも追いついていないだろうけれど。

　ほんの少し落ち込みかけた時、コーヒーの香りが鼻び腔くうをかすめた。

「浮かない顔して、どうしましたか？」と、ホームズさんは私の前にコーヒーを置く。

「あ、いえ、浮かないなんてことは」

　ふるふると首を振る私に、ホームズさんはそれ以上の追求はやめたようで、カウンターを挟んだ対面に腰を下ろし、白い手袋をスッとはめる。

　私もエプロンのポケットに入れてある、鑑定用の滑り止めがついた手袋をつけた。

　ホームズさんは、木箱のひとつを丁寧に手に取って、蓋ふたを開ける。

　そこには、薄い色合いの黄き瀬ぜ戸とを思わせる茶碗があった。

『黄瀬戸ですか？』と口を開こうとすると、

「――ああ、『伯はく庵あん茶ちゃ碗わん』ですね」

　ホームズさんは茶碗に目を落として、嬉しそうに目を細める。

「伯庵茶碗……というものなんですか？」

「葵さんは初めて観ますか？」

「はい、黄瀬戸かと思ってしまいました」

「それも正解ですよ。『利休時代の黄瀬戸』という言われ方もしています。こちらは、諸説あるのですが、一説には北朝鮮の会寧フェリョンあたりで焼かれていた雑器を真ま似ねて、桃山時代から江戸初期にかけての短期間、美み濃ので焼成したといわれています。また、『伯庵』という名は、江戸初期の幕府の医官・曽そ谷や伯庵が愛蔵していたということから、つけられたものだそうです」

　ホームズさんの説明に、私は「へぇ」と相槌をうつ。

「本物、なんですよね？」

「ええ、本物ですね」とホームズさんは茶碗を両手で持ち、目を落とす。

「伯庵茶碗には、昔から『伯庵の十じゅっ誓せい』という『約束』があるんですよ」

「約束？」

「この『約束』という言葉は、茶碗や茶入れなどについては、『その種が具ぐ備びすべき条件』という意味合いを持ちます。伯庵の『約束』は、一に枇び杷わ色であること、二になまこ釉ゆうが胴にあること、三に片かた薄うす高こう台だい、四に高台ちりめん絞り、五にきらず土、六に轆ろく轤ろ目め、七に茶ちゃ溜だまり、八に小こ貫ぬき入りと言われる茶碗全体に細いひびがあること、九に口縁の端は反ぞり、十に釉のシミ、これが伯庵茶碗の条件である『十誓』です。またこれに、『竹の節高台』『高台内の飛び込み釉』の二つを加えてまして、実際は全部で十二の約束でもあります」

　私は、また「へええ」と少し間抜けな声を上げて、茶碗に目を落とす。

「これは、その条件が揃っているわけなんですね」

「はい、これはもう一目瞭然の本物でしたね」

　ホームズさんは満足そうに頷いて、茶碗をそっと置き、次の木箱を手にした。

　もう一つの木箱は、紐ひもで結ばれている。

　ホームズさんはその紐を持たないようにして、箱だけを包むように手にし、慎しん重ちょうに紐を解く。時に紐は劣れっ化かしていることが多いため、紐を持つことは危険だと以前ホームズさんに教えてもらった。

　ホームズさんは蓋を開けて、大きく目を見開く。

「これは……」と洩もらして、今まで手にしていた手袋を脱ぎ、直じかに茶碗を手に取る。

　思わぬ行動に、私は驚き瞬またたいた。

「ど、どうして、手袋を脱がれたんですか？」

　そう問うと、ホームズさんは「えっ」と洩らして、私を見た。

「……お伝えしたことありませんでしたか？」

「な、なにをですか？」

「掛け軸や他の古美術品の鑑定には、基本的に手袋を着用しますが、茶碗などの『焼き物』の鑑定をする時には、手袋を外すものなんです」

「――え、でも、今まで手袋をしてましたよね？」

「ええ、触感を用いてまでじっくりと鑑定する必要がないものは、手袋をはめたままにしてきました。というのも、お客様の中には直に触れることを嫌がられる方も多いんですよ。『焼き物の鑑定の際には手袋を外す必要がある』ということを知らない方も多いようで、『どうして手袋をしない！』と怒鳴られたことが何度もあります。時に人から預かった物などを扱う時も手袋をするよう指示されることがありまして、そうしたことから、気分を害されないように基本的につけたままにしてきました」

　その言葉には、少し納得した。

　大切な茶碗の鑑定をお願いしようと持ち込んで、素手で触れられたら、『手袋しないの？』と思ってしまうのかもしれない。

「焼き物の鑑定に手袋を外す理由の一つとして、『手袋は滑りやすいから危険』というのがありまして、それで僕は滑り止め付きの手袋をしているわけです。鑑定に持ち込まれるもののほとんどが、僕にとって触って確かめなくても、『姿』で真しん贋がんが分かるものが多いのです。それで、葵さんは見たことがなかったのかもしれません」

　姿とは、その品の佇たたずまいの意。

　ホームズさんやオーナーは、その品に触れずとも、真贋が分かることが多いと聞く。

「ですが、『本気の鑑定』の時は別です」

　そう言って、ホームズさんは鋭い眼差しを見せた。

　一体どんな品なんだろう、と私はホームズさんの手の中にある茶碗に注目する。

　白っぽい茶碗で、一見したところ『志し野のの茶碗』の雰囲気だ。

　けれど、私の知る志野の茶碗よりも、高台が高い。また、高台へと続くラインが、極端ともいえるほどに、一気にすぼんでいる。

「……珍しい形ですが、本物です」

　ホームズさんは両手で優しく茶碗を包むように持ちながら、熱っぽくそう洩らす。

「――志野の茶碗、なんですね」

「ええ、桃山時代、岐阜県可か児に市しの大おお萱がやにある志野の古こ窯よう址あと群ぐんで作られた物のひとつでしょう。嬉しいですね、こうして本物に出会えるなんて」

　ホームズさんは本当に嬉しそうに目を細める。

　志野の茶碗の本物になんて、そうそう巡り会えるものではない。

　ホームズさんの嬉しさも一ひと入しおだろう。

「葵さんもどうぞ、手袋を取って直に触れて、この感覚を指で、掌てのひら全体で覚えてください」

「はい」と、私はすぐに手袋を取る。

　ホームズさんはスッと私の前に、志野の茶碗を置いた。

　私はごくりと息をのんで、志野の茶碗を両手で包んだ。

　本当だ。この店の志野の茶碗の感触と、よく似ている。これが本物の感触なんだ。

　思えば今までのレクチャーにおいても、直に触って感触を覚えるよう言われてきていた。今さらだけど、それはこういうことなんだ。

　染み入るように感触を確かめて、次に伯庵茶碗の感触も確認した。

「今日は上田さんのお陰で、良い勉強ができましたね」

　ホームズさんはにこやかに微笑ほほえみながら、二つの茶碗を丁寧に箱に入れて、再びカウンターの隅に戻した。

「はい、本当に」

　しみじみと頷いていると、ホームズさんがそっと手を伸ばして、私の手を、さらに包むように触れてきた。

「っ！」手の甲に伝わるホームズさんの長い指、大きな掌の感触に、鼓動が強くなる。

　つい、今まで感じていた茶碗の感触を忘れてしまいそうだ。

「……まるで、人間の本質ですね」

　ぽつりと零こぼしたホームズさんに、「えっ？」と顔を上げた。

「特別な『本物』には直に触れたいものです」

　そう言って、熱っぽい眼差しを向けるホームズさんに、目眩めまいがする。

「……葵さん」

「は、はい」

「来月、いよいよ、あなたの誕生日ですね」

　心臓が喉のどまで上がってきているようで、息苦しさを感じながらも、「はい」と頷く。

「その日のことですが、考えていることがありまして……」

「は、はい」

　その時、『カラン』とドアベルが鳴り、私たちは素早く手を離して、

「いらっしゃいませ」と、立ち上がって振り返る。

　すると、そこにはオーナーこと家頭誠司さんの姿。グレーの着流しに紺色の羽織、白いハットと、相変わらず粋な装いを見せている。

「これはオーナー」

　ホームズさんは、珍しい、という目を見せる。

「おう、今日はしたためた『書』を貼りに来たんや」

　オーナーは手にしているバッグから紙筒を手にし、中から『書』を取り出す。

『店内恋愛禁止』という『書』を広げて、セロテープを手に裏の給湯室に貼る。

「…………」

　私がなんともいえない気恥ずかしさに目をそらす横で、ホームズさんがとても冷ややかな顔を見せていた。

「一体、いきなり何を……」

「書いた通りや。お前は葵ちゃんと、ついに付き合うたんやろ」

　振り向いてはっきりと口にするオーナーに、私の頬はさらに熱くなる。

「ええ、そうですが」

「お前が、ワシの見も知らぬ女と付き合うたなら、なんも口は出さへん。そやけど、ワシはこの店の経営者で、葵ちゃんを雇ってるのは、このワシや。つまりワシが葵ちゃんの親御さんから預こうとる責任者というわけや」

「そうですね」

「そやから、ワシの目の黒い内は、この店でくんずほぐれつ乳ちち繰くり合うなんて許さへん」

　そ、その言い方……、と私は顔を上げられずに俯うつむく。

「……わざわざ、そんな忠告をされなくても。こんなところで、くんずほぐれつ乳繰り合ったりしません」

　表情も変えずに冷静に返すホームズさんに、だから、その言い方やめて、と私は額ひたいに手を当てた。

「本音が出たやないか。『こんなところ』やなかったらて思うてるんやろ。ええか、葵ちゃんは、今や『みんなの娘』や。お前みたいな蛇男の毒牙にかけさせへんで」

　オーナーはホームズさんの額に人差し指を当てて、顔を覗のぞく。

「あなたこそ本音が出てるじゃないですか。葵さんのご両親云々言っていて、結局は自分が嫌なだけでしょう。大体、僕はあなたの孫やで。それを『蛇男』て、なんやねん。ひどい言い様ちゃいます？」

　遠慮のないオーナーに、ホームズさんも『素』に戻り、京都弁が漏もれ出している。

「ワシはな、こんな真っ白で可愛らしい、まだ高校生の娘さんを、お前みたいな手て練れん手て管くだの腹黒男の毒牙にかけたないんや。せめて高校を卒業するまでは、て思うんや。それが、お前の祖父としての務めやで」

「どんな務めや！　僕を何だと思うてはります。もっと信用してくれへん？」

「そやけど、お前は現に女子高生と付き合うた、危険なロリコンやないか！」

「……いえ、葵さんが特別なだけで、ロリコンというわけでは……。たまたま葵さんが五歳年下だっただけです。彼女が五歳年上でも気持ちは同じなんですよ」と、ホームズさんは弱ったようにうな垂れて頭に手を乗せたかと思うと、勢いよく顔を上げた。

「そやけど、オーナー、あなたかて、三十歳以上も年下の好よし江えさんと付つき合おうてるやないですか」

「わしらは大人同士や！」

「そう言うなら、葵さんかて、来月には十八歳になります！」

　とんでもない祖父と孫の喧けん嘩かに、私は呆然と立ち尽くす。

　すると再び、『カラン』とドアベルが鳴り、今度は利休くんが飛び込んできた。

「オーナー！」

　彼の名は、滝たき山やま利休。

　オーナーの彼女・滝山好江さんの一人息子であり、ホームズさんにとって弟のような存在。私より一つ年下の高校二年生で、とても美しい好江さんによく似た中性的な美少年。そして、ホームズさんを強烈に慕っている。

　彼を前に、私はどうにも、決まりの悪い気分になる。

　そう、利休くんはホームズさんに憧れるあまり、私のような平凡な女が彼女になるなんて、耐えられないと思っているのだ。

　そんな利休くんは私に一いち瞥べつをくれて、大きく息をついた。

「葵さん、聞いたよ、ついに付き合うことになったんだって？」

「ご、ごめんなさい」

　謝ることではないのかもしれないけれど、なんだか申し訳なさが募って、つい謝ってしまう。

「ま、別にいいけどね。本当は時間の問題だと思ってたし」

　えっ？　と戸惑う私をそのままに、利休くんはオーナーにお軸じく（巻物）を手渡した。

「はい、オーナー。柳やなぎ原はら先生にお願いしていた掛け軸、預かってきたよ」

「おお、そうか、おおきに。ご苦労やったな」

「ううん、柳原先生の家は近所だし、お安い御用」

　オーナーは嬉き々きとして、掛け軸を開く。

『幸福というものは受けるべきもので、求めるべき性質のものではない。求めて得られるものは、幸福にあらずして快楽なり――。志し賀が直なお哉や』

　これは、私も見覚えがある『書』だった。

　城きの崎さき温泉『月つき見み屋や』の部屋に飾られていた、志賀直哉の名言。

「『求めて得られるのは、幸福やなく、快楽』。ええ言葉やろ。店に飾っとこ思て柳原はんに頼んだんや」

　店長はカウンターからよく見える位置に、その掛け軸を飾る。

　ホームズさんはうんざりした顔で、とても小さく舌打ちした。

「おお、そやそや、葵ちゃん」

　振り返ったオーナーに、私は思わず身構えつつ、「は、はい」と向き合う。

「いろいろ言うたけど、葵ちゃんと清貴がええ仲になったのは、ほんまに嬉しいんやで。なかなか厄やっ介かいな男やけど、よろしゅう頼むわ」

　すっ、と頭を下げるオーナーを前に、私は慌てて頭を下げ返した。

「こ、こちらこそ、ふつつか者ですが、よろしくお願いいたします」

　オーナーの言葉がゆっくり胸の内に浸透して、じんわりと熱くなる。

　交際を喜んでもらえるのは、やはりとても嬉しい。

「ほんで、葵ちゃんは来月、五月三日が誕生日なんやろ？」

「はい」

「憲法記念日やな、ええ日や。ほんでその日、清貴とええ仲になったお祝いも兼ねて、うちで葵ちゃんの誕生日パーティしよういう話になって、盛り上がってるんやけど」

「えっ」と素っ頓狂な声を上げた私に、すかさず利休くんが「そうそう」と相槌をうつ。

「葵さんの十八歳の誕生日は、みんなでお祝いしようよ」

　まさか、利休くんまでそう言ってくれるなんて。

「ほ、本当ですか？」

「そうやねん。せやから、その日の夜は空けといてや。みんなでお祝いや。香か織おりちゃんも呼んだらええ」

「あ、ありがとうございます」

　嬉しさに声が震えてしまうのを感じながら、ふと、先ほど、ホームズさんが誕生日の話をしようとしていたのを思い出した。

　もしかしたら、このことだったのかもしれない。

「どうしよう、ドキドキします。……何を着よう」

　私が感激に目頭を熱くさせている横で、ホームズさんは何も言わずに額に手を当て、

「――前途多難や」と零した。

　その言葉が聞き取れず、「えっ？」と振り返ると、彼は微笑んで首を振る。

「いえ、葵さんが嬉しそうなので、良かったです」

「はい、嬉しいです」

　私の誕生日パーティを家頭邸で開いてくれるなんて、恐縮だけど、本当に嬉しい。

　どうしよう、本当に何を着ていこうか。

　私は胸を弾ませながら、卓上カレンダーに目を向ける。

　誕生日までの一か月弱。

　そのわずかな間に、大変な出来事に巻き込まれてしまうことを――この時の私は、まだ知らなかった。












第一章　意外な依頼人












１






　桜の季節が終わり、京都の町も少し観光客が落ち着いたように思える。

　土曜日の午後ということで、通りを行き交うのは主に学生たちだが、どうやら地元の人も多そうだ。

　私・真城葵は骨董品店『蔵』の窓を拭きながら、なんとなく通行人を眺めていた。

　自分と同世代の女の子たちが楽しそうに歩いているのを見ると、ついついファッションチェックをしてしまう。そう、誕生日パーティに着る服に悩んでいるためだ。

　ああ、あのコーディネートは可愛いな。もう一人の子のファッションも可愛いけれど、肌が出すぎていて、私には無理そう。

　そんなふうに観察していると、カップルが仲なか睦むつまじく歩いている姿も目に入る。

　女の子は彼の腕に自分の腕を木のツルのように絡ませて、なおかつ肩に自分の頬を押し付けるようにして歩いていた。

　まるで強力な磁石の仕業のような密着ぶりに呆れつつ、幸せそうな表情に微笑ましさも感じる。

　思えば私も、ホームズさんと交際を始めて一週間。手をつないで歩くことはあるけれど、あんなふうにベタベタした感じになったことはないなぁ。

　……いやいや、ベタベタしたいというわけでは、断じてないけれど。

　気恥ずかしさに俯いたその時、

「――葵さん」と背後で声を掛けられて、私は弾かれたように振り返る。

「ははははははい」

　そこには、ホームズさんの姿。少し戸惑ったような顔で私を見下ろしている。

「そんなに驚かせてしまいましたか？」

　微かに首を傾けるホームズさんに、私は曖あい昧まいな笑みを返して立ち上がった。

「すみません、窓を拭きながらボーッとしちゃっていまして」

　私の言葉に、ホームズさんも窓の外に目を向ける。

「これはまた、濃厚なカップルがいますね」

「本当ですよね」

　再び窓に目を向けると、先ほどのカップルが密着して歩いたまま唇を重ねている。

　私は驚いて顔を背けた。

　見ている自分の方が恥ずかしくて、頬が熱い。

「ど、どうして、人前であそこまでイチャつけるんでしょうね」

「独占欲と自じ己こ顕けん示じ欲よくに、恋愛初期による視し野や狭きょう窄さくでしょうね」

　さらりと返された言葉に、私の口から「はい？」と素すっ頓とん狂きょうな声が出た。

「『この人は自分のもの』という独占欲、『自分たちはこんなにラブラブな相手がいるんだぜ』という自己顕示欲、また、恋愛初期は『この人が好き』という感情が強烈に高まると、そこだけに思考が集中し、物理的にも視野が狭まり、周りが見えなくなることがあり、それを『視野狭窄』と言います」

　そう説明してくれるホームズさんに、私は「はあ」と相槌をうつ。

「見たところ、あの二人は交際して間もなく、そしてどちらかというと彼女のほうが、彼に夢中のようです。それで、あまり周りが見えなくなっているのでしょう。彼女のほうはもしかしたら家庭における愛情が不足しているのかも知れません。洋服や小物を見る限りは、お金に困っている様子はないので、裕福であるけど一人親、もしくはご両親ともに仕事が忙しく放置されているご家庭で、そんな中、彼氏ができて有頂天になっているのでしょうね」

　窓の外を眺めながら、少し気の毒げに、それでも微笑ましそうに言うホームズさんに、ぞくりと背中が冷える。

　相変わらずの鋭さ。恐ろしい人だ。

「……葵さんも、その、良いんですよ。『視野狭窄』になっていただいても」

　窓から目を離して、ぽつりと零すホームズさんに「えっ？」と聞き返す。

「交際を始めたものの、あなたはクールというか、以前とあまり変わりがないので」

　目をそらしながら続けられた言葉に、私は瞬く。

「い、いえ、なんていうか、まだ実感が湧わかなかったり、恥ずかしかったりするだけで、『視野狭窄』なんて……とっくになってます」

　気恥ずかしさに俯きながらぼそぼそと告げると、ホームズさんはぴくりと肩を震わせた。

　次の瞬間、ホームズさんは「葵さん！」と勢いよく近付いて、ぐっと堪こらえるように動きを止める。

「しまった、ここは店でした。……葵さん、今の僕の状態がまさに『視野狭窄』です。覚えておいてください。思えば僕こそ、一人親家庭で独占欲も自己顕示欲も強い男でした」

　口惜しげに言って額に手を当てる。

「……はい、よく分かりました」

　私は思わずぷっと吹き出して、頷く。

「ところで、ホームズさん。私を呼んだのは、何か頼みたい仕事でもあったのでしょうか」

　気を取り直して尋ねると、ホームズさんは我に返った様子で「ああ」と姿勢を正す。

「『二階の在庫をチェックしてきますので、店をよろしくお願いします』と、お伝えしようと思っていたんですよ」

「あ、はい」

「お客様がいらっしゃいましたら、声をかけてください」

　そう言ってホームズさんは、二階へと続く階段を上がっていった。

　一階に一人残された私は、店内を見回すことができるカウンター近くへと移動し、はたきを手に埃ほこりを払う。

　そうして下に落ちた小さな埃やゴミを箒ほうきで掃はき集めて、捨てていく。

　この『蔵』でバイトするまで、はたきや箒だけで、こんなに室内が綺麗になることを知らずにいた。

　特に箒は、意外と侮あなどれない。細かなところまで綺麗になるものだ。

　掃除機よりも手軽に使えるうえ、床を掃く音がなかなか心地が良いもので、ついつい無心になって掃き続けてしまう。

『カラン』、と店のドアベルが音を立てたことで、私は手を止めて振り返った。

「葵ちゃん、ご苦労さんやな」

　店に入ってきたのはオーナーだった。今日も粋いきな着き流ながし姿で帽子を脱ぎ、ニッと笑みを見せる。

「オーナー、お疲れ様です」

　箒とはたきを手にしたまま頭を下げると、オーナーは優しく目を細める。

「葵ちゃん、こんな暇な店やのに、いつもせっせと働いてくれて、ほんまおおきに」

「い、いえ、そんな。バイトですから当たり前です」

　ぶんぶんと手と首を振る私に、「相変わらずやな」とオーナーは愉しげに笑う。

　もしかして、私たちがいちゃいちゃしてないか見張りに来たのだろうか、なんて考えていると、オーナーは店内をぐるりと見回したのち、二階へと続く階段を見上げた。

「ほんで、清貴は二階か？」

「ええ、今呼んできますね」

　すぐに階段を上がろうとした私に、オーナーが「ええで」と手を伸ばして制する。

「盗難品がないかの大事なチェック中や。邪魔せんでええねん」

「盗難品？」

　思いがけない言葉に私が目を剥むくと、オーナーは真顔で頷いた。

「そうや。柳原はんの家でちょっといろいろあってな」

『柳原はん』とは、オーナーの旧友であり、同じ鑑定士の柳原茂しげ敏とし先生のこと。

　二人はライバルでもあり、『ジジイ』、『クソジジイ』と呼び合っているものの、互いに実力を認めている。

「柳原先生の家で？」

「せや、柳原はんが家の倉庫を調べたところな、美術品が一点だけ盗まれていたことが判明したんや……」

　オーナーは息をついて、一人掛けソファーに腰を下ろす。

「えっ？」

「それがちょっと前の話やて。ワシがその事件のことを聞いたのは、先日なんやけど」

「……でも、一点だけって、気のせいってこともありえそうな気もしますよね」

　柳原先生の家の蔵には、おそらくたくさんの美術品があるに違いないだろうし、と私は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「せやねん。何かの手違いの可能性もあるて、柳原はんは警察に届けなかったんやけど、この前お茶会があってな、そん時、柳原はんが、『倉庫から美術品がひとつだけなくなってた』と言ったら、お茶の先生が驚いて、『私の家もなんです』と。それで、うちもチェックせんと、思うて清貴に二階の在庫をチェックするよう言うたんや」

　そう話すオーナーに私は、なるほど、と頷いた。

「柳原先生の蔵から盗み出された物は、何だったんですか？」

「近代作家が描いた仏ぶつ画がやな」

「……仏画」

　仏画とは、所謂宗教画、仏教絵画全般を指しているらしい。

「価値のあるものだったんでしょうか」

「値段はたいしたことあらへん。柳原はんの家の蔵の中には、もっとお宝があるんやけど、それには手も触れずに、仏画だけを盗んでいったそうやで」

「柳原先生は、たまたま倉庫を調べて、その仏画がなくなっていたのに気付いたんですよね？」

「せや。ある寺で仏教関係の展示を開催することになってな、ほんで柳原はんは自分の仏画を貸し出そうとして、なくなっていたのに気が付いたそうやで。そやから、いつ盗まれたのか分からへん言うてな」

「……そういうことでしたか」

　私は箒を手にしたまま、相槌をうつ。

「まぁ、うちは大丈夫や思うんやけど、定期的に在庫をチェックせなあかん思うてな」

「たくさんありますし、ホームズさん一人では大変ですね」と、私は天井を仰ぐ。

「あいつの頭の中には、二階に何があるか、すべて頭に入ってるで、葵さんが思うほど大変ちゃうで」

「そうでしょうか」

　私たちが向き合って話をしていると、

「――声がすると思えば、オーナーでしたか」とホームズさんが、階段上から顔を覗かせた。

「おう、二階のチェックはどうや」

「一度、ザッとチェックしたところ問題はないです。もう一度、確認するつもりですが」

　彼は、バインダーを手に階段を下りてくる。

「ほうか、うちは無事やったか」

「ええ、大丈夫でしたよ。今のところですが」

「……ほうか」と洩らして、オーナーは腕を組んだ。

　ホッとするかと思えば、その険しい表情を前に、ホームズさんはほんの少し首を傾けた。

「何か思うことがありましたか？」

「いや、それがな、さっき電話があって聞いたんやけど、柳原はんやお茶の先生の他にも、同じような被害に遭おうてる家があることが分かったんや」

「――えっ？」とホームズさんは、瞬く。

「うちと一緒で、柳原はんの話を聞いて、みんな自分の家の倉庫を調べたんやろ。そうしたら、四、五軒、同じように家の物が一点だけなくなっとったらしいんや。それがどれも、さほど高価な物やない。高価なもんは盗まれてへん。だからなくなったのは思い違いで、盗まれたんやないかもしれへんて、みんな首を捻っとる。なんや気持ち悪い話やろ」

　ホームズさんは「……たしかに」と眉まゆ根ねを寄せて頷く。

「それで、盗まれたものはどういったもので？」

「水晶や木彫りの彫刻やったり、掛け軸やな。それも、全部『仏教関係』やて」

「そういえば、柳原先生の家から盗み出されたのは、『仏画』とのことでしたよね」

「そうや。仏画といえば、うちにも聖しょう観かん音のんが描かれた掛け軸があったやろ。あれは無事か」

「あれはとっくに売れましたよ。父のファンが買っていきました」

「ほうか」とオーナーはソファーの手すりに肘をついて、難しい表情を浮かべ、遠くを見るような目を見せた。

「……被害に遭うたんは、いずれも京では名の通った鑑定士や美術収集家やねん」

　ぽつりと零して、「そやそや」と顔を上げた。

「斎さい藤とう家けの三男坊おるやろ、会計士の。あやつの事務所に置いてたモンもひとつだけ盗まれたて」

　その言葉に、ホームズさんはぱちりと目を開く。

「斎藤家の三男と言いますと、利休のお祖父様、右う近こんさんのところの和かず彦ひこさんですか？」

「そうや」

　利休くんの祖父・斎藤右近さんは、大変な資産家で北区鷹たかが峯みねに豪邸を構えている。その屋敷は絢けん爛らん豪ごう華かなお宝に溢あふれていた。右近さんには、利休くんの父親を含む三人の息子がいるが、いずれも母親は違っていて、苗字も違っている。

　長男が利休くんの父親・左さ京きょうさんで、個人投資家。次男は司つかささんといって、個人事業主。

　三男の和彦さんは会計士で、自他ともに認める美術収集家。オフィスにたくさんの美術品を展示しているという話だ。そこにある美術品が盗難に遭あった――。

「それでは、鷹峯にある斎藤邸のほうはどうだったのでしょう？」

「そこは無事やねん。これもおかしいと思わんか？　三男坊の事務所の展示品が盗まれて、鷹峯の屋敷は無事だったんやで」

　それは、私も同感だった。和彦さんのオフィスを見たことがないので分からないけれど、どうせなら右近さんの屋敷のほうを狙ねらうだろう。とはいえ、犯人は元々高価なものを狙っていないから、一貫性があると言えるのかもしれないけど……。

「セキュリティの問題ではないでしょうか」とホームズさんは、腰に手を当てる。

「セキュリティ？」

「ええ、この京でもっとも名の知れた鑑定士となると、柳原先生にそしてオーナー、あなたです。ですが、柳原先生の家は被害に遭あって、うちは無事だった。斎藤家においては、右近さんの屋敷が無事で息子の和彦さんの事務所が被害に遭った。斎藤家のセキュリティは万全でしたし、もちろんうちもそうです。犯人はそのことを知っていて、ハナから危ない橋を渡るつもりはなかったのでしょう。たくさんある品の中から金銭的価値がそれほどないものを少しだけ盗み出しているとなると、目的はお金ではなく、自分の収集のためだと思われますし」

　そう話すホームズさんに、オーナーは顎あごに手を当てて、眉根を寄せる。

「……なんや、嫌な予感がするんや」

「そうですね、我々のセキュリティ事情を知ってるとなると、もしかしたら知り合いという可能性もあります」

　険しい表情を見せる二人を前に、私も不穏な影を感じて、ひやりと背筋が冷えた。

「それより、オーナー、コーヒー淹れますね」

　空気を変えるべく声を上げたホームズさんに、オーナーは「いや、ええ」と首を振って立ち上がる。

「ワシももう少し調べてくるさかい、お前は引き続きチェックを頼むで」

　ポールハンガーに掛けた帽子をスッとかぶり、

「ほんなら、葵ちゃん、また」と店を出て行った。

　ドアベルの音がカランと響く中、オーナーが歩き去る姿が窓の向こうに消えていく。

「それでは葵さん、僕はまた二階に上がっていますので」

　ぼんやりと窓の外を眺めていた私は、ホームズさんの言葉に我に返って振り向いた。

「あ、はい。もし手伝えることがあれば言ってくださいね」

「ええ、引き続きどうか店番をよろしくお願いします」

　ホームズさんはにこりと微笑んで、そのまま二階へと上がっていった。
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　鑑定士や美術収集家の蔵や倉庫から、特別、値が張るものではない仏教関係の美術品を一点だけ盗みだす。

　それは、やはり奇妙だ。

　仏教関係……信心深い人が、そんなことをするだろうか？

　一人になった私が掃除をしながら首を捻っていると、再び『蔵』の扉が開き、ドアベルがカランと音を立てた。

　オーナーが戻って来たのだろうか？

　そう思いつつも、条件反射のように、「いらっしゃいませ」と微笑んでドアに顔を向ける。

　しかし、扉の前に立っていた人物の姿に、浮かべていた私の『接客用スマイル』がつい強張った。

　そこにいたのは、四十代半ばの男性。

　少しよれたようなジャケットに、寝癖のついた髪。無ぶ精しょう髭ひげ、目の下にはクマ。

　警戒心を抱くのに十分な出で立ちではあったが、彼のことは知っていた。知っているというほどでもないかもしれないけれど、名前と顔は十分すぎるほど覚えている。

　そう、彼は――――。

「……小こ松まつさん、ですよね？」

　小声で尋ねた私に、彼は小さく相槌をうつ。

「おう、あん時のお嬢さん」

　口角を上げてそう言ったが、その表情には力がない。

「お久しぶりです」と、私は会釈をした。

「ああ、吉よし田だ山さん荘そうではどうも」

　少しきまり悪そうに会釈を返す。

　そう、彼は吉田山荘・真しん古こ館かんの朗読会に集った一人。

　作家・相あい笠かさくりすが雇やとった探偵だった。

「……あの恐ろしいあんちゃんは、ここにいるって聞いたけど」

　小松さんはためらいがちにそう言って部屋を見回す。

『あの恐ろしいあんちゃん』とは、言わずもがなホームズさんのこと。

　吉田山荘・真古館の夜会にて、ホームズさんは、探偵である小松さんが受けていた依頼内容を言い当てたことで、

『お前、本当に心が読めるんじゃないだろうな』と恐れをなしたのだ。

「あ、ホームズさんは……」

　私が振り返って階段に目を向けた時、最上段にホームズさんが立っていて、こちらを見下ろしていた。おそらく声を聞きつけたのだろう。

「これは珍しいお客様ですね」

　ホームズさんはそう言って口角を上げ、目を三日月の形に細める。

　一見、微笑んで見えるが、これは決して笑ってはいない。

　ホームズさんの考えは、手に取るように分かった。

　小松さんが、純粋なお客さんとして、この店に訪れるとは考えにくい。

『面倒なことを持ちこんで来たなら、ごめんこうむりますよ』というオーラが、ビシバシ出ている。

「お久しぶりです、小松さん」

　その表情のまま階段を下りてくるホームズさんに、一方の小松さんは見て分かるほどに震えていた。

　まるで鬼にでも会ったような反応だ。自分から会いに来ておいて、どうして怯おびえる必要があるのか、と私は肩をすくめて箒を片付ける。

　一段一段と階段を下りて一階の床に立つと、ホームズさんはあらためて、という様子でにこりと微笑んで胸に手を当てる。

「いらっしゃいませ、骨董品店『蔵』にようこそ」

『ここに客として来たなら、それは歓迎ですよ』という、ホームズさんの牽けん制せいとその完璧な笑顔に、今度は私の背中が冷える。

「あー、いや、まずはお礼を言いたかったんだ」

　くしゃくしゃと頭をかく小松さんに、ホームズさんはぱちりと目を開いた。

　どうやらこの言葉は意外だったようで、「お礼とは？」と微かすかに首を傾ける。

「相笠くりすに調査費を払ってもらえたんだよ」

　以前、作家・相笠くりすは、探偵である小松さんに素行調査を依頼したものの、その結果にショックを受けて、『こんなの嘘だ、お金は支払わない』と八つ当たりしていた。

　その後、相笠先生は、自殺に見せかけて殺されかけ入院し、その事件の真相をホームズさんが解き明かしたのだけど……。

「そうでしたか。それは良かったですね。ですが、僕に礼を言うことではないですよ」

「いや、あんたのお陰だよ。彼女も人が変わったようになってよ」

　小松さんは、ふっと頬を緩ませる。

「相笠先生にお会いになったんですか？」

「ああ。直接、屋敷に呼ばれてな」

「そうでしたか。小松さん、良かったらお掛けください。コーヒーを淹れますよ」

　相笠先生の様子を聞きたいのだろう、ホームズさんはにこやかな表情で椅子を引いた。

「悪いな」

　小松さんは、まるで『第一関門突破』とばかりに息をついて、椅子に腰を下ろす。

「葵さんもどうぞお掛けください」

　ホームズさんは、小松さんが座った椅子から二つ隣の椅子を引き、そのまま給湯室へと入っていく。

　それでは遠慮なく、と私は椅子に腰を下ろし、ウェットティッシュで手を拭っていると、隣から「はあぁぁぁ」と盛大なため息が聞こえてきた。

　横を向くと、小松さんがカウンターに突っ伏す勢いでうな垂れていて、両手で頭を抱えている。

「ど、どうされました？」

「なんなんだよ、あの迫力。『コーヒー飲んでいけ』って、もしかして『ぶぶ漬けでも食っていけ』、つまりは『さっさと出ていけ』の同義語じゃないよな？　嬢ちゃん、俺はコーヒー飲んでも大丈夫だよな？」

　真顔で問う小松さんに、ギョッとしつつ、「だ、大丈夫ですよ」と頷いた。

「よく嬢ちゃんは平気だな。人の心が読めるような男と一緒にいて怖くないのか？」

「いえ、ホームズさんは心を読めたりしませんよ。『人の心が読める』というのは、大おお袈げ裟さな噂うわさです」

「それじゃあ、いろいろ言い当てたのは、たまたまのことか？」

「いえ、たまたまというわけでは。なんていうか、ホームズさんは人の心を読めるんじゃなくて、読み取れるんです」

「一緒じゃないのか？」

「……そうですね」

「……そうだよな」

　同じようなものだ。

「…………」

　静かになった『蔵』の店内に、ジャズの音色と、コーヒーを落とすトポトポという音が微かに響いていた。

「――どうされましたか、まるでお葬式のような顔をして」

　ややあって給湯室から出てきたホームズさんは、トレイを手に不思議そうに私たちを見る。

「いや、まぁ、なんでもねぇよ」

「ええ、はい」

　ぎこちなく頷く私たちに、ホームズさんは「そうですか」と気にも留めずにカップをカウンターに置いて、対面に腰を下ろした。

「相笠先生は、どのようなご様子でしたか？」

「普通になってたよ」

　さらりと答える彼に、私は「普通に？」と思わず聞き返す。

「前は、派手な格好をしてただろ？　ドレスみたいなのを着て」

「ゴスロリファッションですね」とホームズさんは相槌をうつ。

「ああ、それをやめて、割とセンスのいいスーツを着た、普通の女流作家になってたよ」

　そう言う彼に、私とホームズさんは「へぇ」と感心しながら頷く。

　私が見た『作家・相笠くりす』の姿は、フリル付きの漆黒のドレスに、葬儀に参列するご婦人が被るようなレース付きの黒い帽子を頭に載せ、足元は真っ赤な靴に、首には真っ赤なリボン。それに合わせるかのように、深紅のコンタクトをしていた。

　そのイメージが強いため、ごく普通になった、という今の彼女が想像つかない。

「本当に生まれ変わったんですね」

　なるほど、と頷くホームズさんに、小松さんは表情を緩ませる。

「あんたのお陰だって言ってたよ」

「いえ、僕は何も……」

「『何も』なんてことはないだろ。相笠くりすに全部聞いたよ。俺が真古館を飛び出した後のことを……。あんたは人並み外れた洞察力で、真相をすべて当てたってな」

「それは、たまたまですよ」とホームズさんはコーヒーを口に運ぶ。

　思えばこうした場面で、ホームズさんはよく『たまたまですよ』と言う気がする。

　本当に、一体何が『たまたま』だというのか。

　なんとなく訪れた沈黙の中、コチコチと柱時計が針を進める音が耳に届く。

　どこか漂う緊張感は、おそらく小松さんが発しているものなのだろう。

　きっとホームズさんに言いたいことがあり、そのタイミングを窺うかがっているに違いない。

　小松さんは緊張を振り切るようにコーヒーをグイッと飲んで、カップを置いた。

「……実は、そんなあんたに頼みがあって来たんだ」

「お断りします」

　穏やかな面持ちで間髪入れずに答えるホームズさんに、小松さんも私もあんぐりと口を開けた。

「え、いや、その……話、まだ聞いてないだろ？」

「ええ、ですから聞く前にお断りします」

「どんな話かも聞かずに？」

「そのお話は、『鑑定士見習い』の僕にではなく、『探偵的』なお話なのですよね？」

「あ、ああ」

　小松さんはためらいがちに頷く。

「最近、誤解が尾ひれをつけて、心外な評判が出回っておりますが、僕はあくまで学生であり、鑑定士見習い。探偵の真似事には興味がないんですよ。たとえ報ほう酬しゅうが発生したとしても受ける気がないので。受ける気がない以上、お話を聞く権利もないと思っています」

　冷静に、少し残酷に告げるホームズさんに、小松さんは顔色を失くしていた。

　彼は小松さんがこの『蔵』に訪れた時から、探偵としての依頼を持ち込んで来ているのを察していたのだろう。

　だから、最初からあえて牽制していた。

　小松さんもそれを感じ取りながら、それでも相談したくて必死に機会を窺っていたわけだ。

　ホームズさんの言い分も分かる。

　彼は、元々わずらわしいことが嫌いな人間なのだ。

　引き受けるつもりもないのに、話を聞くほうが失礼だと思っている。

　だけど、こんなにも落胆している小松さんを見ると、少し気の毒になってしまう。

「ご期待に添えず申し訳ございません」

　ホームズさんが眉を下げて、会釈をするも、小松さんは俯いたまま何も言わない。

「もし良かったら、腕の立つ探偵を探して紹介しますよ。僕の周りには、顔の広い人間がたくさんいますので……」

　ホームズさんがそこまで言いかけた時、

「――娘なんだ」

　小松さんは俯いたまま、ポツリと零した。

　えっ？　と瞬く私たちに、小松さんは勢いよく顔を上げた。

「俺の娘のことなんだ。頼む！　この通りだ、力になってほしい！」

　そのまま椅子を下りて、床に膝をつき、土下座をする。

「小松さん、困ります」

　ホームズさんはすぐに立ち上がり、小松さんの腕をつかむも、彼は首を振る。

「お願いします！　話だけでも聞いてほしい」

　再び額を床につけて懇こん願がんする。

　その頑かたくなな様子に、ホームズさんは眉根を寄せ、

「……分かりました。それでは、お話を聞きましょう。力になれるかどうか分かりませんが」と諦めたように肩を下げた。

　ホームズさんに腕を引かれて小松さんはおもむろに立ち上がり、申し訳なさそうに一礼をして、再び椅子に腰を下ろす。

　ホームズさんはすぐにその対面に座り、話を聞く準備はできたとばかりに会釈をする。

　小松さんは大きく息を吸い、そのまま吐くように口を開いた。

「……俺には娘がいるんだ。といっても、離婚した女房が引き取ったから一緒には暮らしてない。齢は、そうだな、ちょうど嬢ちゃんと同じくらいだ。高校一年生の十六歳で……」

「葵さんはもうすぐ十八歳ですよ。近いようでいて、大分違うかと」

　これだけは伝えておかなければ、という様子で目を光らせるホームズさんに、小松さんは肩をビクンと震わせる。

「話を折ってしまって申し訳ないです。どうぞ続けてください」

「あ、ああ。俺も離婚した女房も、元々は東京の人間で、仕事の関係で京都に移住したんだ。だけど、まぁ、俺はその仕事を辞めることになって、女房とは離婚。一人になった俺は、東京に戻って探偵業を始めた。もう十年も前の話だけどな……」

「奥さんとお子さんは、この京都に残られたんですね？」

　確認するホームズさんに、彼は「ああ」と頷く。

「女房は京都に移住した際に、観光雑誌を取り扱う京都市内の雑誌社に勤めて、その仕事を気に入っていたらしくてな」

　小松さんはそこまで言って、コーヒーを口に運ぶ。

「娘は中学受験をして、私立のなかなか良い中高一貫校に入学した。離婚後、俺は娘の養育費を振り込むだけの関係だったんだけど、娘が中学生になった頃から女房からよく連絡が来るようになったんだ。主に娘のことだ。『思春期となると、難しいものね』なんて、よく言ってな。娘が反抗期を迎えて苦労してるようだった」

「……小松さんは、離婚後お嬢さんにも会っていないんですか？」

「いや、まったく会ってないわけじゃない。それでも、小学校の入学式と卒業式、中学の入学式くらいか……。両親が揃ってないと娘が可哀相だってな」

　そう話す小松さんにホームズさんは相槌をうつ。

「その娘さんが中学に入ってから、母親に反抗を……」

「ああ、キッカケは些さ細さいな喧嘩だったらしい。娘は中学受験を随分頑がん張ばった反動が出たのか、入学後にすっかり緩ゆるんじまったようで、それを注意したら、『お母さんのために、お母さんの望む通りの学校に入ってやったんだから、これ以上あれこれ言わないで』ってキレたらしい。そうしたら女房が、『お母さんのためだなんて何言ってるの。あなたのためでしょう』と言い返して、ものすごい喧嘩になったらしい。その言い合いで、母娘の間になかなか埋まらない溝ができたみたいでな」

　大きく息を吐く小松さんに、ホームズさんは、なるほど、と相槌をうつ。

「娘は、大阪まで繰り出して夜遅くまで遊ぶようになったらしく、補導もされたりと大変だったらしい。だけどある日、梅うめ田だで『読者モデルにならないか』と声をかけられて、関西ローカルだけどティーン雑誌の読者モデルを始めたことから、娘も少し落ち着いて、母娘関係も持ち直してきたらしい」

「……声をかけてきた大人が、悪い人間じゃなくて良かったですね」

　ホームズさんは『危なかしい』という様子で眉根を寄せる。

「――ああ、本当にそうなんだ。たまたま、ちゃんとしたスカウトで救われたよ。娘が雑誌に載ることで、女房も喜んで、二人の仲は回復したらしい。だけど、それは一時のことで、中三の半ばに、雑誌を見てファンになったという大学生の男が現われて、その男がなかなかイイ男だったことから、娘はすっかり参っちまって、その男に入れ込みはじめて……」

　次から次へと……と、私も横で話を聞きながら、頬が引きつる。

「そして高校に進学してホッとしたのも束の間、ある日突然、娘がいなくなっちまった。もう二週間も行方不明なんだ」

　そこまで言った小松さんに、ホームズさんは真剣な表情を見せる。

「……警察には？」

「もちろん伝えた。だが、娘がわざわざケータイを家に置いて、『彼と一緒に生きていきたい』なんて手紙を残したもんだから、事件性が低いただの家出ということで、捜査への力の入れ方がなってねぇんだよ。それで俺自身が調査に乗り出したんだ。娘の通っていた学校の校門前に待機して、聞き込みをしようとしたんだ。だけど、こんなナリだろう？」

「……怪しがられてしまったと」

　ホームズさんは、気の毒げに小松さんを見る。

「なぁ、頼む。聞き込みを手伝ってほしい。あんたが一緒なら怪しまれないし、あんたなら人の心を読めるから、娘の友達が嘘を言っていても、すぐに気付くだろう？」

　小松さんは勢いよく上体を乗り出した。

「……いえ、心なんて読めませんよ。ですが、あなたが聞き込みをしようとして怪しまれてしまうのは無理もなさそうですね。それでは、交換条件ということでどうでしょうか？」

　小松さんは、瞬時に警戒の表情を浮かべる。

「交換条件？」

「ええ、最近、僕たちの周辺でも、金銭的にさほど高価ではない美術品が一点だけ盗まれるという奇妙な出来事が起こっていましてね。その調査を手伝ってほしいのです」

　その言葉に、小松さんは顔を明るくさせた。

「ああ、そうしたことなら任せてくれ」

「助かります」

　ホームズさんは会釈し、そのまま私に視線を移す。

「葵さん、あなたも一緒だったら、より警戒心を解くことができると思います。手伝っていただけませんか？」

　突然、話を振られて私は驚きながらも、こくこくと頷いた。

「は、はい、私で良かったらいくらでも」

　すると、小松さんは顔をみるみる歪ゆるませて目に涙を浮かべ、「ありがとうな」と言って、深く頭を下げる。

「事前に娘さんの写真などがありましたら、見ておきたいのですが」

　すぐにスイッチを切り替えた様子のホームズさんに、小松さんは我に返ったように頷き、「ぜひ、頼むよ」と黒いビジネスバッグの中からクリアファイルを取り出した。

　中には数枚の写真と、雑誌の切り抜きが挟んである。

「ここに」

　そのクリアファイルをカウンターの上に置いて差し出す。

　ホームズさんは、ごく自然に内ポケットから白い手袋を取り出してはめた。

「それでは、あらためさせていただきますね」

　まるで骨董品を扱うかのように、丁寧にファイルから写真や雑誌の切り抜きを取り出し、カウンターの上に並べる。

「わあ、小松さんの娘さん、本当に美人さんですね」

　思わず声を上げた私に、彼はぎこちなく「どうも」と肩をすくめる。

「別れた女房に似たものでね」

　読者モデルということから、目鼻立ちのハッキリしたタイプかと思えば、そうではなくて、どちらかというと和風美人だ。

　輪郭は面長で、奥二重、通った鼻筋に上品な口許。

　派手な顔立ちではないけれど、目鼻の配置が整っていて、着物を着たならさぞかし似合うだろうと思わせられる。

　しかし雑誌に掲載された写真を見ると、つけまつげにアイプチをしていて、また印象がガラリと変わっていた。

「雑誌では、割とハーフをイメージしたメイクをされているんですね。そのままの持ち味を生かしたほうが、良いような気がするんですが……」

　ホームズさんは、写真と雑誌の切り抜きを見比べながらそう言う。

　最後の言葉は、ほぼ独り言のようだ。

「雑誌のスタッフも、優ゆう子この持ち味を生かした方向で行きたかったみたいだけどな。ああ、娘は『優子』と言うんだ。名字は俺と違っていて『長は谷せ川がわ』だ。女房から聞いた話では、モデルの子はみんなハーフみたいだし、優子もそうなりたかったらしくて、お願いしたらしい。ただ、この着物の写真は、割とそのままの雰囲気で……」

　小松さんは、たくさんある切り抜きの中から、和服姿の優子さんの姿が写された記事を取り出した。

「綺麗！　これはお似合いですね」

　私は切り抜きを見て、強く頷いた。

　薄紅色の訪ほう問もん着ぎを纏まとい、伏し目がちに微笑んでいる。

　とても上品で柔らかな印象だ。

　ホームズさんはその写真を手にして、「ん？」と目を凝こらす。

　てっきり、『和装がお似合いですね』と微笑んで言うかと思えば、険しい表情を見せていて、私は少し戸惑った。

「ホームズさん、どうされました？」

「あんちゃん、何か分かったのか？」

　ずいっと身を乗り出す小松さんに、ホームズさんは苦笑する。

「いえ、何も分かりませんが。ただ、優子さんのこの写真を拝見して、どこかでお見掛けしたことがある気がしまして……」

　ホームズさんはジッと写真を見ながらそう言う。

「それは、優子はこうして雑誌に載ったりしてるから、それで見掛けたんじゃないのか？」

「ええ、そうなのかもしれませんが……なんていうか、顔の造作ではなく、雰囲気が僕の知ってる誰かに似ているのかもしれません」

　ホームズさんは、「ありがとうございました」と小松さんに切り抜きを返す。

「なぁ、あんちゃん、本当に分かったことはないのか？　写真を見て、何か感じたことがあったら、遠慮なく聞かせてほしい」

　小松さんはカウンターに散らばった写真と切り抜きをかき集めて、ホームズさんを見る。

「そうですね。分かったことはありませんが、感じたことならお伝えできます。僕が無責任に感じたことになりますが」

　ホームズさんは、顎に手を当ててそう言う。

「それでいい、頼むよ」

「カメラを前に物怖じしない眼差しの強さ、口角の上げ方から、気の強さが感じられました。度胸があり、負けず嫌い。自分に自信もあるのでしょう、その一方でコンプレックスもあるから、アイプチやつけまつげで負けまいと対抗する。雑誌社のスタッフに自分の要望を伝え、押し通すくらいのものを持っているとなると、こんな彼女に反抗されては、お母様もご苦労されたのではないでしょうか」

　そう話すホームズさんに、小松さんは目と口を大きく開けた。

「小松さんからお聞きしたお話と合わせて感じたことは、優子さんはとても一途で、一生懸命なタイプ。中学受験も、きっと必死になって勉強したのでしょうね。無事に合格できたことで、燃え尽き症候群となった。それだけがんばったところにお母様に言われてしまい、『こんなにがんばったのに、お母さんはちっとも認めてくれない』という気持ちになってしまった。そのことから、『がんばっても認めてもらえないなら、がんばるのは馬鹿らしい』という心理で、反抗の道を辿たどったのではないかと」

　ホームズさんは話しながら立ち上がり、給湯室からガラスのコーヒーポットを手にして、再びカウンター前に戻る。

「……そんな優子さんも、モデルの仕事を始め、がんばって要望に応えることで、スタッフに惜しみなく褒ほめてもらえて、満たされたのかもしれませんね。それも、ギクシャクしていた母娘関係の改善した理由のひとつかも、しれません」

　そして少しかがんで、小松さんの空になっていたカップにコーヒーを注ぐ。

　小松さんは恐縮そうに会釈をする。ホームズさんは笑みを返して、そっと問うた。

「もしかしたらですが、優子さんのお母様は、褒めることを苦手とされていませんか？」

「……あ、ああ、そうだな。分かりやすく褒めたり、礼を言ったりするのが苦手なタイプだったな。不器用で損するタイプというか。気も強いし、プライドも高い。俺と離婚した時に、『あなたからの慰謝料も養育費もいらない』って言われたくらいだ。俺は、『お前に払うんじゃない、優子に払うんだ』って突っぱねたけどな」

「やはりそうでしたか。優子さんは、いつも褒められたかった。もしかしたら、お母様なりに褒めていたのかもしれませんが、それが伝わっていなかった。ですが、モデルの仕事を通じて、優子さんは『親以外の人に認めてもらうこと』を覚えてしまったわけです」

「『親以外の人に認めてもらうことを覚えた』……って、それは悪いことじゃないだろ？」

　小松さんは困惑した様子で、ホームズさんを見上げる。

「ええ、悪いことではありません。一種の親離れのひとつです。人は幼い頃、保護者に褒められたいとがんばり、成長して社会に出て、今度は仕事で認められようと、がんばるものです。ですが、そんな優子さんの前に、自分の何もかもを認めてくれる大人の男性が現われたとなると、話は違ってきます。すでに親離れしつつあった優子さんの心の依存先が、彼に移行してしまった。ですから、携帯電話すらも置いて出て行けたわけです」

　ホームズさんは再びカウンターの中に入り、対面に腰を下ろし、小松さんを見やる。

「……と、まぁ、これが、僕が一方的に感じたことです」

　ごくり、と小松さんが生唾を呑んだことが分かった。

　今まで娘の失踪に対して『どうしてなんだ』という思いしか浮かばなかった中、こうして彼にひとつひとつ説明を受けて、優子さんの背景をしっかりとつかんだのだろう。

　それと同時に、写真とこれまでの説明だけで、ここまで見通したホームズさんに恐れを抱いているに違いない。

　私も横で話を聞きながら、慣れたこととはいえ、やはり圧倒されていた。

　黙り込む小松さんに、ホームズさんは小さく笑って手を振る。

「ああ、ですから、これはあくまで僕の勝手な推測ですよ？」

「……いや、やっぱり噂は伊だ達てじゃねぇ」

　小松さんは青あお褪ざめた顔のまま、まるで独り言のように洩らす。

「いえ、ですから、あの噂は……」

　ホームズさんはいつものように弁解しようとして面倒くさくなったのか、『まぁ、いいや』という様子で肩を少しすくめる。

「それはさておきまして、やはり聞き込みをするのは、彼女の友人関係と、この雑誌社なりモデル事務所でしょうね。すでに警察が行っているとは思うんですが」

　ホームズさんは切り抜き記事を手に取って、そう言う。

「まぁ、行ってるとは思うけどな、警察は血の匂いを感じない限り本腰を入れない。娘には補導歴もあるし、今回の騒動は『不良少女が男を作って家出した』という印象しかないんだ」と小松さんは苦々しく呟つぶやく。

「十六歳の少女を家出させて、ためらいもなく受け入れる大学生の男ですよ？　十分事件だと思いますが」

　冷ややかに言うホームズさんに、小松さんはハッとした目を見せる。

「そう……だよな、いや、そうだよ。事件だよな」

「ええ」

　そうして、私たちは週明けの月曜日、下校時間を狙って、優子さんの通っている高校に行って聞き込みをしようということに決まった。

　その後、小松さんは何度も礼を言って、席を立ち、店を出る。

　私も彼を見送るべく、すぐに店先に出た。

「――小松さん、お嬢さんはきっと、すぐ見付かると思いますよ。ですから、ちゃんと食べて、寝てくださいね。前よりもやつれていて心配です」

　言い難さを感じながらそう告げると、小松さんは切なげに顔を歪めて私を見た。

「嬢ちゃんは、優しい良い子だな」

「い、いえ、そんな」

　気恥ずかしさに勢いよく首を振ると、小松さんは少しだけ愉快そうに目を細める。

「こう言っちゃなんだけど、あの恐ろしいあんちゃんが選んだのが、あんたってことが最初は意外に思ったんだ。嬢ちゃんは、まぁ可愛いけど至って普通の女の子だし、しかもまだ高校生だろ。あいつはどこか変人だし、ロリコンなのかと思ったよ」

「ロ、ロリコンって」

　やはり、大学院生が女子高生と付き合ったりすると、世間的にはそう見られるようだ。

「だけど、もしかしたらそういうことじゃないのかもしれないな」

　と独り言のように洩らし、

「なぁ、あんたはあんな男と間近で接していて、怖くないのか？　イケメンってだけじゃ付き合いきれねぇもんがあるだろ？」

　あらためて、という様子で問う小松さんに、私は苦笑した。

　思えばこの質問は、交際する前から、いろんな人に何度かされてきた気がする。

「最初は怖かったですけど、もう慣れました」

　微笑んだ私に、小松さんは目を丸くした後に、口許を綻ほころばせる。

「なるほど、嬢ちゃんは、度胸があるんだな」

「度胸？」

　今まで言われたこともない言葉に、私はぽかんと口を開く。

「ああ、じゃなきゃ、あんな人間離れした男と、何もかも分かった上で付き合えねぇ」

　小松さんは納得したとばかりに、何度も相あい槌づちをうち、「それじゃあ、月曜頼むな」と手を上げて、背を向ける。

　私は「はい」と頭を下げつつ、『自分に度胸なんてあるんだろうか？』と首を捻りながら、店の中に戻った。




　店内ではホームズさんがすでにカウンターの上を片付け、布ふ巾きんで拭いていた。

「あ、すみません。片付けようと思ってたんですが」

「いえいえ」

　ホームズさんは布巾を置いて、背を伸ばす。

「しかし、優子さんの話ですが、すべてが恐ろしいものですよね」

「えっ？」

「まずはスカウトの話。ちゃんとしたスカウトだったことが奇跡的なくらいです。世の中、甘い言葉をかけて、純粋な少女を商売に利用しようとする輩やからは少なくありません」

「たしかにそうですよね」

「そして雑誌を見て『ファンになった』と、当時、中学生の優子さんに学校まで会いにきた大学生の男。その行動がすでにほとんど犯罪ですし、モラルに乏とぼしい軽薄さを感じます。まぁ、そうでなければ、優子さんの家出を承認しないのでしょうが。……とはいえ、常識に欠けていたとしても優子さんを大切に扱ってくれているなら、まだ良いのですが、彼女がその男に利用されていないことを願ってやみません」

　ホームズさんはハーッと息をつく。

　私も「本当ですね」と相槌をうちながら、真剣な表情を浮かべている彼を見て、最初は乗り気じゃなかったのに、と少し嬉しくなる。

　きっと話を聞いてしまえば、親身になってしまう自分を分かっているから、いつも最初から聞かない姿勢を貫こうとしているのかもしれない。

「でも、思った以上に親身ですよね」

　ふふふ、と笑って言う私に、ホームズさんは強く頷いた。

「……優子さんを、あなたに置き換えて考えてしまったんですよ」

「へっ」

「あなたも街でスカウトされて読者モデルになり、それを見た大学生の軽薄男が声をかけてきたらと。僕と交際を始めたものの、真面目で面白みに欠ける僕に嫌気が差してきた時に、ノリが軽くて刺激的な大学生の男が現われて、いなくなられてしまったら、と思いまして」

「『真面目で面白みに欠ける僕』って、ホームズさん、結構面白いですよ……？」

　いろんな意味で、と心の中で付け足す。

「何より、まずはスカウト！　葵さん、街でスカウトされたりしても、その場ですぐに返事をしたり、ついて行ってはいけませんよ！」

　そう言って、両手で私の肩をつかむ。

「は、はい……というか、私はスカウトされたりしませんし、された時点で詐さ欺ぎだって思っちゃいますよ」

　ぷっ、と笑うと、ホームズさんは露骨に顔をしかめた。

「葵さん、何を言うんですか。あなたはとても魅力的ですよ」

　真顔でそんなことを言うホームズさんに、頬が熱くなる。

「あ、ありがとうございます。お世辞でも嬉しいです」

「お世辞なんて。葵さん、あなたは本当に素敵です、素晴らしいです」

　さらに真剣な表情でそう言い切るホームズさんに、思わず鼻水が出そうになった。

「す、素晴らしいって、そんな言いすぎです」

「言いすぎなんてことはありません」

「ありがとうございます。でも、あの、ちょっと冷静になってください」

「もちろん、『僕にとっては』ですが。ほら、そのちょっと困ったように見上げる顔とか、弱り切って俯く姿も、いちいち可愛いです。今の、そうやって目を泳がせるところも……」

「も、もう、それ以上は、やめてください！」

　見事に裏返った私の声が店内に響く。

　……小松さん。

　ホームズさんは恐ろしいところもあるかもしれませんが――こんなお馬鹿な一面もあることが、分かりました。

　心でそう呟いた、静かな夕暮れ。
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「――はぁ」

　開放された教室の窓から、初夏の風が流れ込んできて、髪がそよぐ。

　昼休憩時間ということで、グラウンドでは男子生徒たちがまるで小学生のようにドッジボールをして遊んでいた。

　それを見守っては笑う女子生徒の声が、心地良い程度に耳に届く。

　私はお弁当を食べ終えて、窓の外を眺めていると、

「どうしたん？　ため息なんてついて」

　頭上で声がし、私は肩をびくんと震わせて、顔を向けた。

　そこにはいたずらな笑みを浮かべている宮みや下した香か織おりの姿。ふふふと笑って、ひとつ前の席に腰を下ろす。

　三年生に進級し、私たちは同じクラスになれた。

「そんな驚かんでも」

「ちょっと、ボーッとしてて」と私は姿勢を正して座りなおす。

「なんや、浮かない顔しとったけど、ホームズさんと喧嘩したん？」

　まるでゴシップ記事を期待するような目で少しだけ上体を乗り出す香織に、私は「いやいや、そんなことは」と肩をすくめるも、動きを止めた。

「あ、喧嘩っぽいのはしたかもしれない」

「ほんまに？　珍しい。何が原因で？」

　まさか本当に喧嘩だったとは思ってなかったようで、瞬時に心配そうな目を見せる香織に、思わず私の口許が綻ぶ。

　良い友達だと心から思う。それだけに、申し訳ない。というのも……。

「喧嘩は本当にたいしたことじゃなくて」と私は苦笑して、手を振る。

　まさかホームズさんが私のことを褒めちぎり出し、私が『それ以上言うのはやめてください。むちゃくちゃです』と返し、押し問答のようになったうえ、『むちゃくちゃなことなんて言ってないです。視野狭窄でもなんでも僕がそう思っているんですから、その想いを否定するようなことは言わないでください。たとえ、自分の認識と違っていたとしても、誰かの想いを否定するというのは、決して良いことではないと思います』なんて言い切られてしまった。

　そこから、いかに『人の思想を踏みにじることの恐ろしさ』を聞かされ、いつの間にか哲学の話にまでなり、私は『はぁ』と間抜けな返答しかできず、結果的に『倒錯した言葉は他の人がいる時には言わない』という妥だ協きょう案あんが通り、事なきを得たのだ。

　しかし、ホームズさんにあんな一面があったなんて。もっとクールな人かと思っていた。

　うん、やっぱり変な人だ……、と私は額に手を当てる。

　だけど、好きな人に良く思ってもらえるのは、やはり嬉しい。とはいえ、匙さじ加か減げんが……。

「なんやろ、百面相して。どうせ犬も食わない喧嘩やろ」

　冷ややかな目で言う香織の言葉に、我に返る。

「うん、まぁ」

　これほど、絵に描いたような『犬も食わない喧嘩』はないだろうと、自分のことながら失笑だ。

「ほんでも、その喧嘩のことでため息ついてたの？」

「あ、ううん。最近、周りで変なことが起こるなぁって」

　オーナーの話や小松さんの娘さんの家出、それらのことは、あまり口外するべきではないだろうから、曖昧に返すと、

「もしかして、例の美術品盗難事件の件？」

　香織が声を潜ひそめて尋ねたことで、私は驚いた。

「そ、そう。香織、知ってたんだ？」

「お茶の先生からその話が回ってきて、うちも一日倉庫や押入れのチェックしたんやで。私も手伝わされて大変やった」と、香織は肩をすくめる。

　そう、香織は老舗しにせ呉ご服ふく店てんの娘さんだ。

「で、香織の家はどうだったの？」

「多分大丈夫やね。呉服はさておき、元々家の中にある物を把は握あくしてなかったりして」

「まぁ、そんなものだよね。うちにも亡くなったお祖父ちゃんの美術品コレクションが押入れにいっぱいあるけど、何があるのかしっかりチェックしてないし」

　私は頬杖をついて、うんうん、と頷く。

「そんで、昨日の日曜日、誠司さんも来たんだよ」

「オーナーが？」

　オーナーが店に来たのは土曜日。だから、その翌日に宮下呉服店に行ったということだ。

「うん。お父ちゃんと誠司さんが話してるのを聞いたんやけど、盗まれた物と、盗まれた人の家には共通点があるんやて」

「共通点……」

「そう、作品が仏教関係だということと、一年前に『美しい仏の世界』っていう展覧会を私設美術館で開いたそうなんやけど、すべてそこに出品していたものなんやて」

「そうだったんだ」

　話を聞きながら、私は「へぇ」と相槌をうつ。

　ということは、その犯人はその展覧会を観て、目をつけたのだろうか。

「お父ちゃんは、『展覧会が終わった後、配送業者を装って盗み出したんちゃうか』って言うてたんやけど、誠司さんは『自分ちの物を貸し出して帰ってきた時には、過敏になっとるから、それはまたちゃうんちゃうか。狙いを定めただけやろ』なんて話してたよ」

　そう続ける香織に、私は黙って頷く。

「ある人の家では、『あの樂らく茶碗を素通りして、安物の掛け軸が盗まれた。なんでや』って、ぽかんとしてたとか言うてた」

　先日、オーナーも同じようなことを言っていた。さほど高価なものじゃない、という言い回し。もちろん、被害額の大小は分かる。それでも、自分の家で大切に保管してあったものに、高いとか安いとか、そういう問題ではない気がする。

　かつて、円えん生しょうが志野の茶碗を盗み出した時、あれは相当高価な品ではあるけれど、私としては価格云々関係なく大切なものであり、ショックは大きかった。

「……どんな品であろうと、盗みは盗み。許せない」

　思わず強い口調で言った私に、香織が弾かれたように顔を上げる。

「あ、ごめん、つい」

　驚かせてしまったかと慌あわてて言うと、香織は「ううん」と首を振った。

「ほんまや。私もそう思う。早く解決してほしいね」

「うん」

　これは、一般的には些細な窃盗事件かもしれない。それでも、オーナーが『気持ち悪い』と口にしていたように、どうにも拭ぬぐえぬ嫌な予感が胸の中に広がっていた。
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　その日の放課後。

　私は学校が終わるなり、すぐに自転車に飛び乗って、待ち合わせの場所へと急いだ。

　そこは優子さんが通っていた名門私立高校近くのカフェで、うちの学校からも遠くはなく、寺町三条に行くよりもずっと近い。

　烏からす丸ま通どおり沿いに、そのカフェはある。

『珈こー琲ひー屋や』という看板が掲げられたその店は、カフェというよりも昭和レトロな喫茶店を思わせる。

　小さなシャンデリアにランプ、小豆あずき色のソファー、柱時計と、店内の雰囲気は『蔵』と似通っているかもしれない、と私は店の外から店内の様子を窺いつつそう思う。

　自転車を店の駐輪場に停めて、少しの緊張を覚えながら扉を開くと、マスターと思わしき男性がカウンターの中から、「いらっしゃいませ」と静かに告げた。

　私は会釈を返して、店の奥に目を向けると、ソファー席に並んで座る小松さんとホームズさんの姿が見える。

　対面には、女子高生が二人座っていた。

　ホームズさんと小松さんが下校時に声をかけ、見事、話を聞かせてもらうことに成功したのだろう。

　私のほうからは彼女たちの後ろ姿しか見えないが、綺麗に整えられた艶つやのある髪、まるで糊のり付づけされたようにパリッとしている真っ白いブラウスの襟えり元もとという、その出で立ちだけで育ちの良さが感じられる。

　皆の許に歩み寄ると、女子高生の横顔が見えてきた。二人の目が輝いている。

「それで、私たちは、別に優子の友達ってワケじゃなくて」

「そうなんです。あんな子と友達じゃないです」

　おそらくホームズさんを意識してのことだろう、まるで媚こびを売るように声色を変えている。

　二人の話している内容に戸惑っていると、「葵さん」と、通路側に座っていたホームズさんが立ち上がって、私の許に歩み寄ってきた。

　私が「ちょっと遅くなりまして」と会釈をすると、彼は「いえいえ」と首を振る。

「……彼女たちの本音を聞くために、小松さんは父親であることを伏せ、『親に依頼された探偵』として話を窺っていますので、よろしくお願いします」

　小声でそっと囁ささやいたホームズさんに、私は『なるほど』と思いつつ頷く。

　しかし雰囲気から察するに、私がいなくても、ホームズさんの『イケメン効果』で、二人の警戒心はとっくに解けている気がするのだけど。

　私は小松さんに会釈をして、ソファー席に目を向けた。

「私は、隣の席に座ってましょうか？」

　二人と二人で、私が座る余裕はない。

　ホームズさんは「いえ、大丈夫ですよ」と言って、小松さんに視線を移す。

「小松さん、少しの間カウンター席に移動してもらって良いですか？」

　彼女たちの遠慮のない言葉に、真っ赤になって震えを抑えていた小松さんは、「あ、ああ」と立ち上がり、コーヒーカップを手にカウンター席へと移動した。

「すみません、男二人でお話を伺うとなると警戒されてしまうと思いまして、僕のパートナーに同席してもらうことにしました」

　ホームズさんはそう言ってソファーに座り、私もその隣に腰を下ろした。

「失礼します」

　対面に座る女子高生二人は私を見て、呆然としつつ、「高校生でも探偵のパートナーを務められるんですね」と洩らしていた。

　小松さんが探偵なら、ホームズさんも探偵で、そのパートナーとなると、探偵業のパートナーだと思ったのだろう。

　いろいろと違うのだけど、この際、勘違いされたままのほうがやりやすそうだ。

「いえ、パートナーというのはですね……」

　にこやかに微笑んで誤解を正そうとするホームズさんの袖そでを、私はそっと引っ張る。

　驚いたように見下ろすホームズさんに、『黙っておきましょう』と私が目で合図をすると、彼はややあってこくりと頷いた。




　オーダーしたコーヒーが私の許に届くころ、テーブルは何となく打ち解けていた。

　二人は高校一年生で、そんな彼女たちにとって私は二学年上の高校三年生。

　随分と先輩に感じるらしい。先ほどまでの甘えたような声を出さず、敬語で普通に会話をしていた。

「元々は嫌いじゃなかったんですよ、優子ちゃんのこと。中等部から一緒ですし」

　そう話すのは、壁際に座る冬ふゆ実みさん。

　隣で、もう一人の友人・亜あ紀き子こさんが「うんうん」と頷いている。

「気が強いところはあるけど、正義感も強いし、いつも凛りんとして、何よりすごい美人だし、後輩にも憧れられるような子だったんです」

「読者モデルを始めたのも納得でしたし」

　二人はそう話を続ける。

「それじゃあ、いつ頃からその関係に変化が？」と、私が問うと、二人は顔を見合わせる。

「それはやっぱり……優子に彼氏ができてからですね。そう、優子の大学生の彼氏、めちゃめちゃカッコよくて、お金持ちなんですよ」

「それで、いつも彼氏の自慢ばかりするようになって、私たちも最初は微笑ましく思っていたんだけど、だんだん、ウザくなってきたというか」

「それに何もかも彼氏を優先にするようになって。私たちと遊ぶ約束をしていても、当日になって『彼に誘われたから』って、ドタキャンしたりするんです」

　競うように話す二人を前に、私は苦笑しながら相槌をうつ。

　はじめての彼氏に浮かれてしまう優子さんの心情は分からないでもないが、友人たちの気持ちのほうに共感してしまった。

「その彼のことですが」

　それまで横で顎に手を当てて黙って話を聞いていたホームズさんが、テーブルの上で両手を組み合わせて二人を見据える。

　二人は急に我に返った様子で、ホームズさんに視線を移す。

「お二人は、優子さんと彼がどういういきさつで交際に至ったかは、ご存じですか？」

　経緯は、私たちも小松さんから聞いている。

　それでも、二人の口から直接聞きたかったのだろう。

　ホームズさんの質問に、二人は身を乗り出す勢いで頷いた。

「知ってます。っていうか、現場にいました」

「現場に？」

「中等部三年の時、下校時間に、校門前に白いポルシェが停まってて、みんなで『なんやろ』って見てたら、車から優子の彼が降りてきたんです」

「そやそや、花と色紙を持って、『雑誌を見てファンになりました。サインください』って。カッコいいし、優子は真っ赤になって立ち尽くし、みんな『まるでドラマみたいや』って盛り上がって。それから連絡先交換して、すぐ付き合うことになったんだよね」

　二人は嬉々として話し、

「今日、家頭さんがジャガーから降りてきた時、その時のことを思い出したよね」

「そうそう、『第二の優子になるのかも』ってドキドキした」

　そう続けられて、ホームズさんは弱ったように苦笑する。

「それは失礼しました。あれは僕の車ではなく、優子さんの彼とは違って僕はお金持ちではないのですが。お二人が彼をお金持ちだと思ったのは、車がポルシェだったからですか？」

　あらためて問われて、二人は考え込むように天井を仰ぐ。

「それは……優子自身も『彼はお金持ちで』って言ってましたし」

「そうそう、彼にケリーバッグをプレゼントしてもらったって、わざわざ学校に持ってきたこともあるんですよ」

　話を聞きながら、私は圧倒されていた。

　大学生がスーツを着て、外車を乗り回し、読者モデルをやっている中学生に会いに行って交際し、高級ブランドバッグをプレゼントするなんて……。

　優子さんや彼女たちの視点から見たならば、ドラマのような夢物語かもしれないけれど、傍はたから見たら空恐ろしさを感じる。

　現に大学院生のホームズさんが、高校三年生の私と交際するだけで、世間的にはロリコンのように見られてしまうくらいだというのに。

　その大学生には、中学生との交際に躊ちゅう躇ちょする気持ちはなかったのだろうか？

　欲しいものはなんでも手に入れたい、お金持ちのわがまま坊ちゃんなのだろうか？

「……優子さんが家出をする前、何か聞いてましたか？」

　そう尋ねたホームズさんに、二人はバツが悪そうに首を振る。

「実は私たちみんな、優子とは距離を置いてて。もう会話もしてなかったんです」

「『私たちみんな』というのは、あなた方だけではなく、クラス中の生徒から距離を置かれていたということでしょうか」

　突っ込んで尋ねたホームズさんに、二人は躊躇ためらいがちに頷く。

　それはつまり、優子さんはクラスで孤立してしまっていたということだ。

「優子さんが家出をして学校に来なくなったのを知って、お二人はどう思われましたか？」

　その質問に二人は、「どう……って」と微かに首を捻る。

「驚きましたか？」

「驚きはしましたけど、でも、言うほど驚かなかったです」

「優子がお母さんと上手くいってないのも聞いてたし、学校も居づらそうだったし、意外には思わなかったというか」

　二人の言葉に、ホームズさんは「なるほど」と相槌をうつ。

「いや、今日はありがとうございました。もし良かったら、これで参考書でも買ってください」とホームズさんは図書カードが入った封筒を差し出した。

　二人は「わあ」と嬉しそうな声を上げ、「こちらこそ、ケーキご馳走様でした」と頭を下げて、店を出ていく。

　今の話に収穫があったのかなかったのか分からないまま、私は二人の背中を見送っていた。

　二人の姿が見えなくなり、ホームズさんは頬ほお杖づえをついた。

「……二人とも、優子さんの彼氏をよく知っているようで、名前も知らなかったんですよ」

　息を吐くように言ったホームズさんに、「下の名前もですか？」と私は首を傾げる。

　友人たちが嫌になるほどに彼の自慢をしていたというのに、名前を知らないなんて意外だ。

「はい、優子さんは彼のことを『ピロくん』と呼んでいたそうで、友人たちは、ピロくんの本名を知らないそうです」

「ピロくんということは、ヒロがつく名前でしょうか」

「ええ、友人たちも葵さんと同じように『彼氏はきっとヒロのつく名前』と思うだけで、さして疑問に思っていなかったようです」

「思えば私も、香織とホームズさんのことを話すとき、『ホームズさん』と言ってますしね」

　香織は元々ホームズさんの本名を知っているけれど、もし知らなかったら、そのままで終わっているのかもしれない。

「……僕のいないところで、香織さんと僕の話をしてくださっているんですね」

　ぽつりと零された言葉に、私はためらいがちに頷く。

「そ、それはもちろん、しますよ。前からいろんな話はしてますけど、今やその……彼氏ですもん」

　顔から火が出そうに熱く、目を合わせられずに口をもごもごさせてしまう。

「なんだか嬉しいですね」

　ホームズさんは口許に手を当てている。ほんのり頬が紅潮しているようにも見えた。

「そ、そんな特別な話をしているわけじゃないんですが」と二人でもじもじしていると、

「……なぁ、俺は座っていいのか？」

　小松さんが、とても冷ややかな顔で見下ろしていた。

「これは失礼いたしました、どうぞおかけください」

　瞬時に切り替えた様子で、にこりと微笑んで言うホームズさんに、小松さんはカップを手に面白くなさそうな顔をしながら対面に腰を下ろす。

　座るなり、わずかに残っていたコーヒーをグイッと一気飲みし、大きく息をついた。

「娘を悪く言っている言葉が、これほど堪こたえるとは思わなかったよ」

「そうでしょうね。いっそ自分のことを言われているほうが、ずっとマシだと思ったことでしょう。つらかったですね」

　ホームズさんは、そう言って労ねぎらいの眼差しを向けた。

「……サンキュー、まさかあんちゃんに慰めてもらえると思わなかったよ」

「大切な人のことを悪く言われるのは、堪えるものだと思います。それで、小松さん自身、あの二人の話を聞いて、どう思われましたか？」

　小松さんは背もたれにどっかりと身を預けて、天井を仰いだ。

「まぁ、反論もできねぇ、って感じだな。俺は娘と一緒に過ごしてきたわけじゃないけど、十分想像がついた。娘は女房に似て、勝ち気で負けず嫌い。そして、ステータスを求める傾向にある」

「ステータス……」

「知名度とか、そういうのに弱いんだよ」

　小松さんは自嘲的に笑って、頭をくしゃくしゃとかいて、気を取り直した様子で眼差しを強くする。

「で、あんちゃんの見解は？」

「……奇妙だと感じました」

「奇妙？」と小松さんは声を裏返す。

「大学生の男が、ある少女と交際したいと狙いを定めた時、堂々と校門で待ち伏せするものでしょうか？　ポルシェに乗って、花束と色紙を持っていくなんて、まるで少女マンガのワンシーンのようです」

　そう言うホームズさんに、私も「たしかに」と頷いた。

「そこまで堂々としているかと思えば、その後、あの友人たちはその彼を見たことがないそうです。つまり見たのは初めの一回限り。そして、いくら高価なバッグをプレゼントしようと思ったからと言って、数あるブランドの中から、中学生にケリーバッグなんてプレゼントしますかね。あまりにも分かりやすく『価格が高いもの』という感じがしてなりません。なんていうか、どうにも『想い』が感じられない。高級車から出てきた金持ちのイケメンとのエピソードは、あまりに稚ち拙せつで分かりやすすぎて、まるで優子さんの描くシナリオ通りに動いているのではないかと、思わされるほどです」

　顎に手を当てながら独り言のように見解を口にするホームズさんに、小松さんが顔色を変えた。

「って、なんだそれ。まるで優子が知り合ったモデル男に、演出をお願いしたとでも？」

「そうは言いませんよ。ですが、そのくらいの不自然さを感じるんです。ですが小松さんの言う通り、優子さんがモデル男を操っているくらいしたたかならば、ある意味問題はないんでしょうがね……」

　そう、すべてが優子さんの自作自演のシナリオならば、よほどのトラブルがない限り、彼女は無事に違いない。

「まぁ、そうだとしても、男を操って喜んでいる生意気な若い女の子の鼻をへし折ってやりたくなる輩は多いものですから、心配ではありますが」とホームズさんは付け加える。

「お前は、優子の自作自演だと思ってるのか？」

　低い声で問う小松さんに、ホームズさんは眉根を寄せて腕を組んだ。

「可能性はゼロではないとは思います」

　それはつまり、『周りに自慢したい』と知り合いにお願いをし、男とは一連のことを通して本当に親しくなるも、クラスで孤立してしまい、何もかも嫌になってしまって家出。

　……そういうことなんだろうか？　と私も首を捻る。

「ですが、それも断言できません。何よりもう少し情報が欲しいですね。モデル事務所でいろいろ聞けたら、もう少し分かるかもしれません」

　真剣な眼差しを見せるホームズさんに、小松さんは「あ、ああ」と頷く。

　放心した様子を見せている小松さんに、ホームズさんは少し言いにくそうに口を開いた。

「ところで、小松さん。僕のお願いしていたことですが……」

　小松さんは『そうだった』とカバンから茶封筒を取り、

「まだ、途中で悪いんだけどな」

　そう言って書類をホームズさんに差し出した。

『展示の詳細　・企画名　美しき仏の世界　・会場：北きた城しろ美術館』

　北城美術館とは少し大きめの私設美術館であり、企画展示を行っていることで知られている。

『【コンセプト】　クシャーン朝、ガンダーラ、マトゥラーと１世紀頃からインドにおいて隆盛した仏教美術。仏の世界に美を見出すのは、現代に於いても変わることがありません。今回の展示では、近代作家が手掛けた仏教美術に焦点をあててます』

　コンセプトの下に、企画のスポンサー、展示物と作家名、所有者がずらりと並び、ところどころ印がつけられている。

『作家と作品、所有者一覧』

　・作家　芥あくた川がわ秀しゅう栄えい　作品　風ふう天てんの掛け軸　所有　柳原茂敏

　・作家　片かた平ひら隆たかし　作品　金こん剛ごう力りき士しの彫刻　所有　篠原和彦

　・作家　國くに代しろ豊ゆたか　作品　宮く毘び羅ら大たい将しょうのタペストリー　所有　重しげ森もり篤あつ郎ろう

　・作家　村むら上かみ靖やすし　作品　帝たい釈しゃく天てんの銅製置物　所有　雨あま宮みや九く朗ろう

「この四点が今のところ、紛失してるものだな。他にもいないか確認しているところだけど、みんな『家頭誠司に依頼されて』と言ったら、快く協力してくれたよ」

　書類を指差しながらそう言う小松さん。

　柳原先生に、利休くんの叔父にあたる和彦さん、この二人は知っている。

「重森さんは、祖父も世話になっているお茶の先生です」

　ホームズさんは独り言のように洩らし、「ん？」と目を開いた。

「四人目の雨宮さんは政治家の？　そしてこの企画のスポンサーの一人でもあるんですね」

「ああ、議員さんだな。この企画に結構な数の美術品を貸し出してる」

　その言葉に私は前のめりになって、一覧を確認した。

　雨宮九朗所有の品はたしかに多い。

「雨宮さん所有で、黄金の釈迦像なんてのもあるんだけど、それは盗まれてねぇ。『どうしてあれが』って、狐につままれたような気持ちだって言ってたよ」

「雨宮さんに直接、お話を伺うことができたんですか？」

「本人は今東京で、秘書と話せただけだ。話したかったら週末、オークラでパーティがあるからぜひ、って言われたよ。よくある、政治家の『資金集めパーティ』ってやつだな」

　吐き捨てるように言う小松さんに、ホームズさんは眼差しを鋭くさせる。

「……そうですか。それはぜひ、直接お話を聞きたいですね」

「えっ、なんだよ、パーティに出席するのか？」

「ええ、もちろん。ただの資金集めパーティなら、申し込んだなら割と簡単に参加できるでしょう。小松さん、あなたも参加してくださいね」

「俺も？　俺はいいよ。お前と嬢ちゃん、二人で参加しろ」

　小松さんは、ぶんぶんと首を振る。

「ええ、もちろん、葵さんにも参加していただきたいのですが、今回は互いの仕事を協力する約束ですよ。参加費用はこちらで持ちますし」

　ホームズさんの優しい圧力に、小松さんは「分かったよ」と肩をすくめた。

「え、あの、私も政治家のパーティに参加するんですか？」

　それまで他人事のように話を聞いていた私は目を丸くして、自分を指差す。

　政治家のパーティなんて堅苦しそうだし、場違いも甚はなはだしく、気が進まない。

「男二人で参加するより、ずっと雰囲気も良くなるでしょうし、葵さんさえ良ければ参加していただけると嬉しいです。何より、あなたが一緒だと嬉しいです」

　悪びれもせずにそう言って微笑むホームズさんの顔を間近に見てしまっては、何も言えなくなる。

「は、はい、分かりました」

　私は頬を熱くさせながら、降参状態で頷いた。
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　その後、ホームズさんと小松さんは、優子さんが読者モデルとして登録している事務所に話を聞きに行き、私は自転車でそのまま家に戻った。

　丸まる太た町まち通を御所の壁に沿って東へと走り、河原かわら町まち通に出たところで北上する。

　河原町通には、老舗の洋食店や洋菓子店が多い。

　日暮れの空の下、点在する小さな店舗の明かりがとても柔らかく、走りながら横目で見て頬が緩む。

　出で町まち柳やなぎまで来ると、豆まめ餅もちで有名な『ふたば』の店先は、今も列をなしていた。

『出町桝ます形がた商店街』の入口が見えたところで、私は自転車から降りて、バッグからスマホを取り出し、母に電話をする。

『葵、どうしたの？』

　少しの発信音の後、母の声が電話の向こうから届いた。

「今、商店街の入口なんだけど、何か買って帰るものある？」

『今日は早いんだね。バイトじゃなかったの？』

「……うん、まぁ」

　ホームズさんにお願いされて、聞き込みに同行はしたけれど、バイトではない。

『それならちょうど良かった。キャベツと卵とハムと牛乳をお願い』

「思ったよりも、結構あるんだね。分かった」

　スマホを再びバッグに入れて、自転車を押しながら、入口に『桝形』という大きな看板がある商店街の中に入る。

　カラフルな三角の旗やのぼりがアーケードを飾っている。目立つところに『今日も元気だ』という看板が掲げられていて、それを見るといつも口許が綻ぶ。

　寺町三条付近の商店街よりずっと道が狭く小規模で、地域性の感じられるアーケードだ。

　洋品店、和菓子屋、ドーナツ屋、果物店と軒を連ねる中、よく立ち寄るスーパーがある。

　駐輪を許されている場所に自転車を置いて、スーパーに入った。

　店先の野菜の安さには、主婦じゃなくても、いつも驚かされる。

　このトマト、真っ赤で美味しそうな上、とてつもなく安い。

　頼まれていないけれどトマトも買い物かごに入れて、その後は言われた通りキャベツやハムに卵、牛乳、そして勉強しながらつまみたいお菓子を買い込み、スーパーを出た。




「――ただいまー」

　家に帰り、リビングの扉を開けて声を上げると、キッチンに立っていた母が振り返って笑顔を見せた。

「お帰りなさい」

「これ買ってきたもの。トマトも安かったから買ってきちゃった。着替えたら手伝うね」と、ダイニングテーブルにエコバッグを置くと、

「あら、ありがとう。清貴くんとお付き合いがスタートしてから、急に、熱心に夕食作りを手伝ってくれるようになったわよね」

　ふふふ、と笑う母に、カーッと頬が熱くなる。

　するとソファーでゲームをしていた弟の睦む月つきが、「ホームズさんのために、料理のできる女になるの？」と声を上げた。

「も、もう、うるさいなぁ」と、気恥ずかしさから私は顔を背ける。

　そう、ホームズさんと交際を始めたことは、親も知っている。

　というか、想いが通じ合ってすぐに、ホームズさんは家に挨あい拶さつに来てくれた。

『あらためて、葵さんとお付き合いさせていただくことになりました。葵さんがまだ十八歳未満であること、そして受験生であることを十分念頭に置き、節度のある交際をと思っております。どうぞよろしくお願いいたします』

　そう言って深く頭を下げてくれたホームズさんに、

『は、はぁ、まぁ、こちらこそ、ふつつかな娘ですが』

　母は目を泳がせながら頭を下げ返し、隣に座る父が苦笑して肩をすくめた。

『おい、別に結婚の挨拶じゃないんだから。でも、まぁ、こうしてちゃんと挨拶に来てくれたことは嬉しいし、本当に節度のあるお付き合いを頼むよ』と優しく言い、続いて祖母が『えらい、男前やねぇ』と洩らし、その後はふんわりと打ち解けたムードになった。

　そんなわけで、おかげで一応、今や親も公認の付き合いとなっている。

「料理のできる女もいいけど、今の葵は受験勉強をがんばらなきゃね」

　母にすかさず釘を刺されて、私は肩をすくめた。

「本当だね」

　私もいよいよ、受験生だ。

　最近、ホームズさんが本格的に勉強を教えてくれているおかげで、今のところ予備校に行かずに済んでいる。

「それで、あんたは結局、進学希望はどこなの？　先生と相談したんでしょう？」

　振り返って尋ねる母に、私は冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出して飲みながら、「うん」と頷いて、口を拭う。

「ちょうど今日、相談してきたの。そしたら、先生が京都府大はどうだって」

「葵はどう思ったの？」

「府大では、学芸員の資格も取れるんだって」

「学芸員って、美術館や博物館に必要な資格よね？」

「そう。私、『蔵』で働いていて、美術や芸術に携わる仕事ができればと思い始めていてね。できれば、学芸員の資格を取りたいって。ホームズさんも府大在学中にその資格を取ったみたいで、府大に進学したいって気持ちになってる」

「葵がそれでいいと思ったなら、お母さんもそれでいいと思うよ。だけど、あまりストレスを溜めちゃ駄目よ。ニュースのあの子みたいになっちゃったらって」

　頬に手を当ててハーッと息をつく母に、私は首を傾けた。

「ニュースのあの子って？」

　すると睦月が身を乗り出す。

「さっきニュースでやってたんだよ。京都市内の偏差値の高い超有名私立高校の男子生徒が、大たい麻ま所持で捕まったんだって。『受験のストレスから』って言ってたって」

　そう聞いても、あまりに自分に関わりのないことで、「はあ」といった間抜けな声しか出ない。

「私がストレス溜めたところで、そんな危ないものに手を出したりしないよ」

　受験のストレスから良からぬものに手を出しては困る、と母が懸念しているのを察さっして、私は苦笑する。

「でもね、ニュースの子も『決してそんなことはしない子』だと思われていたそうだから。一応、ね」

「う、うん。私がストレスを溜めたら、そんな危ないものよりケーキに走るから、大丈夫」

　顔を引きつらせながら言うと、

「姉ちゃん、デフデブになったらホームズさんに嫌われるぞー」

　背後でそう声を上げる睦月に、さらに私の頬は引きつった。




「――さて、と」

　夕食と入浴を終えて私は二階の部屋に入り、すぐに机について勉強道具を出した。

　ちらりと時計を見ると、八時半。今からなら、とりあえず二時間勉強できる。

　最初の一時間で宿題を済ませて、その後予習に入り、時刻が十時半を過ぎたころ、机の上のスマホがブルルと鳴動した。

　私は弾かれたように顔を上げて、すぐにスマホを手に取り、耳に当てる。

「は、はい」

『こんばんは、葵さん』

　電話の向こうから聞こえてくるホームズさんの声に、顔が緩む。

「こ、こんばんは」

『では、今日の分からないところ、突っかかってしまったところはありますか？』

「あ、はい。まずは、数学の……」

　私はノートを開き、『ホームズさんに聞くところ』と印がついている箇所を確認する。

　毎晩十時半に、互いに特別な用事がない限り、ホームズさんは電話をくれて勉強を教えてくれる。

　その際に、『それまでに勉強をしておいて、僕への質問をまとめておいてください』という指示が出されていた。おかげで十時半までに、しっかり予習する癖がついた。

「あ、なるほど。こうしたら良いわけですね」

『ええ、そうです。今覚えたことを忘れずに、何度も同じタイプの問題を解いて、脳に叩き込んでくださいね。数学は反復練習ですよ』

「はい」

　そうして、勉強タイムを終えると、ほんの少しお喋しゃべりをして、電話を切るのがいつもの流れだ。

「そういえば、ホームズさん、モデル事務所の聞き込みはどうでした？」

　勉強の質問も一段落し、気になっていたことを尋ねると、ホームズさんは『そうですね』と言う。その声色から、電話の向こうで苦笑している姿が浮かんだ。

　思ったほど、収穫がなかったんだろうか。

『モデル事務所の人は、優子さんに彼氏がいることも知らなかったようで』

「えっ、そうなんですか」

『優子さんとしては、読者モデルとはいえ一応芸能活動しているプロ意識があったようで、彼氏がいるというのを知られるのはまずいと思っていたようです。そのことを踏まえると、彼女は読者モデルにとどまらず、もっともっと有名になりたかったと感じられたのですが』

　私は、なるほど、と相槌をうつ。

『母親への愚ぐ痴ちはよく洩らしていたようです。「どんなに勉強をがんばっても、ちっとも褒めてくれないけど、雑誌に載ると喜んでくれる」といったことをよく言っていたとか。あと、「早く家を出たい」とも言っていたようです』

「……そうですか」

『ですが、少し気になる話も耳にしました』

「気になる話？」

『そのモデル事務所は、優子さんが載っていた雑誌、つまり関西ローカルの十代向け雑誌と提携していまして、紙面を飾る関西在住の学生読者モデルの確保というか登録をしているわけです。優子さんもその一人で』

「はい」

『雑誌には許される場合、学校名も出すそうなんです。たとえば葵さんでしたら「府立大木高校の真城葵」という感じで。偏差値の高い学校の綺麗な子が載ることも、人気のひとつだとか』

「……分かる気がします」

　私は話を聞きながら、うんうん、と頷く。

『どうも偏差値の高い学生の間で、良からぬものが出回っているようで、神経を尖とがらせていると。優子さんの家出もそうしたことに関わっていないと良いけれど、と仰おっしゃっていました』

　低い声で告げたホームズさんに、私はごくりと息を呑んだ。

「……もしかして、大麻、ですか？」

『葵さんの学校でも、そうしたものが？』

　ホームズさんの声色が変わった。

「い、いえ、そんなんじゃないです。実は今日の夕方のニュースで流れていたようで……」

　私は、母から聞いたことをそのままホームズさんに話した。

『……そうですか。話に聞くと、学生たちは、それほどの罪悪感なく所持をしていて、発覚してようやく、事の重大さに気付くようなんです』

「ど、どうしてですか？」

　標準偏差値の私にだって、それがどれほど恐ろしいものか分かっているというのに。

『口を揃えて、「ある国では合法だ」とか、「言われているほど体に悪いものではない」といったことを言うそうなんです』

　ホームズさんの言葉に、ぞくりと背筋が寒くなった。

『その大麻ですが、「リーフ」や「ハーブ」と聞こえの良い通称で呼ばれているようです。もし、葵さんも校内でその名を耳にしたら、注意してください』

　はい、と、私は思わず姿勢を正した。

「気を付けます。そして何か情報がつかめるようでしたら……」

　そう言いかけると、ホームズさんは『いえ』と遮さえぎった。

『大麻の件ですが、葵さんはタッチしないでください。絶対に自ら危険なことに首を突っ込んだりしないでください。いいですね』

　念を押すように強い口調で言う。

「はい」

　素直に頷いた私に、ホームズさんが電話の向こうでホッと息をついたのが分かる。

『大麻が入口でさらに恐ろしい薬物につながっている場合もあります。この機会に話しておきますが、どんなに親しい人間、たとえ僕でも薬物依存症になったら、全力でその人から逃げてください。自分が立ち直らせてみせるなどと思ってはいけません、それは無理な話ですから』

「無理、なんですか？」戸惑いの声を上げた私に、ホームズさんが『ええ』と頷く。

『よく、夫が薬物で捕まると、その妻も薬物に冒おかされていて、聞くと夫に勧められて始めたという話があるでしょう？　あれに対して疑問に思ったことはありませんか？　なぜ、身内まで巻き込むのだろうと』

「は、はい、あります」たしかに思ったことがある。

　自分が依存するならさておき、どうして愛する女性にまで、薬を勧めるのかと。

『薬物に依存するというのは、何よりも脳が支配されるんです。脳が薬物を欲するため、優先順位のすべてが薬物になるんですよ。人には、家族だったり仕事だったりお金だったり、いろいろ大切なものがあり、その優先順位というものがありますが、それらを蹴け落おとして薬物がトップに立ちます。そのため一番大切なものが薬物、次に薬物をくれる友人だったり、薬物を許してくれる恋人、一緒に薬物を使って性行為してくれる相手、また薬物をできる場所、薬物を買えるお金、となるわけです。こんな状態になっている人に、「愛や真心」、「誠心誠意」は伝わりません。もう普通ではないんです。そういう病気になっていますし、薬物のためならどんな嘘でもつきます。ですから、いいですね。絶対に近寄ってはいけないんです』

　ホームズさんの説明に、私は恐ろしさに圧倒されながら頷く。

「はい。でも、ホームズさん、詳しいというか、とても実感がこもっていて驚きました」

『……美術界に携わっていると、芸術家とも多く知り合います。アーティストは繊細な人間も多くて、時に薬物に逃げてしまう人もいるので、その恐ろしさを目の当たりにしたことがありまして』

「……そうでしたか」

『辛しん気き臭くさい話をすみません。葵さんは引き続き勉強ですよね』気分を変えるべく、あえて明るい口調で言うホームズさんに、私は「あ、はい」と相槌をうつ。

『あまり無理をなさらず、がんばってくださいね』

「はい、ありがとうございます」

『ほな、おやすみ、葵』

　最後に耳元で囁くかのように言われて、顔が熱くなる。

　おやすみなさい、と言って、私は電話を切った。
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　ホームズさんに釘くぎを刺されたことで、私は大麻について積極的に調べるつもりはなかったけれど、つい『リーフ』や『ハーブ』という単語に敏感になってしまっていた。

　何より、偏差値の高い有名高校の生徒が大麻所持で逮捕されたというニュースは、市内の高校に衝撃を与えたようで、急きゅう遽きょ全校集会まで開かれた。

「前に市内の不良少年が所持していて問題になったことはあるんだけど、その時はさほど騒ぎにならへんかったんやで」

　と、昼休憩の時間、香織は息をつく。

「やっぱり、進学校の生徒となると扱いも違うんだね」

「しかも、その進学校で学年トップの子やって」

「トップ…」と私の声が裏返る。

「……そやから、『ストレスで』なんやろうね」

　しみじみと言う香織に、私も意外に思った反面、妙に納得して相槌をうった。

「でも、高校生がどういうルートで手に入れるんだろうね」

「その辺りは、警察がすぐに調べるよ。京都府警は優秀やし」

「……うん」

　それにしても、最近周囲に奇妙なことが起こっているな、と私は眉を寄せる。

　思えば美術品泥棒の件もあったんだ。土曜日に被害者の一人である雨宮九朗という政治家のパーティに同席させてもらうことにまでなったし……。

　そこまで思い、私は『そういえば』と顔を上げる。

「香織は、政治家のパーティに出席したことはある？」

「うーん、市内の議員さんのパーティになら、親に連れられて参加したことがあったかな」

　香織は、どうだっただろうと、首を捻る。

「今度、ホームズさんの付き添いで政治家のパーティに参加しなきゃいけなくて。どんな格好で行ったらいいと思う？」

　すがるような気持ちで問うと、香織は目をぱちりと開いた。

「ホームズさんって、議員さんのパーティに参加したりするんやね」

「たまたまの話で。あの美術品泥棒の件で、その議員さんが被害者の一人なの。それで話を伺うのに」

　そう言うと、香織は納得したように頷く。

「上品なワンピースとかでええと思うよ？　ほら、オーナーの誕生日パーティの時に着てたのでええやん」

「ああ、あの時の」

　あの時、オーナーの彼女である好江さんが用意してくれたワンピースを着た。

　そのワンピースは、『葵ちゃんにプレゼント』と譲ってもらえたのだけど、それをそのまま着ていくのは、どうにも気が引ける。

　要するに、ああした感じのワンピースでいいわけだ。

『蔵』でバイトするようになってから、華やかな場に出ることも多くなり、バイト代でそうした場面で恥ずかしくないワンピースやツーピースを少しだけれど買っていた。

　そのうちのどれかを着ていくことにしよう。

　そう思い、私は、うん、と頷いた。
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　そうして、土曜日。

　雨宮議員のパーティは、夕方六時から京都ホテルオークラで開かれるということで、それまで私は『蔵』で過ごすことにした。

　過ごすといっても、バイトではなく勉強だ。

　カウンターの端を借りて、黙々と勉強をするのだけど、これがなかなかはかどる。

　邪魔にならないジャズの音、遠くで聴きこえる喧けん噪そうが意外に心地良い。

　ホームズさんは私の手が止まると、「ここ、見落としていますよ」と、さりげなくアドバイスをしてくれる。

　午後四時、柱時計が四回音を立てたところで、私は上体を起こして、腕を伸ばした。

　するとホームズさんが、「お疲れ様です」と目の前にコーヒーを置いてくれる。

「なかなか、集中されていましたね」

　にこりと微笑むホームズさんに、私は照れながら頷いた。

「コーヒー、ありがとうございます。ここで勉強するって、意外にはかどりまして」

「僕も高校時代、店番を兼ねて、よくここで勉強していましたよ」

「そうなんですね」

　高校生の頃のホームズさんは、どんな感じだったのだろう、なんて考える。

　ホームズさんは、高校生の頃からこんなふうに背が高かったのだろうか。

　コーヒーを飲みながら、ホームズさんを見上げていると、

「そんな上目遣いで僕を見ないでください。ドキドキします」

　ホームズさんが私を見て、ふっ、と口許を綻ばせる。

　ド、ドキドキって！　気恥ずかしさに慌てて目を伏せると、

「ドキドキはさておきまして、もしかして、何かついてましたか？」

　ホームズさんは髪に埃でもついていたのかと、手で払う。

「いえ、そんなんじゃなくて。高校生だった頃のホームズさんってどんな感じだったのだろうと思いまして」

　そう言うと、ホームズさんは、そうでしたか、と小さく笑う。

「あまり変わりませんよ。今より少し背が低くて、髪がもう少し短かったですね」

「髪が？」

「進学校だったので、今のように少し長めの前髪とかは、うるさく注意されたんです」

　私は話を聞きながら、へぇ、と洩らす。

「ああ、そうだ。その頃の写真がありますよ」

「わっ、見たいです」

「アルバム類は、人に見せることがあるので、この店に置いたままにしていまして」

　ホームズさんは引き出しを開けて、フォトアルバムを取り出した。

　どうぞ、と差し出すホームズさんに、私はわくわくしながらフォトアルバムを受け取る。

「ホームズさんの修学旅行先って、どこだったんですか？」

「見たら分かりますよ」ふふふ、と笑うホームズさん。

　ぱらりとページをめくると、今よりも前髪が短く、どこかあどけなさが残るホームズさんが、白いふわふわの羊を抱っこし、屈託のない笑みを見せている写真が目に飛び込む。

　その姿に、いろんな意味で撃ち抜かれてカウンターに突っ伏しそうになった。

「か、可愛いです」

「可愛いでしょう。修学旅行先が北海道でしてね。十と勝かちの牧場の羊で、抱っこさせてもらえたんですよ」

　懐かしげに言うホームズさんに、私は苦笑する。

　違うんです。羊じゃなくてホームズさんが可愛いのです。

　いや、羊ももちろん可愛いのだけど。

　なんだろう、このあざといくらいの可愛らしさは！

　とはいえ、利休くんのように狙って可愛さを演出しているようにも見えない。

　他にも、友人とともに、牧草ロールの前に座って笑顔を見せていたりするホームズさんが本当に可愛らしい。なんていうか、今のように裏側を感じさせない、まっすぐな男の子に見える。

「……この頃から、腹黒かったんですか？」

「まぁ、多少は。ですが、今ほどではないですよ。随分純粋だった気がします。って、葵さん、相変わらず軽く酷ひどいですね」

　ぷっ、と笑うホームズさんに、私は慌てて顔を上げる。

「あ、すみません。あまりに眩まぶしい笑顔に驚きまして」

「高校二年生の頃で、まだ失恋も経験してない子どもでしたしね」

「ああ、なるほど」

　この後、この少年ははじめて付き合った彼女を他の男に寝取られるという経験をし、少し擦すれてしまうわけだ。純粋であればあるほど、衝撃は大きかったのかもしれない。

　今さらだけど、本当につらい思いをしたのだろう。

　それはそうだ。私だって元彼と親友が付き合って、大きなショックを受けた。

「ああ、そんな顔なさらないでください。今になっては、あの失恋は良かったことだと思っていますし」

　表情から私の気持ちを察したのだろう、少し申し訳なさそうに言うホームズさんに、私は躊躇いながら目を合わせる。

「……良かったことだと思っているんですか？」

「ええ、この写真を見ても分かると思いますが、この頃の僕は頭でっかちなだけで、多少の苦労はしているものの、祖父や父やその仲間たちに守られて甘やかされて育ったお坊ちゃんでしたからね。持ち前の鋭さから、人の裏表を察知してはきましたが、どこか他人事でしたし、『自分はこんなに敏さといのだから人に裏切られることはないだろうし、阻そ止しできる』と信じていました。そんな中、『自分の彼女が他の男に寝取られる』という、自分にとって最大の屈辱であり、プライドから何からすべてを壊される出来事が起こったわけで、殻を破ることができたように思えます」

　ホームズさんは、まるで他人のことのように愉しげに言う。

　本当に過去を吹っ切ることができたんだ、と心から思った。

　良かった、と安あん堵どして相槌をうっていると、

「ですが、同じことを繰り返すつもりはありません」

　ホームズさんはスッと手を伸ばして、私の手をギュッと握る。

「……葵」

　ドキン、と心臓が跳ねる中、「は、はい」と見詰め返す。

「浮気はせんといて」

　しっかりと目を見詰められてそう言うホームズさんに、呼吸が止まりそうになる。

「し、しませんよ」

「ほんま？」

「はい」

「すごいイケメンが、壁ドンしてきても？」

　そう問うホームズさんに、思わず吹き出した。

「突き飛ばします」笑いながらそう答えると、「なんや想像つく」とホームズさんもクックと笑う。

　その時、『カラン』とドアベルが鳴り、小松さんが姿を現した。

「ああ、小松さん、お待ちしておりました」

　小松さんは、「おう」と手を上げる。

　どうやら、パーティに行く前に、店に来るよう約束していたようだ。

　ホームズさんは、小松さんの姿を上から下まで見て、目を細める。

　明らかにクリーニングに出していない、アイロンすらかけていないワイシャツに、同じように皺になっているスーツ。

「……悪い予感は当たりましたね」

　ホームズさんは彼の姿を見るなり、独り言のように洩らす。

「悪い予感？　ああ、この格好か？　別に政治家の資金集めのパーティなんざ、ネクタイさえしときゃいいだろ」

　小松さんは悪びれもせずに、カウンター前の椅子に腰を下ろした。

「……あなたは、前職もスーツを着る仕事ではなかったんですね」

　ホームズさんは顎の前で手を組んで、小松さんの目を見た。

「あ……ああ、まぁな」

「なおかつ、スーツを着なくても、評価される仕事だった。それがゆえに、スーツに重きを置いていない。ですが、体付きと言動から、ブルーカラーとは思えません。退職後に『探偵職』についたことを考えると、調べることに長たけていた。とすると……」

　そこまで言ったホームズさんに、小松さんの顔色が変わる。

「や、やめろ。人の過去を探るな。ったく、やっぱり恐ろしいあんちゃんだな」

　それはもう、正解だと言っているようなものだ。

「前職のあなたは、そんなよれたスーツを着ていても、誰にも馬鹿にされず、尊敬される仕事ぶりだったのでしょう。それなりの実績と肩書があった」

「だから、やめろって！」

「ですが、今は違います」

　ピシャリと言い切ったホームズさんに、小松さんは眉間に皺を寄せる。

「今回のパーティの席では、できるだけ舐なめられたくはありません」

「それじゃあ、どうしろってよ。いいスーツなんて持ってねぇよ」

　小松さんはそう吐き捨てて、腕を組む。

「ええ、ですから、予感がしていたので、事前に用意しておきました」

　ホームズさんの言葉に、小松さんは「用意？」と顔をしかめる。

「あなたの背格好は、とても上田さんに近い。ああ、上田さんというのは、僕の親戚のような存在なのですが、なかなかセンスが良くて、いいスーツを持っているのでお借りしていました」

　ホームズさんは、給湯室から黒い衣装カバーを持って、出てきた。

「こちらに着替えてください」

　カウンターの上にそっと置かれた衣装カバーに、小松さんは面倒くさそうに舌打ちした。

「今日のパーティですが、祖父に聞いたところ、今夜は市内のさまざまな方が集まるそうです。もしかしたら、娘さんの手がかりだってつかめるかもしれません。お願いします」

　そう続けたホームズさんに、彼は不本意そうに顔を背けながらも、「分かったよ」と頷く。

　ホームズさんは、「良かった」と微笑み、

「葵さん、そろそろ準備をするので、店仕舞いの支度をして、あなたも着替えてください」

　と、私に顔を向ける。

「あ、はい」

　私は参考書を閉じて、すぐに立ち上がった。

「小松さん、ワイシャツは借りていませんので、アイロンをかけます。脱いでください」

「へっ？」

　ホームズさんはまた裏に手を伸ばして、今度はアイロンとアイロン台を取り出す。

「な、なんで、店にアイロンがあるんだよ!?」

「……祖父は身だしなみがしっかりしているのですが、父がなかなかズボラでして、急に取材が入った時など、僕がここでアイロンをかけることがあるんです」

　その姿は、私も見たことがあった。

　ホームズさんにアイロンをかけてもらい、『すまないね、清貴』とバツが悪そうに肩をすくめる店長の姿は、私にとって珍しい光景ではなくなっていた。

　そしてホームズさんは時に、店長の靴を磨き、その靴の紐にまでアイロンをかけている。

「スーツはよれよれですが、靴はなかなか立派でホッとしました。あなたの靴を磨く覚悟もしていましたので」

　ホームズさんは小松さんのワイシャツにアイロンをかけながら、くすりと笑う。

「……革靴は滅多に履かねぇから綺麗なままなんだよ。しかし、お前の嫁さんになる人は、大変そうだな」

「どうしてですか？」

「あんたより、キチッとしてなきゃなんねぇんだろ」

　その言葉にホームズさんは、「まさか」と笑う。

「まさか？」

「僕は、他の人に自分と同じようにしてもらうことなんて、微み塵じんも望んでいないです」

　私は、店の看板をしまった後、その見事な手際を前に、『良かった、同じようにできることを求められてなくて』と、胸を撫で下ろすような気持ちで眺めていた。

　やがてワイシャツは、まるでクリーニングから返ってきたような仕上がりになり、ホームズさんは満足そうに頷いて、「どうぞ」と小松さんに返した。

「では、着替えましょうか。葵さんはどうぞ二階で。僕はここで着替えますので、小松さんは給湯室の奥を使ってください」

「お、おう」と頷く小松さん。

　すっかりホームズさんのペースに巻き込まれて、戸惑っているようだ。

　私はいそいそと二階に上がり、さらに奥のスペースに入って、カーテンを閉める。

　すでに用意してあるハンガーに掛かったワンピースを手に取った。

　政治家のパーティがどんな雰囲気のパーティか分からないけれど、雨宮議員のパーティはなかなか華やかという話なので、淡い花はな水みず木き色のワンピースを用意した。

　色は明るいもののデザインはシンプルで、シルエットがとても綺麗なタイプ。

　アクセサリーは大きめの一粒パールがアクセントとなった、ネックレス。

　髪をアップにして、普段はしない化粧を薄くして、ほんのり唇に色を付ける。

　背伸びしているようで気恥ずかしいけれど、もう十八歳も目前となり、こうした化粧も少しずつ馴な染じむようになったと思う。

　今の自分なら、もしかしたら女子大生にも見えるかもしれない。

　全身鏡で姿を確認しながら、そんなふうに思って、急に襲おそってくる照れくささに苦笑した。

　紙袋から黒いパンプスを取り出して、足を滑り込ませる。

　まだ慣れないから、ヒールはさほど高くはない。

　準備を終えた私は、ドキドキしながら階段を下りる。

「き、着替えました」

　一階に着くなり最初に目に入ったのは、スーツを着たホームズさんの姿。

　ダークグレーの艶のあるスーツに、藍色のネクタイ、中にはベストを着ていて、とてもスマートだ。顔が映るのではないかと思うほどに磨みがかれた靴。

　ネクタイと同じ色の腕時計も、見るからに高価な雰囲気だ。

　ホームズさんは私を見て、ふわりとまるで花が咲くように微笑んだ。

「葵さん、とても素敵ですね」

「そ、それは、ホームズさんこそです。なんていうか、すごいですね」

「ああ、できるだけ、『金持ちの坊ちゃん風』を心掛けてみたんですが、どうでしょうか」

　と、手を広げるホームズさんに、私は「うんうん」と頷く。

「まさに、そんな感じです」

「ああ、もう、二人きりで出席したらどうだよ」

　給湯室から出てきた小松さんの声に、私はハッとして顔を向けた。

　そこには、チャコールグレーのスーツに、煉れん瓦が色のネクタイという、上田さんのスーツを着た小松さんの姿。

　さっきまでの『しみったれたオヤジ』という雰囲気がなくなり、洗練された、遊び心のある大人の男風になっていて、その変貌に私はあんぐりと口を開いた。

「こ、小松さん、すごく素敵です」

「そうか？」と小松さんは、よく分からないという様子で頭をかく。

「す、すごいですよ。着るものでこんなに変わるなんて」

　つい興奮して言う私に、小松さんは満更でもないような表情を見せた。

「そう、人は身に着けるもので、いくらでも変われるものです。所詮、見た目で判断される世の中、ハッタリが必要な場面では、利用しない手はありません」

　ホームズさんはそう言って、小松さんの少し曲がっていたネクタイを直す。

「お、おう、悪いな」

「いえ。それでは、行きましょうか」

　ホームズさんは私たちを見て、にこりと笑みを見せた。

　私たちは『蔵』を出て、寺町通を北上し、京都ホテルオークラへと向かう。

　フォーマルな私たち三人の姿は、なかなか目立つようで、

「清貴ちゃんに葵ちゃん、おめかししてどこ行くんや」

　洋装品店の店主・美み恵え子こさんをはじめ、商店街の顔馴染みの皆に声をかけられる。

「……あんちゃんが『清貴ちゃん』って呼ばれてるなんて」小松さんが、ぷっと笑う。

「ええ、この界かい隈わいの大人は皆、僕のことを『清貴ちゃん』と呼びます。皆の中での僕は、ランドセルを背負っていた頃のままなのでしょう。成長を見守っていてもらえましたから」

「……そっか。なんだか、『京都』っていうと、冷たいイメージがあったけど、こんなふうにアットホームだったりもするんだな」

　小松さんは遠くを見るような目で、独り言のように洩らした。

　もしかしたら、小松さんが一時期、京都に住んでいた時に、居心地の悪い思いをしたのかもしれない。

「京都の人は、冷たいのではなく、ただ単に警戒心というか、自己防衛心が強いんですよ。その殻を気にせず付き合ってくれる人には、時間をかけて馴染みますし、時に遠慮も躊躇もせずに殻を破ってグイグイ入ってくる輩がいたら、最初拒否はしますが、それでもそれを続けられたら、そのうちに諦めて、親しくなるものです」

　ホームズさんのその言葉から、『遠慮も躊躇もせずに殻を破ってくる輩』は、きっと、秋あき人ひとさんのことだろう、と頬が緩む。

　そうは言っても、秋人さんは京都育ちなのだけど。

　だけど彼の父親が九州出身、母親は関東出身で、京都人という感じはまるでしない。

　ホームズさんの言う通り、京都の人は一定の距離を置いて人と付き合いつつ、慣れていくうちに間合いを詰めていくような気がする。

　そして、そんな距離感を無視して近付いてくる輩に拒否反応を起こしても、それを続けられると、『この人はあかん、こういう人なんや』と諦めて、親しくなりそうだ。

　そんな話をしながら、寺町通を北上する。

　京都ホテルオークラまでは、徒歩圏内だ。アーケードを出ると、すぐに御お池いけ通が見える。

　対面には、石造りの京都市役所。その道路を挟んで東隣にホテルはある。

　私たちはロビーを入って、そのままエレベータへと向かう。

　約一年前、佐さ織おりさんの華道展に来た時のことが思い出される。

「そういえば、葵さん。香織さんと『生クリームアンパン』は食べに行かれたんですか？」

　唐突な質問だったものの、ホームズさんも、その当時のことを思い出したに違いない、と私は微笑んで頷いた。

「ええ、行きました。とっても美味しかったです」

　生クリームアンパンは、この建物ではなく北側の別棟にある。餡あんと生クリームが惜しげもなく詰め込まれた、ずっしりとしたパンを香織と頬張りながら、『美味しいね』と二人で頬を緩ませていた。

　あの頃は、友達になりたてで、少し遠慮や緊張感があったりもしつつ、それでも楽しい時間を過ごせたのが、少し懐かしい。

　私たちの話を聞きながら、小松さんは、「へぇ」と相槌をうつ。

「生クリームアンパンなんてあるんだな。……娘にも教えてやりたいな」

　そう洩らした彼の言葉には、苦しさが感じられた。

　どうか、優子さんが無事に見付かりますように。

　心の中で祈る。

　チンッ、と音を立ててエレベータは四階で開いた。このフロアに大宴会場『暁ぎょう雲うん』があり、政治家・雨宮九朗のパーティはそこで開かれるそうだ。

　会場前ホールは、すでにたくさんの人で賑にぎわい、語らっている姿が見える。

「うえっ、フォーマルづくし。まさに『政治家のパーティ』って感じだな」

　小松さんは、嫌だ嫌だ、という様子で顔をしかめる。

「あの、こういうパーティで、本当に資金集めができるものなんですか？」

　私も小声で尋ねると、ホームズさんは「そうですね」と背を伸ばして、ぐるりと周囲を見回す。

「所いわ謂ゆる『政治家の資金集めパーティ』の参加費用は、今は大体二万円くらいなんですが、実際のコースは五千円から七千円に抑えておき、たくさんの人に参加していただくと、それが費用となるわけです」

「ああ、そういうことでしたか……」

　私が相槌をうつと、横で小松さんがチッと舌打ちをした。

「中には、『五千円もしねーだろ、この内容』ってとこも多いんだ。ぼったくりもいいとこだ。汚ねぇよな」

「まぁ、ですが、こうしたパーティで資金を集めるのは一応認められています。いくら綺麗ごとを並べても、政治にはお金がかかりますし、金のない者は力のない者とみなされますからね。世を動かすというのは、綺麗なものも汚いものも、すべて背負わなくてはなりません。認められるかたちで、しっかり資金を集めて、ちゃんと仕事をしてもらえたらと僕は思います」

　ホームズさんは、そう言って受付に向かって歩く。

　受付で名前を書いて、会場に入る。

　結婚式の披ひ露ろう宴えんでも使われている会場で、天井のシャンデリアが華やかだ。

　壇上には金きん屏びょう風ぶがあり、その上に『雨宮九朗と未来を語る会』という看板が掲げられている。壁にはパネルも用意され、雨宮九朗氏の経歴等も書かれていた。

　雨宮九朗は、現在五十七歳。

　京都市出身で、政治家の秘書を経て、京都府議会議員選挙に三十八歳で初当選。

　その後、府議会委員として活躍を続け、二年前に衆議院選挙に初当選し、今に至る。

「雨宮九朗なんて、ずっと聞いたことない地方議員の一人だったのに、急に中央に進出して、近年存在感をあらわしてきたよな」

　パネルを見ながらそう洩らした小松さんに、ホームズさんは「ええ」と頷く。

「アメリカに留学し、そのまま向こうで働いていた彼の長男が帰国して、彼の秘書になったんです。その手腕でしょうか、それからメキメキ頭角を現し始めましたね」

　そう話す二人を眺めながら、私はよく分からないまま、「へぇ」と相槌をうっていた。

　やがてパーティが始まるも、議員たちの挨拶が延々と続く。

　主役の雨宮九朗をはじめ、彼を応援する議員や、そんな議員たちが目をかけている若手議員も登場して、挨拶が続く。

　雨宮九朗議員は、白髪交じりの髪を七三にし、にこりと細めた目が印象的な五十代男性だった。わざとなのか、ナチュラルなのか、いつも笑顔に見えるような顔で、おそらく評判は悪くない政治家なのだろうと思われた。

　次々に続く興味のない話、挨拶に、私が欠伸あくびが出そうになるのを堪えているというのに、小松さんは無遠慮に欠伸をしている。

　ホームズさんはというと、どうやら知り合いにあったようで、中年の男性と小声で何か話していた。

　雨宮九朗の『自分は九人兄弟の末っ子で、そのせいで、わたしの名前は九朗。さんざん苦労しました』というシャレを聞き終わる頃、ようやく挨拶の波状攻撃も終わり、雑談できる雰囲気に変わった。

　パーティは立食形式で、皆は皿を手に料理を取り始めている。

　しかし、小松さんは『煙草吸ってくる』と言って会場を出てしまい、ホームズさんは今も先ほどの男性と話し込んでいた。

　とりあえず、喉が渇いたから飲み物だけでも……、と飲み物のコーナーに向かって歩き出すと、「お嬢さんみたいな若い子には、政治家のパーティなんて退屈でしょう」と背後で声がして、私は戸惑いながら振り返った。

　そこには、ナチュラルな明るさの髪色に眼鏡をかけた男性が、私に笑顔を向けていた。

　年齢は三十前後だろうか。背が高く、優しい顔立ちをしている。

　話しっぷりは標準語だけれど、イントネーションは関西のものだった。これは、標準語を話す関西の人にありがちだ。

「あ、いえ、こうしたパーティに参加するのは初めてなので、とても興味深いです」

　こうして話しかけてきたということは、相手が主催者の関係者であることも十分考えられるため、私はできるだけソツのない回答を心掛けた。

「俺は退屈で仕方ない。親父に言われて参加したんだけどね。挨拶が長すぎると思わない？　覚えているのは、『九番目の九朗で、さんざん苦労した』のくだりだけだよ」

　そう言って肩をすくめて笑う彼に、自分もまさに同じことを思っていたので、つい笑ってしまった。

「学生さんかな？　どこの大学？　あっ、大学名を聞くなんて、今はデリカシーがないって言われちゃう時代だよね」

　そう言う彼に、私は首を振った。

　どうやら私を女子大生と勘違いしているらしい。

　メイクの効果だろうか、大人に見られるのは、少し嬉しい。

「私は……」と口を開きかけた時、

「葵さん、すみません」

　ホームズさんが歩み寄ってきて、私の肩に手を乗せる。

「ホームズさん」

　振り返って、彼を見上げると、

「あれ、君は家頭先生のところの清貴くんかい？」

　青年は、もしかして、という様子で声を上げた。

「はい、そうですが……お会いするのは、初めてですよね？」

　ホームズさんは少し申し訳なさそうに、それでも笑顔のままそう尋ねる。

　私ならば『あれ、もしかしたら会ったことがあったかな？』と慌てるところだろうけれど、ホームズさんの言葉には迷いがない。

　彼は自分の記憶力に絶対の自信があるのだろう。

「ああ、そうか、俺が一方的に見掛けただけだからなぁ。俺がＮＹに住んでいるとき、家頭先生が仕事で来ていて、君を連れていたのを見かけたことがあったんだ。『家頭先生のお孫さん、随分イケメンだねぇ』って、藤ふじ原わら慶けい子こさんとも話していて」

　藤原慶子さんとは、オーナーやホームズさんの知り合いであり、ＮＹでキュレーターをしている。

　その言葉に、ホームズさんは「ああ」と相槌をうった。

「あなたは以前、ＮＹにお住まいで、お父様に言われてここに参加、それでいて割と大きな声で雨宮氏のことを冗談めかしく口にできる。祖父や慶子さんのことも知っている、となると、もしかしてあなたはお噂の雨宮氏の……」

　そこまで言ったホームズさんに、彼は「いやぁ」と屈託ない笑みを見せる。

「君こそ噂通りだなぁ。『寺町三条のホームズ』くん。そう、雨宮九朗の長男で、今第一秘書をやっている雨宮史し郎ろうです」

　悪びれもせずにそう言う彼に、私は驚いた。

　もしかしたら関係者かもしれない、とは思ったけれど、まさか息子さんだったなんて。

「そして、この子は君の彼女なんだ？　可愛いなぁ、と思って話しかけたのに残念」

　ちっとも残念じゃなさそうにそう言い、

「まぁ、でも、俺が彼女に話しかけたことを知って、血相変えてこっちにやってきた君の顔を見られたのが楽しかったから、いいとしようかな」

　ホームズさんを見て、はははと笑った。

　明らかに、やんわりと挑発している。

　優しくて温厚そうな雰囲気とは裏腹、この人も一筋縄ではいかなさそうだ。

「ええ、彼女のことになると、僕はいつも必死なんです」

　ホームズさんはそんな彼の遠回しな挑発をするりと躱かわして、にっこりと笑みを返す。

　……ああ、そうだ。ホームズさんも、一筋縄ではいかない人だった。

「ところで、雨宮先生とお話しさせていただきたいと思っているのですが、先生はお忙しそうですね」

　ホームズさんが人に囲まれている雨宮議員に視線を送ると、史郎さんは「ああ」と頷く。

「呼んであげるよ。家頭先生のお孫さんが、こんな退屈なパーティに来てくれたと知ったら絶対に喜ぶ」と史郎さんは、雨宮議員の許に歩き出す。

　その後に続きながら、ホームズさんは愉しげに目を細めた。

「『退屈なパーティ』だなんて。第一秘書でもあるあなたが、そんなことを仰って良いのですか？」

「いやいや、秘書なんて名ばかりのニートみたいなものだから。ちゃんとしてくれているのは第二秘書さんでね」

「そうですか？　あなたの手腕で、先生は頭角を現わしてきたと評判ですよ」

「親父が体裁を考えて、そんなことを触れ回っているんじゃないかな」

　くすり、と史郎さんは笑う。

　話だけ聞いていると、ぼんくら息子のように思えるけれど、この人の口調からは自信がみなぎっていて、すべてが謙けん遜そんだということが伝わってくる。

「それで、今日は弟さんはいらっしゃってないのでしょうか」

　ホームズさんがそう尋ねた時、史郎さんは足を止めて振り返った。

「……どうして、俺に弟がいると？」

「ご自分のことを『長男』と仰ったので、他に男の兄弟、つまりは弟がいるのだと思いました。僕は一人息子なので、自分のことをあまり『長男』とは言いませんので。もしかして、ただの僕の思い過ごしでしたか？」

「ああ、そういうことか。君は、人が無意識に発した言葉尻をいちいちつかむ人なんだね」

　優しい笑みでそう言うも、嫌味を含んでいる。

「ええ、どうも僕は癖の悪い男でして。触れてほしくなかったことを、失礼いたしました」

　そして、やはりホームズさんも負けてはいない。

　史郎さんは、「面白いね、君は」と笑い、「そうだ」と顔を上げた。

「今日はてっきり、家頭誠司先生が来られると勘違いしていてね。鑑定してもらいたい絵を持参してきてしまったんだ。代わりに君に識みてもらっても良いかな？」

　その言葉に、ホームズさんは意外そうな顔をしながらも、にこやかに微笑んで胸に手を当てる。

「未熟な見習い鑑定士の僕でよろしければ」

　心からの笑顔で、とても嬉しそうだ。

　ホームズさんは、『探偵』として頼まれごとをされるとゴネるけれど、『鑑定士』として依頼された場合は、快く引き受ける。それはきっと彼の矜きょう持じなのだろう。

「良かった、こっちなんだ」

　史郎さんは、壁際に置いてある金屏風に向かって歩く。

　どうやら、絵画は屏風の裏にあるようだ。

「祖父の宝物だったんだけど、その祖父が三か月前に亡くなってね」

「雨宮太た郎ろうさんですね。僕も何度かお会いしたことがあります」

「そうだったね、誠司さんと祖父は付き合いがあったようだね。葬式にも来てくれていたし」

「ええ、雨宮氏はとても美術品を好まれる方で、うちの店にも時々来てくださっていました」

　そんな話をしながら、私たちは史郎さんの後に続いて、金屏風の裏側に入る。

　そこには、白い布が掛けられた状態のイーゼルがあった。

　史郎さんがするりと布を取ると、風景画が目に入る。

　ヨーロッパの街並みを描いたもので、白い教会が印象的だ。美しいが、どこか寂しい雰囲気もある。

「モーリス・ユトリロが描いたパリの風景画だよ」

「ユトリロ……二十世紀初めのフランス画家で、自身の地元・パリのモンマルトルの町並みばかりを繰り返し描き、パリに魅せられた画家として知られていますね」

　ホームズさんは興味深そうに、絵画に顔を近付ける。

「ああ、祖父はパリがとても好きなことから、ユトリロがお気に入りだったんだ。だけど、俺も父も絵のことはさっぱりわからなくてね。これが本物なら一千万はくだらないと聞いて、ちゃんと鑑定をしてもらいたいと思っていたんだ。どうかな、清貴くん」

　史郎さんは期待に満ちた目を、ホームズさんに向けた。

　モーリス・ユトリロの実物を観るのは、私は初めてで、これが本物か贋作かは分からない。

　史郎さんの祖父とオーナーが懇意にしていたということは、おそらく、この絵の鑑定も済んでいるのではないだろうか？

　だとすれば、これは本物の可能性が高い。

　だけど、どうしてなのか？

　何か違和感を覚える。

　私がもやもやしていると、ホームズさんは絵画から顔を離して、ふっと口角を上げる。

「こちらは、ニセモノですね」

　断言したホームズさんに、史郎さんの眉がぴくりと引きつる。

「どうしてそう思うのかな？」

「ユトリロは『白』にこだわりを持ち、漆しっ喰くいや石せっ膏こうを混ぜて、独特の『白色』を生み出した画家です。『パリの思い出に何か一つ持っていくとしたら、何を持っていく？』という質問に対して『漆喰』と答えたというエピソードが残っているほど。ですが、この絵はユトリロの『白』は出せていません。間違いなく贋作です」

　すると、史郎さんは脱力したように肩を落とす。

「そうか、ニセモノだったかぁ」

　頭をくしゃとかき、残念そうに史郎さんは大きく息をついた。

　祖父が遺のこした、一千万の価値があるといわれていた絵画が、贋作だと分かったのだ。

　たしかに落胆するだろう。

「――史郎さん、見え透いた芝居はやめたらどうでしょう？」

　微笑みながら言うホームズさんに、史郎さんは「芝居？」と顔を上げる。

　私も、ホームズさんは一体何を言い出すのか、ぎょっとした。

「どういうことかな？」

「この贋作は、あなた自身がわざわざ用意したのではないですか？」

　ホームズさんの言葉に、史郎さんは真顔になり、私は瞬く。

「どうして俺が、贋作を用意する必要があるのかな？」

　よく分からないと、首を捻る史郎さんに、私も同感だった。

　そう、どうしてわざわざ贋作を用意する必要があったのか。

「あなたのお祖父様が、ユトリロのこの絵を持っていることは、割と多くの人が知っています。僕も実際観たことがあるんですよ。ですが、それはこれとは違って、本物でした」

「！」

　史郎さんが、言葉を詰まらせたのが分かった。

「あなたはお祖父様が亡くなったことで、わざと、この絵の贋作を用意したんですよね？」

　ホームズさんは、史郎さんを冷ややかに見据えて言う。

「ど、どうしてそんなことを？」

　わけが分からず、混乱して尋ねた私に、ホームズさんは彼を見たまま腕を組む。

「おそらく、相続税を誤魔化すためですよ」

「相続税を？」

「ええ。こうした美術品にも、もちろん税金がかかります。ですが、『祖父が本物と信じて数千万で購入した絵画が本当は贋作だった』となると話は違ってきます。たちまち価値がない品物となりますからね。なので本物を隠して贋作を用意し、鑑定士から『ニセモノ』という判定をもらえば、税金逃れができるわけですよ。そうですよね、史郎さん。政治家の息子であり、秘書のあなたが税金逃れなんて、感心できませんね」

　にこやかに微笑むホームズさんに、私の背筋が冷えた。

　しかし史郎さんも、同じような笑みを返す。

「まったく、人聞きが悪いな。驚いた、祖父が本物も持っていたとは知らなかったな。家の中を探したら出てくるのかもしれないね。それにしても、祖父がニセモノまで用意しておいたなんて、もしかしたら盗難防止だったかもしれないね。ありがとう、清貴くん」

「ああ、そういうことでしたか。失礼なことを申し訳ありません。ぜひ、また本物のユトリロにお目にかかりたいので、見付かりましたら、見せていただけると嬉しいです」

「ああ、見付かったら、必ず。そうそう、うちの父と話したかったんだよね」

　史郎さんは何事もなかったように歩き出して、屏風の裏から会場へと出る。

　私は彼の後ろ姿を見ながら、おそらく、真相はホームズさんの言った通りなんだろう、と苦笑した。

　だからわざわざ、会場にこの絵を用意したわけだ。鑑定士に『贋作』と判定してもらって、客人たちに『祖父のあの絵は贋作だったんだ、がっかりだ』と広めたかったのかもしれない。

「お父さん」

　史郎さんはにこやかに微笑んで、父である雨宮議員に向かって声を上げた。

「家頭先生のお孫さんが、お越しですよ」

　すると雨宮議員はすぐにこちらを向いて、「おお」と声を洩らして、嬉しそうに顔を皺くちゃにする。

　史郎さんは「それじゃあ、俺はここで」と片手を上げて、私たちの許を離れていった。

　ホームズさんは立ち去る史郎さんに目を向けたまま、「……まったく一筋縄ではいかない男ですね」と小声で洩らした後、雨宮議員に笑顔を向ける。

「雨宮先生、はじめまして。家頭清貴と申します」

「いやいや、君が誠司さんのところのお孫さんか。君の素晴らしい噂はあちこちで耳にしているよ」

　雨宮議員は満面の笑みで、ホームズさんの手を取った。

「いえ、すべては誇こ張ちょうされたもので、お恥ずかしい限りです」

「大層男前だというのは、誇張ではないようだが」

　いたずらな目を見せる雨宮議員に、ホームズさんは何も言わずに恐縮とばかりに、胸に手を当てて苦笑する。

「先生は、本当にご活躍ですね」

「いやぁ、アメリカで経済学を学んできた息子のアドバイスに従って動いているだけでね。なんだか、思ったよりも何もかもが上手くいっていて、気持ち悪いくらいだよ」

　今度は雨宮議員が、恐縮そうに肩をすくめた。

「ところで先生、美術品盗難の騒ぎの件で、お話を伺いたかったのです」

　すぐに切り出したホームズさんに、雨宮議員は「ああ」と声を上げた。

「その件は、わたしはまったくタッチしていないんだが、うちから美術品がなくなったというのは、どうやら勘違いだったらしい」

　そう言う彼に、ホームズさんはぱちりと目を開く。

「勘違いとは？」

「盗難騒ぎを聞いて、妻が倉庫を探して、あるものがなくなっていたことから、『うちも盗まれていた』と声を上げてしまったんだが、ちゃんと探したらあったんだ」

「そうですか。それは、倉庫の中に？」

「いや、息子が持ち出していたことが分かってね」

「史郎さんが？」

「そう、史郎がね。だから、うちは被害には遭っていない。もしかしたら、他の家もうちと同じく早とちりや勘違いかもしれないね。それじゃあ、パーティを楽しんでいってくれたまえ。誠司さんにもよろしく」

　雨宮議員はポンッとホームズさんの肩に手を乗せて、他の有権者の許へと向かった。

「ホームズさん、勘違いって仰ってましたね」

　私が口を開くと、ホームズさんは微かに口角を上げる。

「ええ。ですが、史郎さんが持ち出していたというのは嘘でしょう」

「どうしてそう思われますか？」

　横で話を聞いていた限り、口調は自然なものだった。

「彼が史郎さんのことを話すとき、一瞬目線が右上を向き、その後に瞬きが多くなりました。人が過去を思い出す時の目は、左上を向きがちで、事実ではない架空の出来事を思い浮かべる時は右上を向きがちです。そして、動揺を隠せない時は瞬きが多くなる。おそらく、厄介な息子がいるのでしょうね」とホームズさんは、腕を組む。

　厄介な息子？　私が首を傾けていると、ようやく小松さんが会場に姿を現した。

「さすが、オークラ。料理は美味いな」と満足そうに言う。

「小松さん、この会場で同世代の人間にできるだけ声をかけてください。そして『最近、娘の学校で家出騒動が相次いでいて、ひやひやしているんだけど、あなたの学校ではそうしたことはありませんか？』と話題を振り、なるべく情報を集めていただけますか」

　ホームズさんの言葉に、小松さんの顔色が変わる。

「あ、ああ、分かった」

「先ほど、市内の有名塾の講師をされている方とお話していたのですが、優子さんのように家出をした生徒が何人かいるそうなんです」

　どうやら、さっきホームズさんが話していた中年の男性は、塾の講師だったようだ。

「えっ」と、小松さんが瞬く。

「ですが、その生徒たちは二、三日で帰ってきたそうで、『受験のストレスから逃げ出したくなった』と話したそうです。しかし、どこに身を潜めていたかは、絶対に話さなかったとか」

　小松さんが、ごくりと息を呑んだのが分かる。

「そして、塾でも『大麻』を問題視するようになっているとのことです。これらのことはもしかしたら、すべてつながっているかもしれません」

「ああ」

　ホームズさんの強い眼差しに、小松さんは青褪めながらもしっかりと頷いた。




　その後、私とホームズさん、小松さんの二手に分かれて、パーティ会場で、さまざまな人に声をかけ、それとなく聞き込みをした。

　しかし、何か特別な情報を得られるわけではなく、徒いたずらに時が過ぎる。

「……今日のところは、そろそろ引き上げましょうか」

　思っていたほどの収穫がなかったのだろう、残念、とばかりにホームズさんは腰に手を当てて、息をつく。

　その時だった。

　おそらく今しがた会場に来たと思われる、顔の半分が髭で覆おおわれている中年の男性が歩み寄り、「やぁ、君は、清貴くんだろ？　誠司さんとこの。大きくなったなぁ」と顔をくしゃくしゃにした。

　ホームズさんも彼を見るなり、「ああ」と嬉しそうに微笑んだ。

「お久しぶりです、國くに代しろ先生。今日はきっと、先生にお会いできると思っていました」

「あれ、俺に何か話でもあったのかい？」と、彼は不思議そうに首を傾げる。

「ええ、先生の書かれた『宮く毘び羅ら大たい将しょう』のタペストリーが盗難に遭った件で……」

　横で話を聞きながら、私は『なるほど』と小さく相槌をうつ。

『國代』という名に覚えがあると思ったら、彼は画家の國代豊さん。

　美術館に展示されていた作品の作者なわけで、雨宮先生とのつながりから、ここに出席するかもしれないとホームズさんは踏んでいたのだろう。

「そう、盗難に遭ったらしいね。所有してくれてた重森さんは俺の作品を倉庫に入れっぱなしだったみたいで、それが欲しくて盗み出した人は、もしかしたら、ちゃんと飾っていてくれるのかもしれないと思うと、少し複雑な気持ちだよ。もちろん、許せないことだけどね。すごく気に入っていた作品だから」

　國代先生は、小声でそう言って肩をすくめる。

「先生の周りで、盗難の話などはありますか？」

「周りというか、俺の家でも起こったよ。掛け軸を盗まれたんだ」

「えっ？」と、ホームズさんが目を見開く。

「それはいつ頃の話ですか？」

「一年くらい前かな。これまた、本当に気に入っていた作品だから残念だったよ」

「もしかして、仏画ですか？」

「ああ、俺は主に仏画を手掛けているからね。『薬やく師し如にょ来らい』の掛け軸だ」

「……薬師如来」と、ホームズさんは低い声で洩らし、眉根を寄せて腕を組む。

「多分、清貴くんも見たことがあると思うよ。うちの床の間に飾っていたものだから。とはいえ、君がうちに来たのは、かなり前か」

　まだ小さかったよなぁ、と國代先生は懐かしげに洩らした。

「ええ、かつて先生に鑑定の依頼を受けた祖父に付き添って、お宅に訪れたのは、僕がまだ小学生の頃でしたね。盗まれたのは、あの床の間に飾っていた掛け軸ですか。……記憶力に自信はあるほうなんですが、ざっくりとしか思い出せません。たしか色合いが光に包まれているように明るく、うつむき加減で優しく微笑まれていたような、美しい薬師如来画だったと」

「そうそう、十分よく覚えているじゃないか」

　國代さんは嬉しそうに目を輝かせた。

「その作品も、今回の事件のように、家の床の間から掛け軸だけが盗ぬすまれてしまったんですか？」

「いや、本格的に泥棒が入ったんだよ。その掛け軸だけじゃなく、金目のものもほとんど盗られてね。犯人は後につかまったんだけど、掛け軸は転売したけど、たいして金にならなかったってぼやいていたとか」

　やりきれないよ、と國代先生はため息をつく。

「見付かるといいですね」

「ああ、本当に。なぁ、もしかして、誠司さんに言われて、調べているのかい？」

「……ええ、まあ、そんなところでして」

「みんな警察沙汰にしてないからねぇ」と、肩を上下させる國代先生に、

「そうなんですよね」とホームズさんは苦笑した。

「俺も何か分かったら連絡するよ。今も『蔵』で店を手伝っているんだよね？」

「ええ、よろしくお願いいたします」

　頭を下げるホームズさんに、國代さんは「それじゃあ、また」と手を上げて、雨宮議員の許に向かった。

　話が終わったのを見て、私はそっとホームズさんに近付き、口を開く。

「どうして皆さん、警察沙汰にしないんですか？」

「面倒なのでしょうね。家中ひっくり返されることになりかねませんし。高価なものでしたらそれも厭いとわないのかもしれませんが、今回盗み出されたものは、実際の価値はさておきまして、金銭的価値はさほどでもありませんし」

「……そんなものですかねぇ」

「警察と病院は必要ですが、なるべく関わりたくないと言いますから」

　そう付け加えたホームズさんに、苦笑する。

　たしかに、警察と病院はとても必要だけれど、なるべく厄介になりたくはない。

　その時、あちこちで聞き込みをしていた小松さんも戻ってきて、「おう」と片手を上げた。

「……何か手掛かりになるようにことを聞けましたか？」

「手掛かりかどうかは分からねぇけどな。ま、俺はもういいかな」と小松さんは、大きく肩をすくめる。

「そうですね、それでは帰りましょうか」

「はい」

　雨宮議員に挨拶をしたほうが良いだろうか、と思ったもの、彼はたくさんの人に囲まれ、対応に忙しそうだったため、遠巻きに会釈だけをして、私たちは会場を後にした。
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　ホテルオークラを出る頃は、時計は二十時を回り、空は真っ暗だった。

「――へぇ、会場に画家の國代豊が来てたんだ。俺も一度その面を拝みたかったな」

　ホテルの外に出て、まるで吐き捨てるように言う小松さんに、ホームズさんは首を少し傾ける。

「顔を見たこともないのに、どうしてそんなふうに嫌悪感をあらわにするんですか？」

「女癖が悪いって評判を耳にしたことがあってな」

　小松さんはそう言って、舌打ちした。

「そうですか？　僕はそんな評判は耳にしたことがなかったですね。うちの父と同じように、若い頃にとても愛されていた奥様を亡くされて、それ以降、再婚もされていないとか」

「まぁ、すぎたことだからいいんだけどよ」

「すぎたこと？」

「いや、こっちのことだ。それより今日のパーティ、結局収穫があったのかなかったのか分からねぇけど、とりあえずたくさん名刺交換はできたし、今日はそれで良しとするかな」と言って、背を伸ばした。

「ええ、人脈は宝ですよ」

「……おう。そんじゃあ、俺は事務所に戻るな」

　バイバイ、というように手を上げて背を向ける小松さんに、私は会釈をした。

「お休みなさい、小松さん」

　おう、と背を向けたまま返事をする。

　その背中が寂しげで、胸が詰まった。

　今も行方不明の娘さんのことを考えて、きっと眠れない夜を過ごしているに違いない。

「葵さん、今日は車で送りますよ」

　小松さんの背中を見送っていた私は、ホームズさんの声に我に返って振り返る。

「え、でも、ホームズさん、お酒飲んでませんでした？」

「いえ、飲んでいたのはすべてノンアルコールですよ。お酒に弱いわけではないんですが、素面しらふの状態で、いろんなお話を聞きたかったですしね」

「そうだったんですね」

　車は御池通地下駐車場にいつも停めている。

　地下へと続く階段の入口に向かおうとすると、それを止めるように手を握られた。

「……せっかくですから、散歩しませんか？」

「散歩ですか？」

「ええ、高たか瀬せ川の一いち之の船ふな入いりを観に行くのも良いかなと。このすぐ裏ですし」

　高瀬川一之船入は、かつての運河跡だ。舟入は、物資を運び入れる際に、船を接岸させるための入り江であり、名勝天然記念物に指定されている、なかなか情緒のある場所だ。

　日中、香織と訪れたことはあるのだけど、夜の散歩はまだなく、少しわくわくしてくる。

「はい、ぜひ」

　強く頷いた私に、ホームズさんは嬉しそうに目を細め、「こっちです」とホテルの東側に回り、木き屋や町まち通に入っていく。

　木屋町通に一歩入るなり、「わあ」と感嘆の声が自然と洩れた。

　石畳の通りに行あん灯どんが並び、柔らかな光を灯す中、高瀬川という小川が流れ、木々が風に揺れている。

　町家を思わせる建物は、すべて飲食店で、和食店ばかりかと思えば、フレンチやイタリアンもあって、どこもお洒落しゃれだ。

　先ぽん斗と町ちょうを訪れた時も、その情緒溢れる様に驚かされたが、ここも素晴らしい。

　こういう時、京都という町のすごさを感じて圧倒される。

「素敵ですね」

　熱っぽく告げた私に、ホームズさんは頷いた。

「雰囲気がいいですよね」

「はい」

　手をつないで、ひと気のない高瀬川のほとりを歩き、さらさら流れる小川を眺める。

　少し北へと進むと船が見える。

　これは模擬の船で、かつての様子を見せるためのもの。

　船には、酒さけ樽だるや米俵が載っている。

　ここが一之舟入だ。船を見守るようにしている木々は、すべて桜の木。

　和を思わせる外灯に、行灯や川向こうの料亭からの光が、とても幻想的で美しい。

　今も風情があるが、桜の時季ならば、ここはさらに絶景に違いない。

「昼間とはまた雰囲気が違って素敵です。連れて来てくれてありがとうございます」

　嬉しくなってホームズさんを見上げると、彼は少し笑って首を振る。

「礼には及びませんよ。僕は自分のために、あなたをここに連れて来ました」

「えっ？」

「僕は、あなたの喜ぶ顔を見るのが好きなんです。ですから、すべて自分のためなんです」

　そう話すホームズさんに、私は何も言わずに視線を合わせる。

「あ、引かれてしまいましたか？」

　私は小さく笑って首を振った。

「とてもホームズさんらしい言葉だと思いまして」

「僕らしいですか？」

「ええ、ホームズさんらしいです」

　ホームズさんの言ったことは、おそらく本音には違いないのだろう。けれど、私に気を遣わせないためのものでもある。

　まさに、『自分勝手だけど気遣い屋』らしい言葉だ。

「分かってませんね」とホームズさんは息をついた。

「分かってないですか？」

「ええ、『自分のため』の本当の意味です。『たっぷり下心があってのことなので、気にしないでください』という意味ですよ」

　衝撃に頭がショートして、言葉が詰まる。

「今だってそうです。もしひと気がなければ、あわよくばこうして――」と肩に手を回され、彼がそっと顔を近付ける。

　心臓が跳ね上がったその時、木屋町通の飲食店からぞろぞろと客が出てきて、私たちは弾かれたように離れた。

　観光客なのだろう、『いやぁ、美味しかった』『京都はいいね、次はどこに行こうか』と賑やかに話す人たちの姿を遠巻きに眺めつつ、私は、ばくばくとうるさい鼓動に頬が熱くて仕方ない。

「……なんやろ、いろいろと邪魔される運命なんやろか」

　腰に手を当てて肩をすくめる彼を見て、私は思わず笑ってしまう。

「そうかもしれませんね」

「まぁ、こんな落ち着かない場所でそんなことをするな、ということなんでしょうね。ちゃんと邪魔が入らない、二人きりの時までお預けですね」

　にこりと微笑むホームズさんに、私は何も言えないまま気恥ずかしさに目を伏せた。
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　政治家のパーティに参加して聞き込みをする、そんな非日常的な週末を終えて学校に来ると、ひたすら現実が待っていた。

　定期テストを前に、教室の空気が張り詰めているのが分かる。

　それはそうだろう、私たちはもう受験生だ。

　志望大学もしっかりと定まり、自分の今の成績と照らし合わせて、焦ったり苛いら立だったりするのは当然なのかもしれない。

　ピリピリしているのは、成績上位者たちも変わりはなさそうだ。私はずっと標準クラスだったけれど、ホームズさんに勉強を教えてもらえるようになり、今は中の上までランクアップしていて、教科によっては上の下に食い込んでいるものもある。

　このままがんばったなら、府大も狙えると先生に言ってもらえた。

　それでも、国立や有名私大に狙いを定める成績上位者たちとは、レベルが違う。

　そんな私から見れば、彼らのような成績上位者になれたらどれだけ良いだろう、と思うのだけど、上位者は上位者で大変なのだろう。

　どの立場でも、その世界での悩みや苦しみはあるものだ。

　おそらく、大麻所持で捕まった有名進学校の生徒にも、成績トップクラスにしか分からない悩みがあったに違いない。




「――そうやろうねぇ。なまじ成績が良いと、過剰な期待もかけられるやろうし」

　昼休憩の時間、私の話を聞いていた香織は、うんうん、と頷く。

　ちなみに香織の成績は、上の中クラス。優秀だった。

「香織もそれ以上のものを求められる？」

「うちは昔むかし気質かたぎで、『女は良いところに嫁に行ければいい』くらいに思ってて、しかも、『あまり出来が良いと嫁に行き遅れる』とまで思ってる節があるから、そこは全然。良い点とっても、特に喜ばへんもん。塾かて、私が頼み込んで行かせてもらったくらいやし」

「そ、それもちょっと寂しいね」

「でしょう？　そやけど、過剰に期待かけられるより、マシかなぁ。ほら、私たちの世代って兄弟が少ない子が多くて、親が甘い割には、期待だけは大きかったりするっていうか」

「うんうん、確かにそういう傾向だよね」

「今まで甘やかされて育ってきて、親の言うままに勉強して中学受験を経て私学に入って、高校受験を経験してなくて、そのまま大学にエスカレートで行くかと思えば、『もっともっと良い大学を』って期待をかけられて、そこで受験っていう壁にぶちあたって、大きなストレスを抱えてる、って人が多いみたいやわ」

　しみじみと言う香織に、私は自分が神妙な顔つきになるのを感じながら相槌をうつ。

「香織、詳しいね」

「塾にそういう雰囲気の人が多くて。ほんで、変なセミナーに通ってる人もいるんやで」

「変なセミナー？」

　ぱちりと瞬く私に、香織は難しい表情で首を捻る。

「たしか、『メンタル・サポート・セミナー』って言ってたかな？」

「メンタル・サポート・セミナー？」

　香織は、「そうや」と鞄の中に手を入れる。

「私もチラシもらって、カバンに入れたままにしてたんや」と、チラシを机の上に置いた。




　～メンタル・サポート・セミナー～

『心が悲鳴を上げていませんか？』

　進路、受験、親の期待、人間関係、あなたの心は悲鳴を上げていませんか？

　今の社会は、どこかおかしい。それでも、すぐに変えられるものではない。

　ストレス社会を生き抜くには、張り詰めすぎた自分の心をリラックスさせることが必要です。

　そう、一度すべてをリセットして、すべてをまっさらにし、また自分の戦場へと向かう。

　このリセットができる人とできない人では、この後の人生に大きな差ができるでしょう。

　当セミナーでは、そうしたメンタルコントロールの方法、前向きになれる方法をお伝えします。

　受講料　一般三千円／学生初回無料（二回目から二千円）

　心が壊れる前に、一度当セミナーを受講してみてください。




「…………」

　私はチラシをザッと読んで、眉根を寄せる。

　新緑に滝の写真も載せられていた。

　たしかに『メンタル・サポート・セミナー』と言えるだろう。

　――だけど。

「……あ、あやしい」とチラシを目にしながら、顔が引きつってしまう。

「うん、けど、金額は安めかなって」

　私は価格を見て、たしかに、と相槌をうった。

「……香織、このチラシ、ちょっと借りてもいい？」

「ええけど。……もしかして、受講するの？」

　香織の心配そうな目を前に、私はギョッとして首を振る。

「そういうのじゃなくて」

　何かが、引っかかる。

　私はチラシを丁寧に自分のノートに挟んで、カバンの中に入れた。

　一般三千円に、学生は初回無料で二回目から二千円。

　たしかに香織が言うように、安めだ。

　目くじら立てるような金額ではない。

　だけど、なんていうか、そこに良心よりも『あざとさ』を感じるのは、私だけなんだろうか？
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「――なんだか、あざといですね」

　ホームズさんは、チラシを目にするなり、即座にそう告げた。

　今日はバイトがあったため、放課後、骨董品店『蔵』に入るなり、私はすぐにチラシをホームズさんに見せたのだ。

　目にするなり間かん髪ぱつ入れずに切り捨てたホームズさんに、私がこのチラシにあざとさを感じたのは、彼の影響なのかもしれない、と思わず苦笑する。

「やっぱり、そのチラシ、なんだかあやしいですよね」

「ええ。別に変なことを書いているわけではないんですがね。こうしたセミナーは、心が元気な人には何も響かないでしょう。僕や葵さんのように『あやしさ』を感じたり、興味がないとすぐに捨ててしまうかもしれません。ですが、本当にピンチの人には、刺さるんですよ」

　ホームズさんはチラシをカウンターの上に置いて、『心が悲鳴を上げていませんか？』という文字に人差し指を立てた。

「また、この金額設定。おそらく一般の金額の三千円は、とりあえず載せているだけ、来てくれたらラッキーくらいなもので、狙いは学生でしょう。ここに『学生は無料』としか書かれていなければ、それこそ『無料ほど安いものはないだろうし』と本当にあやしさを感じさせます。だから、一般は三千円、学生は初回無料で二回目から二千円と書いている。こうすることでお得感を感じさせるし、もし行ってみて、次も行くことになってしまったとしても、二千円ならいいか、という安心感も与えられるわけです」

「たしかにそうですね」

　私はチラシを手に、うんうん、と頷いた。

「とはいえ、ただ単に良心的な金額で行っているセミナー、という可能性のほうが強いのですけど、最近の学生の良からぬニュースが耳に入ってきているせいでしょうか、どうにもうがった目で見てしまいますね」

　ホームズさんは再びチラシを手に、冷ややかな目を見せる。

　しばしそのチラシを眺め、スキャナーにセットし、パソコンを開く。

「どこに送るんですか？」

「小松さんに」

　なるほど、と頷いていると、

「場所は四条ですか。せっかくですから、覗いてこようかと思います」

　ホームズさんは送信を終えたチラシを手に、そっと口角を上げる。

「覗くって、セミナーをですか？」

「ええ、参加してこようかと」

「私も行ってもいいですか？」

　思わず声を上げた私に、ホームズさんはすぐには返答せずに、ほんの少し眉を寄せる。

「や、やっぱり、私は駄目ですかね」

「駄目というわけではないですよ。危険はないと思いますし、現役女子高生である葵さんの見解もお聞きしたいところです」

「それじゃあ、どうして返答が遅かったんですか？」

「それはですね、そうした場には、なるべく『カップル』としては行かないほうが良い気がしまして」

「あ、たしかに」

　メンタルサポートを謳うたっているくらいだ。

　カップルで行くというのは、そぐわないだろう。

「ですから、別々の席に座り、あまり話もできないかもしれません。それでも良ければになってしまいますが」

　少し申し訳なさそうに言うホームズさんに、私は「構いません」と頷く。

　その時、外から足音が聞こえたかと思うと、『蔵』の扉が開かれた。

　いつものように『カラン』と鳴るドアベルに振り返ると、小松さんが「よう」と片手を上げていた。

「ああ、ちょうど今、あなたにメールを送ったところなんですよ」

「メールを？」

「ええ、ちょっと気になるセミナーのチラシがありまして」

　その言葉に、小松さんはさして興味もなさそうに「へぇ」と相槌をうって、カウンターまで歩み寄り、椅子に腰を下ろした。

「雨宮九朗のもう一人の息子、つまり史郎の弟について調べがついた」

　小松さんは鞄から茶封筒を出して、ホームズさんに手渡す。

「ありがとうございます、やはり弟さんはいらっしゃったんですね？」

　ホームズさんは中から調査書を取り出し、目を弓なりに細める。

「ああ、所謂『妾めかけの子』がいたよ。……正式に認知をせず、黙認というかたちで、援助はしているらしい」

「なるほど。名前は原口宏ひろ郎お。母親は難なん波ばの高級クラブホステスで、彼自身も大阪で育つ。現在二十一歳、無職ですか……」

　ホームズさんは彼の画像を見て、ほぉ、と息を洩らす。

「史郎さんも男前でしたが、弟の宏郎さんは、またさらに美男ですね」

「ああ、母親が有名な美人ホステスだったらしいし、彼女に似たんだろうな」

　二人の話を聞きながら、私は眉根を寄せる。

　一見、『人の良さそうなおじさん』にしか見えなかった、あの雨宮議員に隠し子がいたなんて。

　そっと調査書を覗くと、ホームズさんの言う通り、宏郎さんはたしかに美男子だった。

「雨宮議員としては、目の上のたんこぶらしくて、このガキは中高と荒れて、暴走族に入ったりと大変だったらしい。少年院送り一歩手前だったとか。そこを兄の史郎が、おさめたって話だ」

「なるほど、史郎さんがアメリカから帰ってきたのは、そうした事情もあったのかもしれませんね。で、今彼は本当に無職なんですか？」

「ああ、でも、えらく羽振りがいいって話だ。おそらく史郎が面倒見てるんだろ」

「雨宮議員に隠し子がいることを知っている人間は多いのでしょうか？」

「おそらく知られてねぇな」

「そうですか。それにしても、そんな爆弾を抱えながら政界の中央に進出しようとしているのですから、おそらく史郎さんが問題児の弟さんをすっかり囲い込んだのでしょうね」

　ホームズさんは独り言のように洩らして、腕を組んだ。

「あともうひとつ、続報だ」

「続報？」

「盗難の件だが、さらに八件被害があることが分かった」

　ホームズさんはぴくりと眉を顰めた。

「とすると、全部で十二件ということでしょうか」

「雨宮議員が取り下げたから、十一件だろ」

「いえ、僕の中では取り下げていません」

　すぐにそう言うホームズさんに、小松さんは「おお、そうですか」と大袈裟に肩をすくめる。

「これが、新たに分かった盗難品と被害者のリストだ」

　小松さんは鞄からクリアファイルを取り出して、ホームズさんに差し出す。




　■盗難品と被害者のリスト。（　）内は所有者


　作家　芥川秀栄　作品　迷め企き羅ら大将の掛け軸　（宮みや村むら和かず夫お）




安あん底ち羅ら大将の掛け軸　（田中肇はじめ）




　作家　中村雪せっ風ぷう　作品　珊さん底ち羅ら大将のタペストリー　（美み濃の正ただし）




波は夷い羅ら大将のタペストリー　（川口博ひろ史し）




　作家　片平隆　　作品　摩ま虎こ羅ら大将の置物（木彫り）　（山口進しん一いち）




真しん達だ羅ら大将の置物（水晶）　（瀬川茂も吉きち）




招しょう杜と羅ら大将の置物（銅）　（立花亮りょう）




　作家　時とき宗むね良りょう　　作品　毘び羯か羅ら大将の掛け軸　（今川勝しょう悟ご）






　ホームズさんは一覧を眺めて、「なるほど」と洩らした。

「まだ、出てくるかもしれないから、引き続き調べるけどな」

「ありがとうございます。ですが、盗難品のリストを見ている限り、おそらくこの十二件で終わりのような気がします」

　ホームズさんはそう言って、リストをカウンターの上に置く。

「どうしてそう思うんだ？」

　わけがわからない、という様子を見せる小松さんに、私も同じ気持ちで相槌をうつ。

「『仏教系』という以外で、盗難に遭った作品に共通点があるんですか？」と私もあらためて、リストを覗いた。

「ええ、ですが真相までは……」

　そう洩らして眉根を寄せるホームズさんに、「そうそう」と小松さんは手をうった。

「共通点といえば、今回盗難に遭った作家たちの作品は、すべて『三さん十じゅう三さん間げん堂どう』の仏像たちから刺激を受けて、同時期に作ったものらしい」

「三十三間堂の……」ホームズさんは、へぇ、と腕を組んだ。

「なんでも、『近代美術作家の集つどい』のようなものがあって、皆揃って三十三間堂に行ったことがあるらしく、その後にそれぞれ作品を創って個展を開いたとか。それが今回の作品で、五年前のことだ。『ちょうど五年経ったし、またあの作品を一堂に集めよう』ということで、『美しき仏の世界』という企画をすることにしたらしい」

「それで、作品の所有者である雨宮さんがスポンサーになったというわけですか」

「ああ。國代豊と芥川秀栄の二人が雨宮と親しくて、話を持ち掛けたとか」

「ああ、なるほど、芥川先生が……」

「知ってるのか？」

「親しくはありませんが、お会いしたことはあります。どうやら、この個展は雨宮議員、國代先生、そしてこの芥川先生が大きく関わっているようですし、芥川先生にも一度お会いして、お話を伺いたいと思います」

　ホームズさんはリストを眺めながら独り言のように呟き、「そうそう」と顔を上げた。

「小松さん、一度あなたの前の奥様、優子さんのお母様にお話を伺いたいのですが、よろしいでしょうか」

　小松さんが、グッと息を呑んだのが見て取れた。

「何か不都合がありましたか？　心労から体調を崩されてしまったりしたのでしょうか」

「い、いや、そんなんじゃねぇよ。あんちゃんが化け物みたいな男だからだ」

　目をそらす小松さんに、ホームズさんは苦笑した。

「化け物って」

　おそらく小松さんは、ホームズさんに自分の元妻を会わせることによっていろいろ見抜かれてしまうことを懸念したのだろう。

　理屈ではなく嫌だと感じてしまったのかもしれない。

「……とはいえ、あいつが嘘をついている可能性もあるわけで、会わせたいのも確かなんだ。こちらこそお願いするよ、あいつに会ってくれないか」

　意を決したように頭を下げる小松さんに、ホームズさんは「いえいえ」と手を振る。

「そんな深刻に取らないでください。お話を伺うだけですよ」

　そう言って、ホームズさんは柔らかく微笑んだ。
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　その翌日。

　私は学校帰り、自転車で東山区へと向かっていた。『東山五条』の交差点を南へと曲がる。

　坂もあり、ここまで来て急に息が切れてくる。

　ペースを落として走っていくと、煉れん瓦が造の建物が見えてきて、思わず「素敵」と声が洩れた。フレンチ・ルネサンス様式の壮麗なこの建物は、京都国立博物館だ。

　まるで宮殿のようだ、と私は息を切らしながら、博物館を素通りして、斜め向かいに目を向ける。

『三十三間堂』の看板を観て、着いた、と頬が緩む。

　そう、ここが目的地であり、ホームズさんが先に来ているはずだった。

　ホームズさんが芥川先生に連絡を取り、会って話を聞きたい旨を伝えると、『夕方四時半に三十三間堂で』と指定してきたそうだ。

　この『三十三間堂』は、かなり有名な仏堂であるものの、私は一度も行ったことがなく、せっかくなので、同行させてもらうことになった。

　今はちょぅど午後四時だ。

　私は自転車を押して、駐輪場に止め、今も上がっている息を整えていると、

「葵さん、お疲れ様です」

　ホームズさんが姿を現して、スポーツドリンクを差し出してくれた。

「あ、ありがとうございます」

　相変わらず、用意が良いというか、行き届いた人だ。

　よく冷えたスポーツドリンクを飲みながら、染みわたるように思う。

「学校からここまで自転車では、坂が堪えたでしょう」

「そうなんです。けど、良い運動になりましたし、そんな疲れてないです。三十三間堂に来るのが初めてなので、楽しみで」

「葵さんが、三十三間堂に来たことがなかったのは、意外ですね。修学旅行で回られているかと」

「たしかに定番観光名所のひとつですよね。回っている班もありました」

　そう話しながら私たちは、境内を進む。

　ホームズさんは、横に長い本堂を前に足を止めた。

「ここが、蓮れん華げ王おう院いん……通称『三十三間堂』です。入母屋造りの見事なこの本堂は、南北に百二十メートル続いておりまして、木造建築では世界一の長さを誇っています」

「世界一」と、私は瞬く。

　随分と長い本堂だと思っていたけれど、まさか世界一だとは思わなかった。

「ちなみに『三十三間堂』の『間』は、建物の長さではなく、『柱と柱の間』の数をあらわしています。もし、建物の長さをあらわすとしたら『六十六間堂』になるでしょうね」

　ふふっ、と笑うホームズさんに、私は「はぁ」と相槌をうつ。

「三十三間堂は、長寛二年、つまり１１６４年に、後ご白しら河かわ法皇が平たいらの清きよ盛もりに命じて創建されました。とはいえ、造営費は平清盛が負担し、本堂に観音千体を安置したことから、『法ほう住じゅう寺じ殿どの千せん体たい観かん音のん堂どう』と呼ばれることもあったそうです」

　歩きながら、ホームズさんは相変わらず流りゅう暢ちょうに説明してくれる。

「当時は、五重の搭や不動堂などを従え、それは素晴らしく偉容を誇っていたと伝えられていますが、建長元年の火災によって全て焼失してしまいました。今の本堂は、文永三年、西暦でいうと１２６６年に再建されたものなんです」

「この本堂も、そんな昔からあるんですね」

　心から感心して、本堂に入る。

　百二十メートル続く、それは長い本堂にずらりと並ぶ、一〇〇一体の観音像に圧倒されて言葉を失う。

　呆然と立ち尽くす私に、ホームズさんがくすりと笑った。

「なかなかの迫力でしょう。修学旅行で学生がワイワイとやって来ても、ここに入るなり思わず黙ってしまう生徒も少なくないとか」

「わ、分かります。なんだか、異世界のようです」

　神々しさと、威圧感に私は頷きながら、ゆっくりと歩く。

「本当に圧巻ですね」

「ええ、そして、ほら、堂内の左右両端に、俵たわら屋や宗そう達たつがモデルにしたのではと言われている、風ふう神じん雷らい神じん像があるんですよ」

　ひときわ高い雲座に立つ『風神像』と『雷神像』がある。

『雷神』は巻雲に乗り、天てん鼓こを打ち、『風神』は肩に風袋を巻いて、堂内を睨みつけている。

　とても鋭い眼光に、今にも動き出しそうなほどの躍動感だ。

　他にも、二十八部衆など、見応えがあり、さすが名の知れた仏堂と唸らされる。

「これらの観音像は、洩らすことなくお顔を拝めるように計算されて配置されているそうで、観音像の中に『会いたいと願う人の顔が必ずある』という不思議な言い伝えがあるそうです。僕はそれを聞いて、幼い頃に一人でここに来ました」

　ホームズさんは観音像を仰ぎ、独白するように告げる。

「誰に会いたかったのですか？」

「……亡くした母の顔に出会えるかと思ったんですよ。どのお顔が母なのか分かりませんでしたが、慈悲深い観音像に迎えていただけて、とても救われたのを覚えています」

　そう言って、ふわりと微笑むホームズさんを前にして、苦しさに胸が詰まった。

　寂しかったのだろう。

　目頭が熱くなるのを感じ俯きかけたその時、

「――芥川先生」

　ホームズさんは、観音像を前に、真剣な眼差しを見せている初老の男性に声を掛けた。

　たっぷりとしたスタンドカラ―の麻の白シャツに、藍色のパンツを穿はいた、アジアンファッションの独特な雰囲気を感じさせる男性だ。

「やぁ、清貴くん」

　男性は振り返って、柔らかく微笑んだ。




　――私たちは、芥川先生とともに本堂を出て、ベンチに並んで腰を下ろした。

「わたしは三十三間堂が好きでね。よく、ここに来ては、ああして眺めているんだよ」

　手にしている水筒の蓋を開けて、口に運ぶ。

「先生の描かれた風天の掛け軸は、三十三間堂で着想を得たとか」

「ああ、わたしだけではなく、國代くん、片平くん、村上くん、時宗くん、中村くんとともにここに来たんだ。『自分たちも後世に残せるようなものを』と意気込んでね……わたしは風を神格化したといわれる風天がとても好きで、自分が一番得意とする『絵』で、残したいと思ったんだよ」

「とても思い入れがありそうですが、その風天の掛け軸を柳原先生にお売りになった経緯は、なんだったのでしょうか？」

「いやいや、まぁ、わたしの家に遊びにきた柳原くんが、風天図を見てどうしても欲しいというものだからね。作家が持っているより、名の知れた鑑定士の手に渡った方が、多くの人の目に触れるかもしれないと思ったんだよ。何より、芸術家には金に困っている人間のほうが多いものだ」

　彼はそう言って、気恥ずかしそうに頭をかく。

　一番の理由がそこにある気がした。

　その後もホームズさんは芥川先生にいくつか質問をして、お礼を言って私たちは三十三間堂を後にした。
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　優子さんの母親、雅まさ美みさんが骨董品店『蔵』に訪れたのは、その日の夜。

　閉店間際の午後七時のことだった。

　彼女は『蔵』の扉を開け、おそらくこの店に入りにくかったのだろう、ひどく身の置き場のない様子で、私たちのほうを向いて会釈をする。

「いらっしゃいませ、お待ちしておりました。優子さんのお母様ですか？」

　カウンターに座っていたホームズさんは立ち上がって、彼女の許に歩み寄る。

「はい、長谷川雅美と申します」

　彼女は気を取り直したように姿勢を正した上で、会釈をした。

　一見したところ、キャリアウーマンという雰囲気だ。

　黒のパンツスーツに白いシャツと、とてもシンプルなもののスタイルが良いせいかセンスが良く見える。凛とした雰囲気と、しっかりとした眼差しから、気の強さも感じられた。

「はじめまして、家頭清貴と申します。娘さんは雅美さんによく似てらっしゃいますね」

　そう続けたホームズさんに、私も、うんうん、と相槌をうつ。

　優子さんの姿は写真で見ただけだが、驚くほどによく似ている。

　生き写しと言っても良いほどだ。

「ええ、よく言われます」

　ホームズさんの穏やかな雰囲気に緊張がほぐれたのだろう、彼女は柔らかな笑みを返す。

「どうぞお掛けください、今コーヒーを淹れますね」

　とホームズさんは椅子を引いて、私に視線を移した。

「葵さん、少し早いですが『ＣＬＯＳＥＤ』の札を出しておいてください」

「はい」私はすぐに店の外に出て置き看板を中に入れて、『ＣＬＯＳＥＤ』という札をかける。

　店の看板を片付け、カーテンが閉められ、閉店となった『蔵』にコーヒーの香りが漂う。

　優子さんの母・長谷川雅美さんはカウンター前の椅子に腰を下ろし、ホームズさんの淹れたコーヒーを口に運んだ。

「……美味しい」

　カップから口を離すなり、雅美さんはまるで息を吐くようにそう告げた。

　本当に心から美味しいと思ったのだろう。

　私もカウンターの端に座って、コーヒーを飲みながら、ホームズさんの淹れたコーヒーを美味しいと言ってもらえたことに、どうしてか少し嬉しくなる。

「それは良かったです。お仕事帰りなんですか？」

「ええ」

「それはお疲れ様でした」

　にこり、と優しく目を細めるホームズさんを前に、彼女は自嘲的な笑みを浮かべて目を伏せた。

「……娘が家出をしたきりだというのに、何事もなかったように仕事を続けているなんて、鬼のような母親でしょう？」

「いえ、そんなことは決して。ですが、あなたは優子さんの失踪をあくまで『家出』と信じていらっしゃるのですね」

　その言葉に、彼女は困惑の表情でホームズさんを見詰め返す。

「え、それはどういうことですか？　だって優子は自分のケータイを置いて、置き手紙をして、荷造りをして出て行ったんですよ？　疑いもなく家出でしょう？」

「そうかもしれませんが、事件性については考えられなかったのでしょうか？」

「事件性は……」

「まだ十六歳の彼女が、成人男性と交際を始めたことについて、どう思われていましたか？」

　質問を変えたホームズさんに、雅美さんは弱ったように肩をすくめる。

「恥ずかしながら、私も高校時代、三十代の男性とお付き合いしていた経験がありまして、そのせいか、あまり問題視してなかったんですよ」

「高校時代に三十代男性とですか……」

「は、はい、塾の講師で、私自身がもともと年上の人が好きだったんです。……前の夫の小松は同い年でしたけど」

　だから上手くいかなかったのかもしれない、というニュアンスの口調で言う雅美さんに、横で聞いていた私は思わず苦笑した。

　それにしても、オーナーの彼女で利休くんの母である好江さんもそうだけど、世の中には、うんと年上の男性が好きな女性が結構いるのかもしれない、

　思えば私とホームズさんも、五つとなかなかの年の差だ。

「あなたを前にしまして、どうも父親の小松さんよりも悲壮感が感じられません。どこか諦めている雰囲気がありますね」

　ホームズさんは少しの間の後、しっかりと雅美さんの目を見てそう零す。

「……えっ？」

「『心配で心配で仕方がない』という雰囲気が感じられないのです」

「それは責めているのでしょうか？」

「そうではありません。そういう気持ちになるほどに、あなたは娘さんとやり合ったのでしょう？」労わるような目を見せたホームズさんに、雅美さんは動きを止める。

「世間一般に思う十六歳よりも、優子さんはしっかりしていて頭が良く、何より自分の考えを曲げなかった。あなたは『そんな優子が決意をして出て行ったなら、もう仕方ない』と思ってしまっているのではないでしょうか？」

　ホームズさんがそう続けたことで、雅美さんは目を見開く。

　少しの時間、対たい峙じしただけで、どうしてそんなことが分かるんだろうと圧倒されているのが伝わってくる。

「ですが、優子さんが出て行くまでに至った、最後のきっかけはなんだったのでしょうか？」

　雅美さんの肩がぴくりと震えた。

「今まで散々やり合いながら、優子さんにとって出て行く決定打となったきっかけがあったのではないですか？　もしかして、あなたに再婚の話が持ち上がったとか……」

　その言葉に、雅美さんは苦い表情で首を横に振る。

「再婚とかではないです。私は大きな失態を犯してしまったんです」

　失態？　と、横で聞きながら、私は眉根を寄せた。

「私は小松との離婚を経て、結婚に向いてないと思い、再婚するつもりはなかったんです。その気持ちは今も同じで……」ぽつりぽつりと、雅美さんは静かに零す。

　ホームズさんは何も言わずに、相槌をうっていた。

「ですが、『恋愛』はしたいと思っていました。結婚願望のない私の前に現れたのが今の彼です。彼は既婚者で」

　言い難いのだろう、最後の言葉はとても小さかった。

　ホームズさんは察した様子で、なるほど、と頷く。

「優子さんは、あなたが不倫をしていることを知らなかったわけですね」

「――はい」

「お相手の男性は、優子さんも知っている方なんですか？」

「ええ……優子の塾の講師です」

　その言葉には、私も驚いて思わず目を剥むいた。

「それを、優子さんに知られてしまったわけですね？」

「……はい。ある日、優子が友達の家に泊まりに行くというので、私は彼を家に呼びました。いつもコソコソと会っている私と彼はとても開放的な気持ちになりまして、若いカップルのように過ごしていました。そこに突然、優子が帰ってきまして……」

　そこまで言って口を噤つぐんだ雅美さんに、ホームズさんは黙って相槌をうち、私は絶句してしまっていた。

　もし自分が家に帰って、母親が既婚者の塾講師と絡み合っていたら、私も家を飛び出したくなってしまうかもしれない。

「そのことを小松さんには？」

　ホームズさんが静かに問うと、雅美さんは首を振った。

「言ってません。言えませんでした。優子はその時、『汚い、不潔だ、出て行け』と捲まくし立てまして。何を言われても仕方ない状態だったのですが、その場に関係ないようなひどいことまで言われて、『出て行けって何よ、ここは私の家だ』って言い返したら、『それなら私が出て行く』と叫ばれまして……」

　そうして、その後、優子さんは荷物を纏めて出て行ってしまったというわけだ。

　雅美さんがどこか諦めモードなのも、仕方ないのかもしれない。

　ややあってホームズさんは、そっと口を開いた。

「……雅美さんは、娘さんの彼氏にお会いになったことはありますか？」

　雅美さんは何も言わずに、首を横に振る。

「スマホの画像やプリクラなどで、顔を見たことは？」

　そう続けたホームズさんに、彼女は苦笑して、また首を振った。

「あの子の彼は、優子がモデル活動をしている以上、一緒に写真を撮ったり、プリクラを撮るのは良くないだろうから、と撮るのを避けていたと言っていました。『私のことをすごく考えてくれているの』と、優子が何度も言っていて……」

「それで、あなたも『そうかもしれない』と思ったわけですね？」

　雅美さんはバツが悪そうにしながらも、頷いた。

「おかしいとは、思われませんか？」

　ホームズさんは穏やかな口調のまま、ほんの少し声のトーンを低くしただけなのに迫力を感じた。それは雅美さんも同じなのだろう、顔色がない。

「今になったら、おかしいと思います。でも、あの時は、優子の言葉から、私も『良い人』なんだと思い込んでおりまして……」

「まだ中学生だった優子さんの許に現れて交際に導き、エルメスのバッグをプレゼントするような男は、疑ってかかってお会いになったほうが良かったのではないでしょうか？　優子さんがしきりにあなたに、『私のことを考えてくれる良い人』と訴えていたのは、彼女自身、不安があったからなのかもしれませんよ」

　横で聞いていた私は、思わず大きく相槌をうった。

　私は自分の親に、ホームズさんの良さを訴えたりしない。

　それは、私が彼に対して、不透明で不安な部分がないからだ。

「確執のあったその夜、優子さんは『友達のうちに泊まりに行く』と言っていたんですよね？　誰のうちに泊まると言っていたんですか？」

　ぐっ、と俯く雅美さんに対して、ホームズさんはほんの少し口調を和らげる。

「……同じクラスの友人と言っていました」

「どうして、急に帰ってこられたんでしょう？」

　その質問に対しては、首を横に振る。

「分かりません。突然帰ってきて、私たちを見て、『どういうこと？』と捲し立てて、そのまま言い合いになってしまって……」と苦い表情で、俯いた。

「優子さんは、学校で孤立していたそうですよ。おそらく泊まりに行ったのは、友達の家ではないかもしれません」

「えっ？」

「彼の家に泊まりに行く予定だったのでしょう。それが、なんらかのかたちで中止になった。それは、たまたまあなたが内緒の彼を家に連れ込んでいた日だった、なんて――、すごい偶然だと思いませんか？」

　冷ややかに言うホームズさんに雅美さんは目を見開き、私は背筋が寒くなるのを感じた。

　黙って頷く彼女を前に、ホームズさんは眉根を寄せて顎に手を当てる。

「――偶然ならば、良いのですがね」

　ふぅ、と息をつき、ホームズさんは雅美さんを見やる。

「雅美さん、小松さんはあなたよりも、優子さんの身を案じています。それがどうしてか分かりますか？」

「わ、私に愛情がないからとでも言いたいの？　たしかに失敗はしたけれど、愛してきたわ！　側にいなかった小松がなんだっていうのよ！」

　雅美さんは急にヒステリックな声を上げるものの、ホームズさんは平静な表情のまま。

「愛情の重さ云々ではありません。小松さんは男ですから、男のえげつない欲望も知っています。ですから、優子さんがどんな目に遭うのか恐ろしくてならない、身を案じて仕方ないのですよ」

　ホームズさんの言葉に、雅美さんは絶句し、店に静寂が訪れる。

　コチコチと時計の針が進む音が、店内に響く。

　雅美さんは俯き、一筋の涙を零した。

「私、本当に馬鹿な母親ですよね」

　静かにそう洩らして俯いたまま涙を流す雅美さんを前に、ホームズさんはいつものようにハンカチを取り出そうと内ポケットに手を入れかけて、ピタリと動きを止めた。

　あらためて、という様子で雅美さんに顔を向けて、ジッと見る。

「あ、あの？」

　その姿に戸惑う雅美さんに、ホームズさんはさらに上体を乗り出して、彼女の顔を覗くように見た。

「突然ですが、雅美さん、過去に僕と会ったことはありましたか？」

「えっ？」

「優子さんの写真を拝見した時に、以前にお見掛けしたことがあるような気がしたのですが、それは優子さんではなく、あなただったのかもしれないと思いまして」

　ホームズさんはようやくハンカチを取り、雅美さんに差し出す。

「い、いえ、今日が初めてだと思います」

「雅美さんは、美術関係のイベントやパーティに参加されたことはありますか？」

「それは、何度かあります。出版関係の会社に勤めておりますので、お付き合いで」

「そうですか。それでは一方的に、僕があなたを見掛けたことがあるのかもしれませんね。失礼いたしました」

　ホームズさんはどこか腑に落ちない様子ながらも、そう言って柔らかく微笑む。

「あの、私はこれからどうすれば……」

「そうですね……。あらためて、担当してくださっている警察にすべてを伝えてください。あなたの必死さで、単なる『母親に反発した不良少女の家出』から『深刻な事件』に受け取り方が変わる可能性もあります」

「……はい」

　雅美さんは真摯な表情で、強く頷いた。
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　阪急烏丸駅を出ると、ちょうど四条烏丸の交差点に面する。

　石造りの建物が印象的な都市銀行、ショッピングモールに囲まれたこの交差点は、なかなか都会的ではあるものの、やはり八や坂さか神社へと続く四条通を眺めると、京都市独特なものを感じさせる。

　小松勝かつ也やは四条通を西へと進み、とあるカフェに入った。

　ちょうど夕食時であり、ほとんどフードを扱っていないこのカフェには、いつもより客が少ない。

　窓際に大学生らしき青年が座っているのを見て、小松はそのまま彼の許に歩み寄った。

「菊きく池ちくん、かな？」

　小松が静かに声をかけると、彼は顔を上げて、はい、と頷く。

　細すぎるとも思えるひょろりとした体に、短めの黒髪と眼鏡。白シャツにジーンズ姿で、いかにも真面目な大学生であることを感じさせる。

「今日はわざわざすまないね」と、小松は対面に腰を下ろすと、彼は「いえ」と首を振る。

「あらためて、探偵の小松といいます。電話でも伝えたけれど、今回の白しら崎さきくんの件を調べるように依頼を受けていてね。君は白崎くんの家庭教師をつとめていたのには間違いないんだよね？」

　その問いに、菊池はこくりと頷く。

　白崎とは、先日、大麻所持で逮捕された私立有名進学校の生徒だ。

　小松はオーダーしたコーヒーがテーブルに届くなり、早速、とばかりに上体を乗り出す。

「君が白崎くんの家庭教師になったのはいつ頃から？」

「一年と一か月前です」

「どういう経緯で？」

「京大家庭教師派遣に登録していたので」

「なるほど。一年一か月前ということは、去年の春先からというわけだ」

「はい」

「白崎くんは優秀な生徒だった？」

「ええ、優秀でした」

「彼が君に悩みを打ち明けたりしたことはあった？」

「ありません」

「そうか、雑談とかしたりしないの？」

「ほとんどしません。自分は勉強を教えることだけに徹していまして、プライベートには関わらないようにしてます」

　淀みなく、聞かれたことだけに必要最低限に答える菊池を前に、彼の頭の良さと警戒心を感じ、小松はほんの少し頬を緩ませる。

「白崎くんの事件について、君はどう思った？」

　その質問に、彼は初めて言葉を詰まらせた。

「……それはやはり、ショックでしたね」

「意外に思った？」

「はい。ですが、半年くらい前から、変わったなと思うことはありました」

「どんなふうに？」

「以前はシンプルな部屋だったんですが、急に装飾をし始めたんです」

「装飾というと？」

「アジアンテイストですね。曼まん荼だ羅らのタペストリーや帝たい釈しゃく天てんの置物を飾り、お香を焚いたりしていまして、趣味が変わったんだなと思っていました」

「アジアンテイスト、ね」

　小松は彼の言葉をメモしながら、ハッとして顔を上げる。

「帝釈天の置物って、どんなのだったか覚えているかい」

「銅製で、象の上で足を組んでいる姿です」

　小松はメモしながら、もしかして、と息を呑む。

「その大きさとか、覚えている限り詳しく教えてもらいたい」

　身を乗り出す小松を前に、菊池は「はあ」と間の抜けた声で相槌をうった。
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「――帝釈天の置物が、例の生徒の部屋に……」

　ホームズさんはスマホを耳に当てた状態で、興味深そうに相槌をうつ。

　私たちは寺町通を四条に向かって歩いている最中で、スマホが鳴ったことで足を止め、通行人の邪魔にならぬよう通路端に身を寄せていた。

　錦にしき市いち場ばが近いこともあってか、夜のアーケードは、昼とはまた違った賑わいを見せていて、人出が多い。

　電話の相手は小松さんだろう、と私は隣で電話をしているホームズさんを見上げる。

　パーティで知り合った塾講師のつてで、大麻所持で逮捕された高校生の家庭教師と面会できることになり、今日会ってくると話していたからだ。

　おそらく、家庭教師との話が終わったところなのだろう。

「分かりました。それでは、それが届きましたら、村上先生に確認したいと思います。はい、それでは失礼いたします」

　ホームズさんは電話を切って、私のほうを向いた。

「小松さんですか？」

「はい。あの高校生の部屋に帝釈天の置物があったそうです。小松さん曰いわく、『もしかしたら、盗まれた品のひとつじゃないか』と」

「そ、そうなんですか？」

「帝釈天の置物があったというだけで、あの盗難品と結びつけるのは、いささか強引ですが、可能性はゼロではありません。部屋に置かれるようになったのは、半年前ということで、時期も合いますしね」

「そ、それでどうするんですか？」

「小松さんは、家庭教師に事情を話し、可能ならば帝釈天の置物の写真を撮ってもらうようお願いしたそうで、彼はこれを引き受けてくれたとか」

「その画像が届いたら、制作者の先生に確認を取るということですか」

「はい、村上靖先生ですね」

　私たちは話しながら、アーケードを抜けて、四条通に出る。

「でも、もし本当に盗難品だとしたら、彼が盗んだということでしょうか」

「どうでしょう、部屋には『帝釈天』しかなかったようです。盗んだのが誰かは分かりませんが、おそらく他のものは、別の誰かが持っているのかもしれません」

「つまり、十二の作品は、別々の十二人の許にあるということですか？」

「ええ、そう思います。おそらく、気取っているのでしょうね」

「気取っている？」

「『十じゅう二に神しん将しょう』をですよ」

　ホームズさんはそう言って、冷ややかな目のまま口角を上げた。

「……十二神将って？」

　ホームズさんを見上げたまま、私は首を傾ける。

「十二神将は仏教におけるの天部――天界に住むもの総称ですが、その神々でして……」

　と、ホームズさんを説明を始めた。

　十二神将とは、帝釈天、宮く毘び羅ら大将、金こん剛ごう力りき士し、頞あ儞に羅ら大将　（風天）、迷め企き羅ら大将、安あん底ち羅ら大将、珊さん底ち羅ら大将、波は夷い羅ら大将、摩ま虎こ羅ら大将、真しん達だ羅ら大将、招しょう杜と羅ら大将、毘び羯か羅ら大将、以上の十二神。薬師如来の十二の大願に応じて十二の刻限、十二の月、十二の方角を護るという武神であり、守護神だそうだ。

「各神将はそれぞれ、七千の眷けん属ぞくを率いているそうですよ」

　話を聞きながら、私は「へぇ」と相槌をうつ。

「だけど、その十二神将を気取ってるって、どういうことでしょうか？」

「……今はまだはっきりとしたことは言えませんが、どうにも、嫌な予感がしますね」

　ホームズさんの頭の中では、仮説が整いつつあるのかもしれないが、今はまだ口にできる状況ではないのかもしない。

　なんとなく口を閉ざし無言のまま歩いていると、すぐにセミナー会場であるビルが見えてきて、私たちは足を止めた。

　入口付近に小松さんが立っていて、私たちを目にするなり、「よお」と手を上げる。

「小松さん、どうされたんですか？」

　たしか、ついさっきまでホームズさんと電話で話していたはずなのに、と瞬く私に、小松さんは肩をすくめる。

「あんちゃんと電話切ったあと、これを見て急に思い立ってすぐに地下鉄に乗ってきたんだよ」と、小型のタブレットを取り出して、ホームズさんに見せる。

　そこには、イベントセミナーの名称が羅列していた。

「これは、自己啓発系のセミナー一覧ですね」

「ああ、京都市内のセミナーを調べていたら、このセミナーだけが約一年前から始まっていた。しかも、主に学生に向けたもの……どうにもきな臭い。俺も参加する」

　真しん摯しな眼差しを向ける彼を前に、ホームズさんは嬉しそうに相槌をうつ。

「……それは心強いです。ですが、ここからは僕たち三人は『他人同士』ということでお願いします。終わりましたら、目の前のカフェで落ち合いましょう」

　対面に見えるビルのカフェを目線で示したホームズさんに、私たちは頷いた。
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　ビルにはホームズさん、私、小松さんと時間差で入った。

　エレベータを出ると、オフィスの会議室のような部屋があり、その前に『メンタル・サポート・セミナー』という看板と、受付のテーブルがあり、二十代半ばのふんわりとした雰囲気の女性が立っている。

「ようこそおこしくださいました。お名前は……」

「あ、真城葵です」

　セミナーの申し込みは、事前にネットでしている。彼女は名簿にチェックを入れて、

「参加費は、学生さんは初回無料となります」にこりと微笑む。

「ありがとうございます」と、私は思わず頭を下げる。

「それでは、こちらにどうぞ。そして待っている間に、こちらのチェックシートにご記入お願いいたします」

　にっこり笑ってセミナー用の冊子や、チェックシートを差し出す。

「ありがとうございます」

　それらを受け取り、私が部屋に入る頃、小松さんがやって来て、

「すみません、予約してないんですが、このチラシを見て急に参加したくなりまして、大丈夫でしょうか」と、あえてなのだろう、気弱そうに尋ねていた。

　通路から見た部屋の雰囲気は、『オフィスの会議室』だったが、中に入ってみると、予備校の教室のようだった。

　白い長テーブルが左右に並列し、それが八列で十六卓。

　ひとつのテーブルは、ゆうに三人並んで座れるスペースがあるものの、椅子は二脚ずつ。

　前のほうにはすでに参加者が座っていて、スタッフが「入った順に、前からお願いします」と声をかけている。

　私は指示に従い、前から五列目の窓側テーブル中央側に座った。

　ホームズさんは、ひとつ前の通路側テーブルの中央側。私から見て、斜め前の席だ。

　小松さんもどうやら飛び入り参加を許可してもらえたようで、七列目のテーブルについていた。

　小松さんの入場を確認した後に、私はあらためてホームズさんに視線を移す。

　私の存在に気付きつつ、見ようともしていない。

　とても冷ややかな横顔は、本当に赤の他人のようで、ほんの少しの寂しさと同時に、『さすが』とも思わされる。そんなホームズさんは、すでにチェックシートに記入を始めていて、私もいそいそと筆記用具を取り出した。

　０１．体がだるく疲れやすいと感じていますか？

　いいえ／ときどき／しばしば／つねに

　０２．以前よりも騒音が気になりますか？

　いいえ／ときどき／しばしば／つねに

　０３．最近、気分が沈んだり気持ちが重くなることはありますか？

　いいえ／ときどき／しばしば／つねに

　０４．音楽を聴いて楽しいですか？

　いいえ／ときどき／しばしば／つねに

　０５．一日のうち朝は特に無気力ですか？

　いいえ／ときどき／しばしば／つねに

　０６．議論に熱中できますか？

　いいえ／ときどき／しばしば／つねに

　そんな項目が並ぶチェックシートで、質問は全部で二十ほど。

　他には、眠れない時があるか、頭痛に悩まされていないか、人間関係がつらいと感じているか、といったものだ。

　すべての記入を終えると、スタッフがすぐに回収してくれる。

　気が付くと、教室はほぼ満員になっていた。

　三分の二が高校生で、あとはサラリーマンと思われる中年男性が多いため、小松さんだけが浮いているということもない。

　時計の針が夜七時を指したところで、カチャリと扉が開き、眼鏡をかけた優しい雰囲気の青年が姿を現した。

　一見したところ、三十代前半といったところだろうか。

「こんにちは……じゃなくて、こんばんはでしたね」

　そう言って青年講師は、照れ笑いを見せる。

　挨拶も元気いっぱいに声を上げるというわけではなく、それでいて明るく心地の良い口調だった。

　彼は嬉しそうに教室を見回して、

「みなさん、メンタル・サポート・セミナーへようこそお越しくださいました」と、目を柔らかく弓なりに細める。




　そうして、ふんわりした雰囲気の中でスタートした『メンタル・サポート・セミナー』は、いかに現代が窮屈であるかを切に訴え、そんな中、皆さんはとてもがんばっている、と参加者たちを労い、

『もう、どれだけ本音を言っていないですか？』

『そんなに自分を殺さないでください。そんなに空気を読まなくたっていいんです』

『もっと、自分を大切にしてあげてください。褒めてあげてください』

　そんなふうに訴える。

　言っていることは、至って当たり前で、特筆すべきことはないのかもしれない。

　それでも独特の話の間で、とてもシンプルな言葉を胸に訴えかけるように投げかけ、参加者の心を解きほぐすように導くこのセミナーは、間違いなく二千円以上の価値があると思わされてしまい、気が付くと他の参加者同様、私も目頭を熱くさせていた。

　ちらりと後ろを見ると、小松さんが号泣している。

　ホームズさんも、口に手を当てて目を伏せていた。
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「……メンタル・サポート・セミナーをあやしいと思っていたんですけど、すごく良かったと思ってしまいました」

　落ち合ったカフェのテーブルに着くなりそう洩らした私に、既に席に座っていた小松さんが、激しく相槌をうつ。

「俺も、あやしいと思ってて悪かったよ。今、こんなにも心が軽い」

「本当ですよね。心の荷物を少し軽くしてもらったというか」

　そう言い合う私たちの姿に、ホームズさんは少し可お笑かしそうに口角を上げる。

「ホームズさん、なんですか、その意味深な笑いは」

「いえ、お二人に同行してもらって良かったと思いまして。他の方々もそうですが、こんなにも簡単に、心をつかまれるものなんですね」

「簡単って、ホームズさんもちょっと感動してましたよね？　口に手を当てていたりして」

　少し身を乗り出して私が言うと、ホームズさんは、ふふふ、と微笑む。

「ああ、あれはポーズですよ」

「ポーズ？」と、私と小松さんの声が揃う。

「皆さんが感動して泣いているときに、一人だけシレッとしているのは、しらけるでしょう？　ですから僕も、『感極まっているのを抑えている』ポーズを取ってみました」

　悪びれもしないホームズさんに、私と小松さんはあんぐりと口を開ける。

「そ、それじゃあ、ホームズさんはちっとも感動しなかったんですか？」

「ええ、ああしたセミナーで言うことは、大体どこも一緒でしょうし、内容は想像ついていました。大事なのは、同じ内容でも『話術』なので、今日の講師は、間を取るのがとても上手いなと感心していましたね。大体、『自分を優先に、もっと自分を大事にしてください』って。そんな言葉に、僕の心が揺れるわけないでしょう。僕はいつだって自分優先、自分をとても大事にしている男ですから」

　胸に手を当てて少し誇らしげに言うホームズさんに、私は顔を引きつらせる。

　なんていうか、ブレがない、まさに『安定のホームズさん』だ。

　そんな私の横で、小松さんは口をあんぐりと開けて絶句している。

「それよりも、僕はこんなものをもらったんですが、お二人はもらいましたか？」

　ホームズさんはそう言って、冊子に挟んだ紙を取り出して見せる。

　そこには、『チェックシートの結果、あなたの心は悲鳴を上げています。特別価格で次のコースをおすすめいたしますので、一度ご参加ください』と書かれている。

「あ、いえ、私はもらってないです」

「俺はもらった」と小松さんも同じ紙を出した。

「これって、もしかして男性にだけ？」と首を傾げた私に、ホームズさんは「いえ、違うでしょう」と首を振る。

「女性にも渡していましたし、何よりあのチェックシート、僕はあえて病んでいる人間を装った回答をしました。そのためでしょう」

「ああ、なるほど」

　素直と言っては聞こえがいいけれど、馬鹿正直で間抜けな私は、自分の心の通りに回答してしまった。

　私はよく眠れるし、食べ物もおいしく感じられるし、音楽も楽しく聴ける、と。

「……俺は素で回答したけど。実際、眠れねぇし、黙ってると嫌なことばかり考えるし」

「…………」

　小松さんの言葉に返答に困り、私は目を伏せた。

「そんなわけで、僕と小松さんはありがたく、『特別コース』とやらに通わせてもらおうと思います」と紙を手に、ふふっ、と笑う。

　それはまさしく、『あえて引っかかってやろう』という声色で、私は弾かれたように顔を上げた。

「で、でも、その、今回のセミナー、本当に悪いセミナーだったんでしょうか？」

「えっ？」

「ホームズさんが言ったように、たしかにああしたところで言われることは大体一緒かもしれませんが、あそこにいたほとんどの人の心が軽くなったと思うんです」

　そう続けた私に、ホームズさんは優しい表情で頷く。

「ええ、こうしたセミナーは、いわばマッサージのようなものです。現代社会に凝り固まってしまった心を優しく、時に強く解きほぐす。それは悪いことではありません。むしろ、そこでリフレッシュして、またがんばれる人も多いでしょう。怖いのは、その心地よさに依存しすぎてしまうことと、何よりその依存心を操ろうとする企みです」

「……操る」

　そう洩らした私に、ホームズさんは「ええ」と頷く。

「もし、葵さんがこのセミナーで心が救われたなら、それはとても良かったと思います。ですが、やがて『ここに来なければ心が楽にならない』となってしまい、そんなあなたの心を利用し、奪おうとする企みがあるならば、それは許せません」

　と、鋭い眼差しを見せたホームズさんに、私と小松さんは言葉を詰まらせた。

「……大体、ああしたセミナーの講師なんて、僕だってやろうと思えばできますよ」

　頬杖をつき、ふぅ、と息をつくホームズさんに、私と小松さんは『そうでしょうね』と、また頬を引きつらせる。

　ホームズさんがその気になれば、大人数の心をつかんで、意のままに操ることのできる恐ろしい講師になりそうだ。

「……なぁ、嬢ちゃん。また聞くけど、こんな男が彼氏で本当に恐ろしくないのか？」

「で、ですから、慣れました」

　ぼそぼそと話す私たちに、ホームズさんは顔をしかめる。

「人聞きの悪いことを言わないでください」

「まぁ、とりあえず、あんちゃんには、セミナーは必要ねぇな」

「ええ、自分でもそう思います」ふふふ、と微笑むホームズさん。

　その時、スマホが鳴動し、小松さんは「おっと」と手に取った。

　どうやらメールだったようで、画面を確認するなり、ごくりと息を呑む。

「……頭の良い奴は、やっぱり仕事が早いんだな」

「いえ、そうとも限らないと思いますが、もしかして、例の家庭教師の菊池さんからですか？」

「ああ、高校生の家に行って、『もしかしたら、部屋に置き忘れたものがあるかもしれない』と言って入ったらしい。そして早速、画像を送ってくれたよ」と、彼はホームズさんに画像を見せる。

　ホームズさんは画像を確認するなり、「これはこれは」と口角を上げた。

　それは銅製の置物で、鎧よろいを纏った仏――おそらく帝釈天が、象の上に座っている。

　右手に銛もりを持ち左手は腰に手を当て、右足を曲げて象の背に乗せ、左足は横に垂れている。帝釈天の表情は、目を伏せていて、『無』を思わせる。

　その一方で、象の目には迫力があり、牙がとても大きく立派なのが印象的だった。

「この画像、転送するから、作者の村上って人に確認取ってくれないか」

「ええ、もちろん取りますが、おそらく本物でしょう。僕は村上先生の他の作品を見たことがあるのですが、これは彼の創る表情であり、ラインです」と、ホームズさんは画像を確認したままそう言う。

「ということは、例の盗難品が、本当にあの高校生のところに行っていたということですね」

　信じられない、と零す私に、ホームズさんは苦笑した。

「ええ、まさかと思っていましたが、これは、本格的にあの高校生のことを調べないとならないと思います」

「……とはいえ、事件以来、あの学校は外部者を警戒してるって話だから、聞き込みには骨が折れそうだな」

　小松さんは息を吐いて、髪をくしゃくしゃと掻かく。

　それはそうだろう。私たちが突然、話を聞きに行ったところで、どこまで本当のことを話してくれるか……。

　いくらホームズさんが嘘を見抜ける人だとしても、肝心の情報を手に入れるのには、本当に骨が折れそうだ。

「それは大丈夫です。内部の人間に調査してもらいますので」

　笑顔で言うホームズさんに、『内部の人間って？』と、私たちは揃って首を傾げた。

「なんだよ、あの学校に知り合いでもいるのか？」

「そ、それって誰ですか？　ホームズさんの後輩とか？」

　同時に身を乗り出す私たちに、ホームズさんは可笑しそうに目を細める。

「利休ですよ。ああ、利休というのは僕の弟のような存在なんですが、あの学校の生徒なので、彼に調査してもらうことにします」

　小松さんに向けてまるで確定事項のように話すホームズさんの横顔を眺めながら、私は眉根を寄せた。

「えっと、『調査してもらうことにします』って、利休くん、引き受けてくれますかね？」

「ええ、彼は僕の頼みなら、なんでも聞いてくれますので」

　さらりとそんなことを言うホームズさんに、私は絶句してしまう。

　今まで利休くんがホームズさんに対してわがまま放題なのかと思っていたけれど、どうやらそういうわけでもなさそうだ。

　思えば、西にし京きょう極ごくスタジアムでのサッカー観戦の時も、『僕には利休という弟のような存在がいまして、店番は彼に頼むことにします』と、利休くんの確認を取らずに言っていた。

「利休なら、きっと彼の人間関係をきっちり洗い出してくれますよ。とても出来る子ですから」

　そう言って目を三日月の形に細めるホームズさん。

「すでに信者がいるのか」と零して言葉をなくす小松さんを横目に、私は『はい、まさに信者です』と、静かに相槌をうった。
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　――この僕・滝山利休が、嵯さ峨が野のにある京都市内で五指に入るであろう私立の中高一貫進学校に通うことにした理由は、ただひとつ。

　家から一番近かったから。

　本当は敬愛する清兄の母校に進学することも考えたんだけど、家から通うには少し遠い。

　僕にとって、朝ゆっくりできるというのは、何より代えがたいもの。

『清兄の後輩』という称号は惜しかったけれど、通学時間短縮を選んでしまった。

　だって中学から高校卒業までの六年間を考えると、通学時間短縮は魅力的だ。

　私立ということでスポーツにも力を入れていて、おかげで幼い頃より励んでいた柔道にも力を入れることができて、学校の勧めで約一年間フランスに留学させてもらえた。

　選んだ理由は単純なものだけど、僕自身この学校を気に入っていたし、他の生徒もこの学校の生徒であることを誇りに思っているのは伝わってきている。

　だからこそ、衝撃的だった。

　成績優秀で知られる三年生の白崎卓すぐるが、大麻所持で逮捕されたというニュースを聞いた時は――。

　彼が逮捕された翌日、全校集会が開かれ、校長が壇上から彼が退学処分になったこと、学校側がどれだけ嘆かわしく思っているか、彼がどれだけ将来を棒に振ったかということを嫌というほどに訴えていた。

　しばらくざわめいていた校内だけれど、肝心の白崎先輩は退学になったわけだし、今やすっかり嵐が過ぎ去ったような雰囲気だ。

　僕自身もその事件への興味が薄れている頃、まさか清兄から、あんなことを頼まれるなんて。

　どうしても口許が緩んでしまうのを感じながら、早く昼休み時間にならないかなと窓の外に目を向ける。

　広いグランドでは、今日も誰かがトラックを走り、サッカーゴールに向かってボールを蹴っている姿が目に入る。

　緑豊かなこの嵯峨野の地で心身を鍛え、誰もが文武両道の生徒であることを目指している、まるで健全を絵にかいたようなこの学校にとって、あの事件は本当に手痛いスキャンダルだったに違いない。

「利休、何にやついてんの？」

　横から声がして振り向くと、ショートカットの女生徒が、僕の顔を覗いている。

　彼女の名は、一いち之の瀬せ遥はる香か。

　家が近所で幼稚園と小学校が一緒で、中学だけは離れたものの、彼女は高校からこの学校に入ってきた、まぁ、簡単に言うと幼馴染み。真っ黒な髪はよく跳ねていて、陸上をやっているため、肌が日焼けしていて、体が引き締まっている。

　少女というよりは、少年のような雰囲気だ。

「うん、ちょっと嬉しいことがあって、ついにやけちゃうね」

　素直にそう答えると、遥香は割と大きめの目をさらに見開く。

「う、嬉しいことって？　どんないいことがあったの？　あ、あー、もしかして彼女ができたとか？」

　好奇心旺盛なためか、遥香はゴシップ記者のように野次馬根性丸出しで身を乗り出す。

　僕はそんな遥香に一瞥をくれて、息をついた。

「そんなんじゃないよ。清兄に頼まれごとをされただけ」

「清兄に？」と、今度は小動物のような目を見せる。

　ちなみに遥香も清兄のことをよく知っていて、僕同様に彼のファンだ。

　まぁ、当たり前だけどね。清兄は容姿端麗で品行方正で温厚博識、関わってしまったら憧れずにはいられない。それは無理はないと思う。

　憧れたり、恋心を抱くのは勝手だけど、勘違いする輩が出てくると苛立ちが生まれる。

『いやいや、あんたに清兄はつり合わねーから。身の程を知れ』と。

　幸いなことに、遥香は純粋に憧れを抱いているだけで、恋心とは違うらしい。

　また、たとえ恋心を抱いていたとしても、遥香は自己評価が低いから勘違いすることはないだろう。

　ああ、思い出しちゃったな。葵さんに初めて会った日のこと。

『こんな平凡な人に、清兄の心を持っていかれてしまった』と気付いた時の衝撃を……。

　そう、本当は、はじめから分かってたんだよ。清兄が、あの娘が好きだってことくらい。

　あの娘が店に入ってきた瞬間の、清兄の顔を見たら。

　あんな標準女を前に、バックに花を散らす勢いの笑顔を向けて、好き好きオーラを全開にして、ちょっとしたことで一喜一憂したりして、一体何事かと思ったくらいだったし。




　幸いにも彼女のほうが清兄の気持ちに気付いていないみたいだから、二人がくっつく前にクラッシュしたかったのに、なんだか失敗に終わったし。

「…………」

　まぁ、清兄が幸せみたいだからいいんだけど。今も面白くないけれど。本音を言えば、早く別れろと思ってる。

　葵さん自身が嫌いなわけじゃないんだけど、清兄の隣にはいてほしくない。

　それなら、元斎さい王おう代だいの佐さ織おりさんが良かったな。

　本当にお似合いに見えたし、僕も心から祝福できたに違いない。こんなことを言ったら、清兄はきっと口をきいてくれなくなりそうだから、黙ってるけどね。

　実際、葵さんと交際を始めたという報告を受けた時、

『利休、僕の彼女に意地悪しないでくださいね』と、しっかり釘を刺されてしまった。

　しかし、『僕の彼女』って、なんなんだろう、これみよがしに。絶対、言いたかっただけだよね。そんなふうに浮かれている清兄も、ちょっと嫌なんだよ、本当は。

　でも、仕方ない。僕は主君の幸せを祈るのみだ。

「清兄が利休に頼み事って、すごく珍しいよね」

　しみじみと言う遥香に、僕は我に返って強く頷く。

「そう、たまにはあるけど、滅多にないことなんだ。だから嬉しくて」

　そう、僕はいつだって清兄の役に立ちたい。常に軒下で指示を待ち、待機している家臣状態だ。

「それはどんなこと？　私にも手伝える？」

　真摯に尋ねる遥香に、僕は腕を組み、うーん、と唸った。

　遥香には人脈があり、僕とは違った顔の広さを持っているし、女子の情報網は侮れない。何より彼女はとても口が堅く、信用は置ける。協力を仰いだほうが、より多くの情報を得ることができるだろう。

「……分かった、遥香。君にも協力してもらう。ただし、僕たちだけの秘密にしてほしいんだ」

「う、うん」

　僕の言葉に、遥香はまるで子供のように目を輝かせて頷いた。
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　利休くんが『蔵』を訪れたのは、翌週の土曜日。

　店の柱時計が午後三時を知らせる頃に、『カラン』とドアベルが鳴った。

「清兄、お待たせ」

　利休くんは片手を上げて、明るく店に足を踏み入れる。

　今日の彼のスタイルは、頭にキャスケットをかぶり、白いシャツにはファッション用のネクタイ、下は割とぴったりとしたハーフパンツ。ショルダーバッグを肩から斜めにかけていた。

　よく似合っているけれど、このスタイルは一体……。

　何かのコスプレなんだろうか、と私が思っていると、バインダーを手に在庫チェックをしていたホームズさんが振り返って、愉しげに目を細める。

「ああ、いらっしゃい、利休。その格好は『少年探偵団』気取りですか？」

「そう、よく分かったね、さすが」

「あなたは相変わらず、形から入るのが好きですね」と微笑むホームズさん。

　だけど、はっきり言って、人のことは言えないほどに、彼も割と形から入るタイプだ。

「ありがとう」

　すると、照れたようにえへへと笑う利休くん。

　いや、一言も褒めてない気がするのだけど。

「で、これが調査の結果だよ」

　利休くんはカウンターの上に茶封筒を置き、そのまま椅子に腰を下ろした。

　その茶封筒は紐付きで、『丸秘』印が押されており、『いかにも』な雰囲気だ。

「なんだか、期待できそうですね」

　ホームズさんは対面に回って、茶封筒を手に取り、

「ああ、その前にコーヒーを淹れますね」と、再びカウンターに置く。

「ううん、今日は僕が紅茶を淹れるよ。美味しい茶葉を持ってきたんだ。だから、ゆっくり報告書を確認してて」

「ありがとうございます。利休の淹れるお茶はとても美味しいので、楽しみですね」

　ホームズさんは嬉しそうな表情で椅子に腰を下ろし、茶封筒から報告書を取り出す。

　私は、はたきを置いて、いそいそと利休くんのいる給湯室に急いだ。

「利休くん、良かったら手伝うよ？」

　遠慮しつつ声をかけると、利休くんは予想通り首を振った。

「別に大丈夫。仕方がないからあなたの分も淹れてあげるから、座ってなよ」

　利休くんは、戸棚からカップ＆ソーサーを三客取り出して並べる。するとカウンターのほうからホームズさんの声が届いた。

「利休はその名に恥じず、お茶を淹れるのがとても上手なんです。お客さんもいませんし、葵さんもどうぞお掛けください。休憩にしましょう」

「はい」

　私は遠慮しつつ、ホームズさんの隣に腰を下ろした。

　いつもは彼の対面に座ることが多いのだけど、隣に座っていたほうが、お客さんが来た時にすぐに気付ける。

　また、利休くんが紅茶を淹れる様子も、ここからならよく見えた。

　ヤカンを手にまずガラス製のティーポットとカップにお湯を注いで温め、その後、ポットのお湯を捨てて人数分の茶葉を入れている。

　沸騰したヤカンのお湯をティーポットに注いで、すぐに蓋をして蒸らし、腕時計に目を落とす。三分くらい経ってからだろうか、ティーポットの中をスプーンで一回かき混ぜて、紅茶の濃さが均等になるように手際よくカップに淹れていく。

　いつもはコーヒーの薫りが漂うこの店も、今は紅茶の良い薫りが広がっていた。

「お待たせ、清兄」

　ホームズさんの前に、カップ＆ソーサーを置き、次に私の前、最後に自分の座る席の前に置き、利休くんは腰を下ろした。

「ありがとう、利休くん。いただきます」

　私は早速、紅茶を口に運んだ。

　芳ほう醇じゅんな香りと、砂糖が入っていないというのに感じるほのかな甘みと口当たりの良さに、思わず目尻が下がる。

　紅茶と言えば、どこか渋さを感じていた私にとって、今までにない味わいだった。

「……本当に美味しい」

　ホームズさんが手放しで褒めるのも、納得の美味しさだ。

「それは、ありがとう」

　素っ気なく言いつつ、この時ばかりは、利休くんも素直に嬉しそうに頬を緩ませる。

　笑顔だけは天使のように可愛らしい子なのに、いかんせん性格が、と思わずそんな考えが過よぎった。

　一方のホームズさんは、報告書に目を向けたまま、カップに手を付けてもいない。

　どうやら、集中モードに入っているようだ。

　ホームズさんは時折、こうして集中モードに入ることがある。

　店の棚にある美術資料を開き、立ったまま読み耽ふけっていることも、時々あった。

　そうした時、一度や二度、声をかけても気付かない場合が多い。

　こんなことで、一人で店番をしている時は大丈夫なのだろうか、と心配になるものの、『カラン』というドアベルの音には反応するようで、『お客さんが入って来たのに気付かない』という状況になることはないようだ。

　利休くんも、ホームズさんにスイッチが入っているのを重々承知のようで、何も話しかけず、自分の淹れた紅茶を口に運び、満足そうに頷いていた。

　ホームズさんは報告書を読み終えて、大きく相槌をうった。

「よくここまで調べてきましたね」

「うん、今のうちの学校の生徒会長って、女の人なんだけど、その人に後ろから抱きついて聞いたんだ」

　さらりとそう言う、利休くん。

　眼鏡をかけた知的な女生徒会長に、甘えて抱きつく利休くんの姿が容易に想像がついた。

　それでも……。

「そ、そんなことして怒られなかった？」

　思わず尋ねた私に、利休くんは悪びれもせずに頷く。

「そりゃ、最初は怒るよ。『滝山くん、セクハラよ！』って。でも、『わぁ、先輩は僕のことちゃんと男の子だと思ってくれてるんだ、嬉しいなぁ。いつも女の子扱いされるからさぁ、嫌になるよ』って、ちょっと悲しそうな顔を見せてね。そうしたら会長が少し同情の目を見せてくれたから、その時に、『僕、実は白崎先輩と親しくしていたから、今回のことが信じられなくて。先輩は何か知ってる？　些細なことでもいいんだ』って目をウルウルさせながら聞いたら、『実はね……』って感じで、少しずつ」

　圧倒されて言葉を失くす私の横で、ホームズさんは愉しげな表情を見せる。

「それは、あなただから使える技でしょうねぇ」

「そうかな？　清兄にも使えると思うよ。特に年上の女の人相手なら、イチコロだと思うな。試してみれば」

　そう言って私のほうを向き、にっ、と意地悪な笑みを浮かべる利休くんに、私はギョッとして肩をすくめた。

「僕にも使えますかね？　それでは、葵さんに試してみようかと思います」

　今度はそんなことを言い出すホームズさんに、別の意味でギョッとして頬が熱くなり、利休くんは『嫌なことを聞いた』という表情を見せた。

「調査だけどさ、遥香も手伝ってくれたんだ」

　すぐに話を変えた利休くんに、ホームズさんは懐かしい名前を聞いたとばかりに、

「遥香ちゃんが？」と瞬き、「ああ、遥香ちゃんというのは、利休の同い年の幼馴染みで、利休と同じ高校に通っているんですよ」と私に説明してくれる。

「うん。遥香は口が堅いし、顔も広いしね。いい仕事してくれたよ」

「それは遥香ちゃんに、お礼をしなければなりませんね」

「いいよ。遥香へのお礼は僕がするから。僕が頼んだことなんだからさ。それより、清兄、僕のお願いを聞いてくれるんだよね？」

「もちろん、約束ですからね。それでどんなお願いが？」

　一体、利休くんはホームズさんにどんなお願いごとをするというのだろう。

　なんだかハラハラしてしまう。

「今度さ、東京に付き合ってほしいんだ。父さんに呼ばれててさ、二人きりなんて嫌なんだよ」と利休くんは肩をすくめた。

「……東京ですか。分かりました。今回の騒動が落ち着いたらになりますが、一泊二日くらいなら都合つけられます」

　頷くホームズさんに、利休くんは「やったぁ」と諸手を挙げた。

「――しかし、この調査書を見ると、白崎卓という生徒は、なかなか一筋縄ではいかない人物だったようですね」

　ホームズさんはそう言って、あらためて書類に目を落とす。

　一枚目には、問題の少年の画像が載っていた。

　ブレザーの制服を着た、どこにでもいそうな高校三年生という雰囲気だ。

　にこにこと微笑んでいる様子は、人畜無害そうに見える。

「白崎卓、十七歳。父親は銀行員で、母親はピアノ講師。校内での成績、優秀。風紀委員長で、教師からの信頼も厚く、一言でいうと『優等生』といったところ。しかし、これはあくまで表の顔」

「表の顔？」と私は顔を上げて、ホームズさんを見る。

「ええ、彼は随分、裏表の激しい人物だったようです」

　それは、ホームズさんのような感じなんだろうか、と私がひそかに思っていると、

「僕とは、また違いますよ」

　さらりと心の声に答えるホームズさんに、ごほっとむせた。

「家も裕福で、成績はトップクラス、教師からの信頼も厚い風紀委員の彼・白崎卓は、この学校のカーストの頂点にいた人間でした」

　その話から、私の頭にピラミッドの図が浮かんだ。

『スクールカースト』とはよく言ったもの。最下層の人間から頂点まで、学校内の身分制度は残酷なほどに明確なものだ。

「そんな彼は、陰湿ないじめの首謀者だったようです」

「……陰湿ないじめ？」

「ええ。陰では自分に盾たてをつく者、気に入らない者を裏から手を回して、皆に無視されるよう、仕向けていたようですね。ですが決して表立っていないため、彼が問題児であるというのは、表面化しませんでした。周囲の人間には『白崎くんは優しいけれど、怒らせたくない』という認識を与えていたようです。ですが、利休に話をしてくれた生徒会長は見抜いていたようですね。あと、風紀委員のメンバーもそうでしょう。特によく行動をともにしていたという、風紀委員の一人の佐さ藤とう洋よう介へいという生徒。どうやら、この彼は白崎の側近といっても過言ではなかったようです」

　ホームズさんは風紀委員のメンバーの資料をカウンターの上に並べて、そのうちの一人、佐藤洋介という生徒を指した。

「彼は親が海外在住で、西にし大おお路じのマンションに一人暮らしをしているんです。白崎はここによく通っていたようですね。……この彼の部屋の様子が、分かれば良いのですが」

　と言って腕を組むホームズさんに、利休くんが「部屋？」と首を傾げる。

「この人の家になら僕、入ったことあるよ。一人暮らしってこともあって、ちょっとした集まりとか話し合いに使わせてもらったことがあって」

「掛け軸はありましたか？」

「うん、あった。１ＤＫの部屋に、なかなかのインパクトで飾られてたよ」

「それは、迷め企き羅ら大将の掛け軸ですね？」

　確信めいた様子で尋ねるホームズさんに、利休くんは「うん」と頷く。

「そう、芥川秀栄先生の」

「ビンゴですね」とホームズさんは満足そうに口角を上げた。

「あの、どうして、この人……佐藤洋介さんの部屋に、迷企羅大将の掛け軸があると分かったんですか？」と身を乗り出した私に、

「西だからじゃないの？」利休くんがあっさり答える。

「へっ」思わず間抜けな声が出た。

「ええ、利休の言う通りで、単純なことなんです。十二神将は、十二の方角も意味しています。彼の住む家が京の中心部より西にあります。また、白崎くんの家は東南側でした。それで、もしかしたらと思ったわけです」

「や、やっぱり、それじゃあ、美術品盗難事件は、白崎くんが首謀者なんでしょうか？」

「いえ、葵さん、思い出してください。白崎くんの家にあった美術品はなんでしたか？」

「え、ええと、帝釈天の銅製の置物です」

「それは、元々誰が所有していたか覚えていますか？」

「……え？」

　誰だったかな？

　作者は村上さんという人だったけど、持ち主は違うんだ。

　そもそも、持ち主の話題になんてなっただろうか？

　そこまで思った時、ある人物が頭をかすめた。

「あ……もしかして、雨宮議員」

「そうです。帝釈天の所有者は、雨宮議員でした。ですが、彼は『盗まれていなかった』と取り下げたんです」

「そ、そうでした。息子が持ち出していたと言ってたんですよね」

　急にさまざまなことが思い出されて、私は、うんうん、と相槌をうつ。

「その息子は、史郎さんではないようでしたよね」

「はい。おそらく、公にできない息子・宏郎さんではないかと」

「宏郎さんが持ち出していたと仮定して、それが白崎くんの家にある。これがどういうことか分かりますか？」

「……二人に接点があった、ということでしょうか？」

「ええ、そういうことです。二人の接点を探ることにしますが……なんだか見えてきましたね」

　ホームズさんは、白崎卓の資料にトンと指を置く。

　利休くんは、うんうん、と相槌をうち、「そういえば」と、顔を上げた。

「清兄、この件の調査のためにメンタル系のセミナーに通うことになったって言ってたけど、あれはどうなったの？」

「あ、私もお聞きしたかったんです」

　ホームズさんは、例のメンタル・サポート・セミナーに小松さんと参加していた。

　すでに数回、参加しているらしい。

「二回目はチラシに記載している通りの価格で、三回目から跳ね上がって三万円になりました」

　ホームズさんは胸に手を当てて、愉しげに目を細める。

「さ、三万円？」思わず、私の声が裏返った。

「ええ、それも決して無理強いするわけではなく、『今までの価格は、少しでも多くの人を救いたいという価格であり、今後は本当に救われたい人だけ来てくれたらいい。三万円は決して安くはないけれど、これで人生が変わると思えば、安いのではないかと思います』ということを仰いましてね、ここで半数がセミナーを離れましたが、逆を言えば半数が残りました」

「ホームズさんと小松さんは残ったんですよね？」

「もちろんです。そうして、三回目のセミナーを終えた時、メンバーとして認められたのか、二泊三日の合宿を勧められました」

「合宿？」と私と利休くんの声が揃う。

「大おお原はらに武道家の道場があるそうで、そこをお借りして、心身を整える訓練をするようです。日程は金・土・日の二泊三日であれば、いつでも良いそうなんです。参加費用は六万円。学生は三万円だそうです」

「た、高いですね」

　うわぁ、と目を剥く私に、一方の利休くんは苦笑して頬杖をつく。

「でも、なんだかズルい値段設定だね。たしかに高いけど、びっくりするほど高額じゃないし、社会人でも学生でも、がんばれば支払えない額じゃないというか」

「ええ、僕も思いました。ですが、思っていた通り、どんどんきな臭くなってきましたよ」

「で、その合宿には、参加するんだよね？」

　利休くんは、興味津々で目を輝かせて身を乗り出す。

「ええ、もちろん。その道場に潜入することで、実態が分かるでしょう」

「大丈夫？　危険が伴ったりしない？　そういうのって、闇社会の組織がからんでいたりすることもあるじゃん」と利休くんはすぐに真顔になる。

　今までどこか面白がっていたけれど、ホームズさんがその渦中に入るとなると、話は別なのだろう。

『清兄のことは僕が守る』と言っていた言葉は、健在のようだ。

「大丈夫ですよ。ですが、利休にも、また手伝ってもらうかもしれません。その時はよろしくお願いします」

　そう言うホームズさんに、利休くんは「任せて」と誇らしげに胸を張る。

「利休くんは、ホームズさんの十二神将だね」

　私が少し笑って言うと、利休くんは心外そうな目を見せた。

「清兄は僕一人で護るから、十二人も必要ないし」

「あ、そうか」と私は妙に納得して、頷く。

　すると、ホームズさんがくすりと笑った。

「それに、もし利休が、十二神将なら僕は……」

　そこまで言いかけて、ホームズさんは「あっ」と洩らし、目を見開いて口に手を当てる。

「ホームズさん？」

「清兄、どうかした？」

　そんな私たちにホームズさんは何も言わずに、カウンターの後ろの戸棚をバタンと開けて、がさがさと何かを探し出す。

　冊子を取り出しては、パラパラと確認して、「載ってない」とカウンターの上に置き、瞬く間に冊子やパンフレットの山ができていた。

「ホームズさん、何を探しているんですか？」

「國代先生の盗まれた掛け軸の写真です」とホームズさんは、仏画が載っている冊子を取り出して確認しては、カウンターの上に置く。

「國代先生の掛け軸？」

「ええ、思い出したんです。小学生の時に見た、その掛け軸の絵を鮮明に」

　ホームズさんは、ここにも載ってない、と顔をしかめ、「そうや」と奥からフォトアルバムらしきものを持ってきた。

「アルバムですか？」

「ええ、これは僕が小学生の頃のもので、よく覚えてないんですが、國代先生の家にお邪魔した時に、たしか写真を撮った気もしまして」

　ホームズさんはアルバムをカウンターの上に置き、パラパラとめくっていく。

　次々に目に入る愛らしい小学生のホームズさんの姿に目尻が下がるものの、今はゆっくり見ることは許されない雰囲気があった。

「……ありました」と、ホームズさんは、あるページで手を止めた。

　和室で國代先生、オーナー、そしてホームズさんが並んで座っている写真だった。

　背後に掛け軸が飾られている。

　國代先生が、盗まれたとやりきれなさそうに言っていた、薬師如来の掛け軸だ。

　俯き加減のその姿は、とても美しく、仏というよりも、女神のように見える。

「！」

　私はすぐに、ホームズさんの言いたいことを理解した。

　その薬師如来の姿が、優子さんそっくりだったからだ。
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　その頃、小松は清貴の指示により、京都の北に位置する『大原』に訪れていた。

　かつて京都に住んでいたこともある小松だが、大原に来たのは初めてであり、どこまでも緑が広がるのどかな様子に、へぇ、と洩らす。

　中心部からバスに乗り一時間ほどで、こんな山里に入るのかと感心しながら歩く。

　山と木々や苔こけの緑が目に眩しく、美しい。水が流れる音とともに、新緑の隙間から流れる風の心地良さに小松は目を細めた。

　この世の贅ぜい沢たくは、こういうことを言うのではないか。

　そんなふうに思った自分に、小松は、俺も歳だな、と自じ嘲ちょう的てきに嗤わらう。

「京都、大原、三さん千ぜん院いん、か」

　静かで癒される山里の光景がどこまでも続くかと思えば、三千院と寂じゃっ光こう院いんを結ぶ参道には、土産店や茶屋が並び、賑やかな様子だ。

『せっかくですから、三千院にも行かれてはどうでしょうか？　小松さんは、お疲れでしょう？　癒されますよ』

　小松の頭に、清貴の提案が過る。

　この言葉を聞いた時は、『あー、気が向いたらな』と答えた小松だったが、引き寄せられるように参道を歩き、三千院へと向かった。

　門もん跡せき寺院である三千院は城じょう郭かくのような石垣がめぐらされ、荘そう厳ごんかつ重厚な装いだ。

　御殿門を入り、受け付けを済ませて、順路に沿って拝観する。

　豊とよ臣とみ秀ひで吉よしが建てたとされる、風格のある客殿から『聚しゅう碧へき園えん』が見える。

　清らかな自然美は、絵巻を思わせ、その美しさに自然と足が止まる。

　しばし目を奪われて立ち尽くし、ややあってゆっくりと回廊を進む。

　本堂である『宸しん殿でん』に向かう。

　宸殿の薬師如来像は、とても慈悲深い面差しで、その神々しさに目尻が熱くなるのを感じながら、小松は合掌した。

　宸殿の縁側から二つ目の庭園、有ゆう清せい園えんが見えた。

『東洋の宝』とも称された苔庭だ。ここも見事な作庭であり、小松は熱い息をつく。

「極楽浄土、って感じだな」

　その先の『往おう生じょう極ごく楽らく院いん』に向かう途中、木々の隙間から木漏れ日がきらきらと差し込み、きらきらと光っていた。

『往生極楽院』の金色に輝く国宝・阿あ弥み陀だ三さん尊そん像も美しい。その先の庭園に『わらべ地蔵』の愛らしい姿があり、幼い頃の娘を思い出して、胸が痛む。

　立ち止まり俯いていると、若い女性たちが楽しげに小松を追い越していった。

「あっちにね、『金色水』っていう福ふく寿じゅ延えん命めいの水があって、『その水に手を濡らすと福が得られる』ってガイドに書いてるよ」「行こう行こう」

　小松は気をとりなおして顔を上げ、ふっ、と頬を緩ませた。

　そうして、三千院を後にし、ここに来て良かった、と心の中で呟く。

　門を出て振り返り、空を仰ぎながら、今こんなにも癒されていることに、感謝の念さえ募っていた。

　あんちゃんにも、感謝だな、と呟き、

「さて、『道場』とやらを探して、聞き込み調査だ」と小松は足取り軽く、山道を進んだ。

　さらに山奥に入ったところに、その道場はあった。

　檜ひのき造づくりの塀が真新しいものの、その向こうの道場は、古い山寺を思わせる瓦屋根で、『まさに道場』という雰囲気だ。

　門はしっかりと閉じられていて、『明あか石し竹たけ藏ぞう　合気道道場』という木の看板がかけられている。

『ただいま、門下生を受け入れていません。ご了承ください』という張り紙もされていた。

　塀の向こうの様子はよく分からないが、おそらく人はいるのだろうと思った。

　塀の外周を歩いてみる。

　その広さはなかなかのもので、学校のグランドくらいあるだろうか。

　見たところ建物は平屋造りで、道場と、他に和室があるようだった。

　庭の木々も見事な枝ぶりだ。

　……まぁ、中のことは今度、ここに入るからいいとして、と、小松は道場を離れ、歩いて程遠くないところにある蕎麦屋に入った。

「いらっしゃいませ」

　小松が店内に入るなり、ふくよかな初老のおかみさんが優しい笑みで迎えてくれる。

「お客さんは、三千院観光？」

　コップに水を注いでテーブルに置くなり、そう尋ねたおかみさんに、小松は「まあ、はい」と曖昧に頷く。

　どうやら、彼女は話好きのようだ。

　これは、話を聞くのに良い、と小松は天ざるセットを頼み、「実は」と顔を上げる。

「自分は雑誌の記者で、京都の町と、武道についての記事を書いているんです」

「へぇ、武道」

「そこにも、合気道道場があるんですね」と小松は道場の方向に顔を向けた。

　するとおかみさんは、「ああ」と苦笑する。

「あそこはもうやってへんよ。師範も引退して、道場を売る売らないで揉めたはったみたいやけど、結局、今は人に貸してるみたいや」

「貸してる？」

「そうや。うちにも挨拶に来たんやけど、今、あそこを塾の合宿に使うてるんやて。スマホとか持ち込まないで、座禅をして読経をして写経をして、勉強に励むんやて。週末になったら、ようマイクロバスで若い子らが来てるみたいやわ」

「……なるほど」と小松は口に手を当てた。

「あの、この子を見たことがありますか」

　小松はポケットからスマホを取り出して、娘の優子の写真を見せた。

「べっぴんさんやねぇ。そやけど、見たことないわ。なんや、行方不明なん？」

「……娘なんですが、家出中で」

「そら、心配やね」

「もしかしたら、合宿に来ているのかと思ったんですよ」

「若い子らが来てるのは分かってるんやけど、顔までは分からへん。みんなマイクロバスでそのまま門の中に入っていくから。最初はうちにも食べに来てくれるかと楽しみにしてたんやけど、自分たちで自炊やて」と、おかみさんは肩をすくめる。

「それは残念ですね」

「そやけど、たまに塾のスタッフさんが食べに来てくれはる。それがな、なかなかのイケメンやで」

　おかみさんは小松の肩をパンッと叩いて、ふふふ、と笑った。

「……イケメン」

　その言葉から、自分が出会った『イケメン』の姿が過る。

　家頭清貴に、もう一人、最近自分は『イケメン』を見たな。

　世の中、意外とイケメンがいるものだなと思ったんだ。

「！」

　すぐさま小松はバッグの中に手を入れて、写真を取り出す。

「そのイケメンって、この人くらい？」と、雨宮議員の隠し子『原口宏郎』の写真を見せた。

　おかみさんは、どれどれ、と写真を見て、「あっ」と目を見開く。

「この人やで、スタッフさん」

「この人でしたか」

　つながった、と小松は人知れず拳を握り締めた。

　テーブルに届いた天ざるをずるずるとすすって、バッグからモバイルＰＣを取り出した。

「記者さんは、いつもパソコン持ち歩いて、こうして記事を書いているんやねぇ。さすがや」

　おかみさんは、「サービスやで」とコーヒーを出してくれた。

　そんな彼女に会釈をして、小松は真剣な眼差しで画面に目を向ける。

「……これをするのは、気が進まなかったんだけどな」

　原口宏郎、と打ち込んで、大きく息を吸い込み、勢いよくキーボードを叩き始めた。
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　小松さんが、『蔵』に訪れたのは、もう閉店準備をしている夜七時頃。

　店内にはまだ利休くんがいて、カウンター前で美術資料を開いていた。

　ホームズさんは店内の棚に布をかけ、私はちょうどカーテンを閉めている時に扉が開き、小松さんが姿を現した。

　店に入るなり、「よぉ」と片手を上げる。

「こんばんは、小松さん」

　ホームズさんは、振り返って笑みを見せる。

「遅くなって悪かったな。資料を作ってたんだ」

　くしゃくしゃ頭をかく彼に、お疲れ様でした、とホームズさんは椅子を示し、

「どうぞお掛けください。ここに座っている彼は、僕の弟のような存在でして、利休と言います。今回の件に協力してくれているんです」

　利休くんの肩に手を置いた。

「はじめまして、滝たき山やま利休といいます」

　すぐに利休くんは、いつもの愛らしい笑顔を見せる。

「ああ、はじめまして。男の子、なんだよな？」

　確認するように顔を覗く小松さんに、利休くんは「はい」と頷く。

「原口宏郎が、あの道場の関係者だという目撃証言が取れた」

　小松さんは椅子に腰を下ろすなり、バッグを開いて資料を取り出した。

　それは『原口宏郎』に関する調査書だ。彼に関する情報は、以前も調べていたものの、今回は情報量がまるで違う。

「……これは、すごいですね。生まれた病院から、補導歴まで」

　ホームズさんは調査書を手に、息を吐くように洩らす。

「原口宏郎は学生時代に暴走族グループのリーダーで、そのチームの名が『韋い駄だ天てん』ですか。暴走族にありがちな名前ですね」

　腰に手を当てて口角を上げるホームズさんに、私は首を傾げた。

「どうして、『韋駄天』が暴走族にありがちな名前なんですか？」

「あくまで俗説ですが、釈しゃ迦かの涅ね槃はんの際に、捷しょう疾しつ鬼きが仏ぶっ舎しゃ利りを盗みまして、それを韋駄天が追って取り戻したそうです。そのことから、足の速いことを『韋駄天走り』と呼ぶようになったとか」

「ああ、それで、暴走族にも」と私は相槌をうつ。

　すると小松さんが、「まぁ、そうは言っても」と口を開く。

「一度補導されてからは、無茶な走りはしてないようだな。仲間内で集まってワイワイしているだけの不良少年といったとこだ。その関係は、今も続いているらしい」

「……京都市内の地下で行われる『オークション』にも、よく顔を出していたと」

　ホームズさんは書類を眺めて、コツコツと店の中をゆっくり歩く。

「小松さん、これだけの情報をどうやって調べました？」

　足を止めて振り返るホームズさんに、小松さんは目をそらした。

「いや、まぁ、それまでは、雨宮議員の隠し子に、そこまで重きをおいてなかったからな。ちょっと本気出しただけだよ」

　そのぎこちない笑みから、あまり鋭いとは言えない私にも、彼が何かを誤魔化していることが伝わってくる。

　おそらくホームズさんには、お見通しに違いない。それでもホームズさんは、それ以上の追及はせずに、一枚の写真を小松さんに見せた。

「小松さん、これを見てください」

「……随分古い写真だな。へえ、家頭オーナー、少し若いな。隣にいる行儀よく正座しているチビ、これはもしかして、あんちゃんか？」

　写真を手に少し楽しそうに言う。

　ホームズさんは、ええ、と頷いて、國代先生を指差した。

「この彼はご存じですか？」

「いや、知らねぇな。髭もじゃで陶芸家って雰囲気だな」

「彼が國代先生ですよ。そして、この掛け軸をしっかり見ていただけませんか？」

　小松さんは眉根を寄せ、次の瞬間、目を見開いた。

「……これは」

「優子さんにそっくり、ですよね」

　俯き加減で、慈悲深く微笑む薬師如来の姿の絵は、とても写実的だ。

「ここまで似ているのは、偶然とは思えません。國代先生とあなたの前妻・雅美さんの間に接点があったのではないでしょうか？」

「……ああ、あるパーティで出会って、よく口説かれたって話を聞いてたよ」

「それは、どなたから？」

「雅美本人だ。あいつは俺に対して、『あなたは本当に、結婚前は一生懸命だったくせに、釣った魚に餌えさをやらない』とか『自分だって、満更でもないんだから』と、自分がモテる話をよくしてきたよ。画家の國代だったり、あとはそうだ、家頭オーナーにも自分は口説かれた、とも言ってたよ」

　オーナー……と私の顔がひきつる。

「祖父は美しい女性と知り合ったなら、誘わないと失礼だと思っている程度で、本気で口説いているわけではないんですがね。しかし、堂々とあなたにそう言っていたということは、雅美さんとしてはやましいことがなかったのかもしれませんね」

「どうだか」と、小松さんは肩をすくめる。

「この薬師如来図は、國代先生が雅美さんに惹ひかれ、描いたということで間違いないでしょう。問題は、娘の優子さんが雅美さんと瓜うり二つであること、そしてこの掛け軸が、盗まれてしまっているということです」

　私たちは何も言わずに、ホームズさんの次の言葉を待つ。

「仮定の話です。窃盗団は、掛け軸を転売しようとするも、思ったほどお金にならなかったことから、オークションに出した。そこでその掛け軸に出会ったのが、原口宏郎。族名に『韋駄天』とつけるくらいですが、仏教関係に魅力を感じていたのかもしれません。写実的な薬師如来図に魅了されて手に入れた。その後に、雑誌で優子さんの姿を見たとしたら、衝撃を受けたことでしょう」

「……薬師如来そっくりの女性がいたと」と私は零す。

「ええ。それが恋愛感情だったのか、はたまた別の感情だったのかわかりませんが、優子さんを『確保』したいと思った」

　そう言ったホームズさんに、小松さんが身を乗り出す。

「れ、恋愛感情じゃなければ、なんだって言うんだよ」

　すると、利休くんが「シンボルじゃない？」と、頬杖をついた状態で言う。

「――シンボル？」

　目を泳がせる小松さんに、ホームズさんが「ええ」と頷いた。

「シンボルって」

　小松さんが身を乗り出したその時、『カラン』とドアベルが鳴り、若い男性が店に入ってきた。

　スーツにネクタイ、さらには眼鏡と、サラリーマン風の神経質そうな青年だ。

　彼のことは、知っていた。

「……和彦叔父さん」

　利休くんが目を丸くして、そう洩らす。

　彼は、利休くんの叔父で、斎藤右近さんの三男で会計士の、篠しの原はら和かず彦ひこさん。

「これは、和彦さん」

　ホームズさんも、意外そうな声を上げる。

「閉店後に悪かったね。君が盗難品のことを調べていると聞いて」

　苦笑して会釈をした和彦さんに、利休くんが「あ、そうか」と頷く。

「叔父さんのところも、盗難に遭ったんだっけ」

「そうなんだ。金剛力士の彫刻をね」

　和彦さんは、ふぅ、と息をつく。

「今、コーヒーを淹れますので、どうぞ」と椅子を引くと、彼は、すまないね、と腰を下ろし、小松さんと利休くんは心持ち端に寄った。

「和彦さん、お久しぶりです」

　私が頭を下げると、彼は「おお」と声を洩らした。

「葵さん、少し見ないうちに、なんだか大人っぽくなったね。綺麗になった」

「あ、ありがとうございます」

　気恥ずかしさに俯いたその時、利休くんが大きくため息をつく。

「和彦叔父さん、やめときなよ。清兄が給湯室からめっちゃ睨んでるから」

　その言葉に、和彦さんは給湯室に目を向け、体を硬直させた。

「えっ？」

　私が給湯室に顔を向けると、ホームズさんはにこやかな笑みを浮かべていた。

「お待たせしました」

　やがてホームズさんは、和彦さんの前にコーヒーを置いた。

「あ、ありがとう」

　和彦さんはぎこちなく頭を下げて、コーヒーを口に運ぶ。

「僕、お聞きしたかったのですが、和彦さんのところの金こん剛ごう力りき士しは、どこに保管をしていたのでしょうか？」

「オフィスだよ。ただ、棚の奥にしまいっぱなしだったんだ」

「それは、どうしてですか？」

「金剛力士の彫刻は素晴らしかったんだけど、今飾ってあるものが西洋風だから、統一を考えてしまっていたんだ。それが、いつの間にか盗まれてしまってね。今日は、僕以外に誰のどんな品が盗まれたのか、聞きたかったんだよ」

「ああ、そういうことでしたか」

　ホームズさんは納得したように頷き、引き出しから盗難品と所有者のリストを取り出して、カウンターに置く。

　和彦さんは、すぐにリストを手にして、大きく目を見開いた。

「これは驚いたな。見事に『暁あかつき』メンバーの作品じゃないか」

　ぽつり、と独り言のように零した彼に、ホームズさんは「暁？」と顔を上げる。

　その時、和彦さんは、あきらかに『しまった』という顔を見せた。

「『暁』とは？」

「いや、まぁ、『近代美術作家の集い』という、仲間内の会の名称でね」

「和彦さんは、その会のことをよくご存じなんですか？」

「いや、まぁ、一、二度食事をしたくらいで」

「メンバーは定期的に会合を開いているんですか？」

「いや、よく分からないな。うん」

　和彦さんはリストを置いて、コーヒーをグイッと飲み干し、そそくさと立ち上がる。

「あんまり遅くなると母さんに叱られるから、帰ることにするよ。母さんは錦の『タコ卵』が好きなんだ。ほら、小さなタコの頭にウズラの卵が入っていて、甘辛く煮たあれだよ。とても好きなんだ、自分もね」

　早口でそう言って、和彦さんは慌ただしく店を出て行った。

　いい大人の男が、『母さんに叱られる』って……、と私は苦笑する。

「……やー、なんかさ、本当に和彦叔父さんって嘘のつけない人だよね。『暁』って、なんかあるんじゃないの？」

　利休くんは頬杖をつきながら、微かに肩をすくめる。

「ああ、俺もそう思った」と、小松さんも相槌をうった。

「ですね。もしかしたら、作家でありながら、表に出せない盗難美術品を集めてオークションでもしているメンバー、ということも考えられますね」

「まさか、そんな」

　驚く小松さんに、私は何も言わずに目を伏せた。

『蔵』でバイトするまで、『美術品泥棒』なんて映画の中の話のように感じていた。けれど、実際に存在していて、問題になっていることが分かった。

　世の中には盗難品と知りながらも、手に入れたい人がいる。買う人間がいるからこそ成り立つ、裏のビジネスだ。

　今回の一連のことはすべて、別々のところで起きているようで、ぐちゃぐちゃに絡まりながらも、実はつながっている一本の糸なのではないか。

　寒気を感じて、私は思わず自分の体を抱き締めた。
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　――金曜午後。

　小松は清貴とともに、四し条じょう烏からす丸まからマイクロバスに乗り、大原に向かっていた。

　烏丸通を北へと進みながら、ぼんやりと窓の外を眺める。

　バスの中は人もまばらで、乗車しているのは、自分たちを入れて十二人。

　見たところ、皆学生だった。

　これだけしかいないのか。いや、逆を言えば、こんなにいるのか、と小松は思い直す。

　大体、今日は平日だ。高校生は学校を休んでいるのだろうか？

「…………」

　思えば、プチ家出をしている学生が増えたと話していたのは、このことだったのかもしれない。親にうまく説明できず、置き手紙だけを残して黙って飛び出し、日曜日に帰ってくる。

　そんな子は、それまでどこに行っていたのかも伝えられないまま、という感じだったのかもしれない。

　小松が、ふと視線を前方に移すと、清貴の頭が目に入った。

　彼は自分が今いるシートの、二つ前に座っている。

　艶やかな黒髪の後頭部を見ながら、頬杖をつく。

　小松の脳裏に、『蔵』での会話が浮かんできた。




『――優子がシンボルになっているって、どういうことだ』

　顔色を変える小松に、

『これを見てください』と、清貴は棚から資料を取り出し、開いて見せた。

　そこには、帝たい釈しゃく天てん、宮く毘び羅ら大将、金こん剛ごう力りき士し、頞あ儞に羅ら大将、迷め企き羅ら大将、安あん底ち羅ら大将、珊さん底ち羅ら大将、波は夷い羅ら大将、摩ま虎こ羅ら大将、真しん達だ羅ら大将、招しょう杜と羅ら大将、毘び羯か羅ら大将の立像がずらりと並んでいる。

『十じゅう二に神しん将しょう、だよな？』

『ええ、そうです。十二神将は、薬師如来の十二の大願に応じて、十二の刻限、十二の月、十二の方角を護るという武神であり、守護神です』

『つまり、十二神将は薬師如来の配下ってことか？』

『はい、そういうことです。そう考えると、今回の一連のつながりが見えてくるような気がしませんか？』と清貴は、腕を組み冷ややかな目を見せる。

　そんな清貴を前に、小松はぶるりと体を震わせた。




「――到着しましたよ」

　小松がいつまでもぼんやりと窓の外を眺めていると、隣の学生が声をかけてきた。

「あ、ああ、もう着いたんだな」

　気が付くとマイクロバスは、檜の塀の中に入っていた。

　他の者たちは皆、降りていて、小松は急いで立ち上がる。

　慌てていたためか、バスから降りる時に躓つまずきかけたところ、清貴が腕をつかんで支えた。

「大丈夫ですか？」と、いつも小松には見せない笑みを浮かべる。

　合宿に気合いを入れているのか変装のつもりなのか、黒縁の眼鏡を掛けていた。

　そうだ、ここでは『見知らぬ他人』設定だった、と小松は気を取り直す。

「あ、ああ、悪いな」

「伊い集じゅう院いん清貴と申します。セミナーでいつもご一緒してますよね」

　このセミナーにおいて清貴は、名前を偽っていた。家頭という名前は珍しい上、一部の業界で知られているためだ。

『どうして、伊集院だよ。仮の名にしては、大層な苗字だな』と呆れる小松に、『父の筆名なんです』と清貴はあっさり答えた。

「……俺は小松だ」

「良かった。皆さん、お若いので、僕より年上の方がいて安心しました」

「おじさんで悪かったな」

「いえ、そういう意味では」と清貴は、慌てたように首を振る。

　こいつもこうしていると、品行方正で大人しめのただの坊ちゃんに見えるな。なかなか、可愛いじゃないか、眼鏡の効果か？　と小松は口許を綻ばせる。

　その時、「なかなか、自然に親しくなれた感じで良いですね。上手ですよ、小松さん」と清貴が小声で洩らして、口角を上げる。

　前言撤回、と小松は額に手を当てた。

「皆さん、どうぞこちらです」

　スタッフが先頭を歩き、入口へと誘導する。

　道場の大きな玄関に入ると、両サイドに大きな靴棚があり、皆はそこに靴を入れてスリッパに履き替える。

　すると、すぐに受付のテーブルが見えた。

　そこでは、眼鏡をかけた若い女性スタッフが機械的に説明している。

「こちらにお名前をお願いします。ここにいる間、貴重品、携帯電話、時計、カメラ、電子機器はすべてお預かりしますので、この箱に入れてください。合宿が終わりましたら、お返しします」

　その言葉に、小松は目を剥いた。

「時計まで？」

「はい。案内書にも書かせていただいていますが、衣服もこちらが作務衣を用意いたしますので、受講者が持ち込めるのは下着のみとなります。一旦、荷物のすべてをここに置いて、あちらでお着替えください。右が女性、左が男性となっております」

　他の受講者も戸惑いの顔を見せる中、清貴は躊躇いもなく腕時計を外し、財布、スマホ等を箱の中に入れた。

　すると、スタッフはにこりと笑って、白い作務衣を手渡す。

「それでは、あちらでお着替えをお願いします」

「ありがとうございます」

　作務衣を受け取って着替え部屋に入っていく清貴に、小松も慌てて貴重品などを箱に入れて、後を追った。

　着替え部屋は、なんてことはない畳の部屋だった。

　男性スタッフが待機していて、作務衣に着替えるなり、持参していた下着を除くすべての荷物を没収し、黒いトートバッグを差し出す。

「これに下着を入れてください。今から部屋に案内します」

「部屋は一人部屋ですか？」

「いえ、男女に分かれた大部屋になります」

「そうですか」

　今回集ったのは、女四人、男八人。ということは、八人部屋か。

　こっそり建物内を捜索して、優子を見付け出せたらと思ったんだが、やりにくそうだ、と小松は小さく舌打ちする。

　再び、『蔵』での会話が小松の中で反はん芻すうされる。




『――つまり、薬師如来図そっくりの優子をシンボルとして、宗教を気取ってるってことか』

　身を乗り出した小松に、『そうでしょうね』と清貴は頷いた。

　國代豊が描いた薬師如来図に魅了された若者が、その絵にそっくりな優子を見付け、ある計画を思いつく。

　それは、教団設立。

　自分たち幹部が十二神将となり、優子を教団のシンボル・生き神とするもの。

『そ、それじゃあ、優子はとりあえず無事ではあるってことだよな？』

　ホッとして胸に手を当てた小松から、清貴は目をそらす。

『……無事だとは思います。ですが、逃げられない状態にされている可能性も十分に考えられます』

『監禁されてるということだろ？』

『監禁されているだけなら、まだ……現に「帝釈天」は大麻所持で逮捕されました』

　みなまで言わなくても、清貴が伝えたいことが小松には分かった。

　それは、優子が『薬物漬け』にされている可能性があるということ。

　何も言えずに立ち尽くす小松を前に、清貴はそっと口に手を当てる。

『ああ、駄目ですね……』

『な、何が駄目なんだ？』

『もし、本当にそんなことになっているかと思うと、怒りで震えがきます』

　そう言った清貴の手は、本当に小刻みに震えていた。

　表情はいつもと変わりないものの、その様子から、彼の怒りが伝わってくる。

『小松さん、おそらく優子さんは大原の道場に監禁されているでしょう。なんとしても救出しますよ』

　そんな清貴を前に、小松は気け圧おされながらも深く頷いた。
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　そのまま、受講者たちは、大部屋に案内された。

　畳が敷き詰められた二十畳の部屋。

　男八人で使ったとしても、狭さは感じない十分な広さだ。

　皆は、スタッフに促されるまま、自分の下着だけが入ったトートバッグを壁際の棚に入れて、道場に向かう。

　一体、どんなことをさせられるのか、と懸念していた小松だが、その内容は驚くほどに『リラックス』にこだわったものだった。

　まず、道場では柔軟体操の後、ヨガをして、さらに『自分の心を見詰め直しましょう』と川のせせらぎのＢＧＭが流れる中、各々楽な体勢になっての瞑想。

　その後は、小部屋に移って、一人ひとり自己紹介をし、『赤の他人だから言えることもあるでしょう』と、心の内側に秘めた、誰にも言えない悩みを口にしていく。

「親は結局、『俺のため』と言いながら、自分のためなんですよ。自分ができなかったことを俺に押し付けてるだけなんです。俺が本当にやりたいこととには聞く耳持たないし、持ったとしても、それは『ポーズ』で……」

「学校で、無視されているんです。露骨にじゃなくて、じんわりと。それをお母さんに伝えたら、『いじめられるってことは、あんたが悪い。自分の子がいじめられっ子なんて、嫌だわ』って言われて……」

「失恋してから、何もかも失った気がして……」

　順番に打ち明けられる愚痴や悩みには、決して反論をしないよう、事前にスタッフに言われていたため、皆は神妙な面持ちで、うんうん、と相槌をうつ。

　自分の番が近付くことで、小松は緊張を覚えた。

　まさか、娘が行方不明で悩んでいるとはいえない。

　別のことを話さなくては……。

　やがて清貴の番になり、こいつは何を話すんだ、と小松はほんの少し身を乗り出す。

「……僕は幼い頃に母を亡くしまして、祖父と父に育てられました。祖父は唯ゆい我が独どく尊そんを絵に描いたような人間で、僕が何かしくじると外にまで響くのではないか、と思うほどの大声で怒鳴りつけます。父は優しい人ですが、恐ろしくマイペースで、僕を気遣いながらも、面倒くさいことを次々に押し付けてくるんです。気が付くと僕は、二人の家政婦であり、便利屋、小間使いとなっていました。二人にはとても感謝していますが、自分は一体なんなのだろう、と己を顧みて切ないような気持ちになることがしばしばあるんです」

　最初、微笑みながら話していた清貴も、少しずつ顔を歪ませ、最後に苦しそうに吐と露ろする。その姿に皆は、胸を詰まらせた。

　人間離れしていて悩みなんてなさそうな男だと思っていたけど、違ったんだな。こんなに苦労してきたのか。可哀相に、と小松も目頭を熱くさせる。

「聞いてくださってありがとうございました。次は小松さんですね」と、清貴は小松を見て、『今の僕のように、本当はなんでもないようなことでも、それらしく誇張して話したらよいのですよ』と、耳元で囁く。

　前言撤回、と小松は、また額に手を当てた。

　優子以外のことを話せよ、と念を押された気もするな。

　小松は皆の視線が自分に集まるのを感じて、居たたまれなさにくしゃくしゃと頭をかく。

「俺は昔……自分の特技を生かした仕事をしてたんだ」

　そう切り出した小松に、皆がとりあえず『うんうん』と相槌をうち、清貴だけが『へぇ』と興味を示す。

「その仕事には、大きな責任も伴うわけだけど、俺は深く考えていなかった。だけど、自分の仕事が他人の人生を大きく左右したことで、俺は怖くなって、その仕事を辞めたんだ。職を失ったことで離婚もした。新たな職を探そうにも、俺は他に取り柄がなかった。それで、今やっている仕事は、そのスキルを生かせるものだというのに使っていない。……まったく、俺は何やってるんだろうなぁ、って思うよ」

　小松は息を吐くように洩らす。大人ならではの重厚な悩みに皆は圧倒されて、相槌をうつことさえ忘れているようだった。

「……皆さん、本当にたくさんのものを抱えて、お辛かったですね」

　心底からというように労いの表情を見せ、一人一人に優しい言葉をかける女性スタッフに、皆は目に涙を浮かべる。

　その後は、皆に紙とペンが配られて、紙に『自分がどうなりたいか』を書き、その横に矢印を書いて、『なぜ、そうなりたいか』を書いていくよう指示をされた。

　小松は『金持ちになりたい』と書き、矢印を書く。

『金持ちになりたい』→『なんでも買えるから』→『満たされたいから』→『寂しいから』と、そこまで書いて自分の本心にぶつかり、小松は動きを止めた。

　すると、清貴が小松の紙を見て、優しく相槌をうつ。

「小松さんは、『お金が欲しい』のではなく、『仲間や家族がほしい』のかもしれませんね。お金があれば、家族が戻って来てくれるかもしれない、と思っているのではないでしょうか？」

　静かに告げる清貴に、「う、うるせえ」と小松は紙を隠し、

「そういうお前は、どうなりたいって書いているんだよ」と紙を覗き込んだ。

『もっと無責任な人間になりたい』→『彼女と旅行に行きたい』→『彼女と……表現自粛』。

「……結構、ガチで書いたんだな」

「ええ、つい。まぁ、どんなに取り澄ましていても、若い男の願望を突き詰めたら、所しょ詮せんはこんなものということでしょう」

　清貴は、自嘲的な笑みを浮かべて、そっと紙を折る。

「まぁ、がんばれ。旅行に行けるといいな」

「ですが、それは飛び級しすぎですね」

「飛び級？」

「まだ、手しかつないでませんし」

「はっ？」

「なので、次はせめて、手をつなぐ際に、指を絡めてつなぐ『恋人つなぎ』をしたいと、目論んでいます」

「そうか、がんばれ」と、小松はあまり心をこめずにそう言った。




　そのまま、皆で茶菓子を食べながら、自分の求めていたものについてディスカッションをし、自分の心の内側がつかめたところで、瞑想をしようと香が焚たかれた。

　小松は、赤の他人と悩みを共有し、心をさらけ出すことで、この上なく癒されるのを感じていた。

　この合宿は、本当に悪いものなのだろうか？

　もし優子が、母親に愛想をつかしてここで快適にすごしているというのなら、それで良いかもしれない、と胡坐あぐらを組み、目を瞑つむりながら、そんなふうに思う。

　やがて、香の薫りが葉を燻いぶしたような独特の香りになり、小松は眉根を寄せた。

　この匂いには、覚えがあった。

　海外のとある店で燻していて、嗅いでしまったことがある。

　――大麻じゃないのか？　と、小松が目を開き、立ち上がろうとしたその時、

「これは、セージの薫りですね」

　清貴が小松の挙動を制するように口を開いた。

「ええ、セージです。セージの独特の薫りは、心を鎮しずめるのに最適と言われております。セージは太古から、ネイティブ・アメリカンの人たちにはなくてはならない大切な薬草のひとつといわれています。魔を払い、ネガティブな思考や感情を逆転させる働きがあります。また、セージの薫りは非常に麻、大麻と似ていると言われています」

　スタッフの言葉に、小松だけではなく、他の受講者も「えっ」と戸惑いの顔を見せる。

「ああ、そんなに驚かれないでください。現代の日本は、非常に過敏です。大麻は、麻薬とは違います。大麻は煙草よりもずっと体に害がなく、依存性もなく、むしろ、免疫と神経を強力にサポートし、心身の状態を整える力があります。また、神道においては罪穢けがれを祓はらうものとされています。文化の発展の行き違いによって、大麻は非常に悪あしきものとなってしまっておりますが、いずれはこの国でも認識があらためられ、解禁となるのではないかと思っています」

　熱っぽく語るスタッフに、皆は『へぇ』と興味深そうに相槌をうっていたものの、この合宿に心を開きかけていた小松の胸の内は、みるみる冷えていった。

「こうして、洗脳していくわけですね」

　隣にいる清貴が小声で零して、笑みを浮かべる。

　その笑みは、他の者には『優しく微笑んでいる』ように見えるかもしれない。

　しかし小松には、彼が今、怒りに満ちているのが分かった。
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「……ホームズさんと小松さん、大丈夫でしょうか」

　時計に目を向けると、午後七時。

　私は今、キャンピングカーの中にいる。

　車内には、店長、利休くん、そして優子さんの母・雅美さんの四人。

　大原の道場が見える高台で待機していた。

「今のところは大丈夫だよ。清兄のことだから、上手くやりながら日中は建物の中を調べて、行動を起こすとしたら夜だろうし。小松さんが足を引っ張らなきゃいいんだけど」

　ロフトに上っている利休くんが、さらりとそう言う。とはいえ、彼の手には双眼鏡があり、道場をつぶさに観察していて、口で言うよりも心配していそうだ。

　心配しているといえば、私たちよりも雅美さん。

　私たちが一連のことを彼女に伝えると、自分も同行したいと申し出た。

　その時から、ずっと顔は青褪め、手が小刻みに震えている。

「まさか、こんなことになっているなんて。私に反発して家出していても、そのうち喧嘩でもして戻ってくるかと……」

　親指の爪を噛んで、ぶつぶつとそう洩らす。

　彼女の目は見開いているものの、どこを見ているのか分からない。

「……雅美さん、大丈夫ですか？」

　私は彼女の隣に座って、その肩を撫でた。

　すると様子を見ていた店長が、「本当に」と歩み寄る。

「こんなところにいても落ち着かないでしょう。近くの旅館を手配しましょうか」

　雅美さんは首を振り、ほんの少し表情を緩ませた。

「いえ、ここにいたいです。それにしても、すごいですね、こんなキャンピングカーを持っているなんて。はじめて乗りました」

「借りたものなんですよ。わたしの友人に、なかなかアクティブな人間がいまして」

　そう、このキャンピング・カーは店長の親友であり、『蔵』でも馴染みの上田さんに借りたものだ。

『清貴が運転するのやったら、快く貸せるんやけどなぁ。お前が運転かぁ』と、非常に嫌そうにしながらも、貸してくれることになった。

　店長はとても温厚で優しく、素晴らしい作家だ。

　だけど、どうにも抜けているところがあり、そうした部分においては周囲からの信用がまるでないようだ。

　とはいえ、うちの両親からの信頼は絶大で、『店長を含むバイト先関連の人と、キャンピング・カーでアウトドア体験をする』と伝えたところ、それは快く送り出してくれた。

　さすがに本当のことは言えない。

　その時、「んっ？」と、双眼鏡を手にしていた利休くんが上体を乗り出した。

「どうしたの？」

　皆はすぐに身を乗り出す。

「バイクが道場の前に停まった」

　えっ？　と皆揃って勢いよく窓から身を乗り出す。

　ここからでは遠目にしか分からないが、バイクが門の前に停まっているのが見える。

　おそらく男性だろう。バイクから降りて、ヘルメットを脱ぎ、インターホンを押す。

　彼はしばし、門の前で身振り手振りで何かを話していたが、やがて肩を落として、バイクに戻ろうと踵きびすを返した。

「僕、行ってくる」

「ちょっ、利休くん！」

　利休くんは間髪入れずに車から飛び出して、素早い身のこなしで山道を駆け下り、彼の許へと向かう。

　私はすぐに双眼鏡を手に取り、覗き込む。

　バイクに乗っていた人物は、原口宏郎だった。

「利休くん！」

　私たちが利休くんの許に駆け付けた時、すでに原口宏郎は利休くんの手によって、取り押さえられていた。

　利休くんは彼の腕をつかんで地面にひれ伏させて、その上に座っている。一方、馬乗りにされている原口宏郎は、地面にうつ伏せになった状態で、『なんだこいつ』という目を見せていた。

「ああ、良かった、みんな。この人捕まえたよ。車にロープをたくさん用意してるから、持ってきてくれないかな」

　屈託のない笑顔を見せて明るく手を振る利休くんに、一緒についてきていた雅美さんは「信じられない」と零し、呆然とした様子を見せていた。
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　夕食は、受講者全員で、広い厨房に集まり自炊をした。

　メニューは指定されていて、豚汁、かぼちゃの煮物、鶏とりの照り焼き、ポテトサラダ。

　すべて多めに作り、受講者たちが作った夕食をスタッフも食べるということだった。

　おかずやご飯をトレイに載せて、食堂に移動する。

　そこは、直管蛍光灯の下、白い長テーブルが並ぶ、少し殺風景な部屋だった。

　いや、まさに『食堂』といえるのかもしれない。それにしても、なかなか美味しそうじゃないか、と小松は夕食を見下ろして、目尻を下げる。

「合宿というので、てっきりカレーかバーベキューかと思っていました」

　清貴は椅子に腰を下ろしながら、出来上がった夕食を前に、少し残念そうに言った。

「残念なのかよ？」

「いえ、飯はん盒ごうでご飯を炊きたいと思っていたので。割と普通のメニューなんだなと思いまして」

「まぁ、たしかにな。お前、アウトドア好きなのか？」

　小松は、意外そうに清貴を見る。家頭誠司も伊集院武史も、アウトドアとは無縁そうだ。

「ええ、上田さん……父の友人がよく連れ出してくれましてね。いつもは味わえない特別な体験ができまして、その時のわくわく感が、今も自分の中にあるんですよ」

「飯盒で炊いた飯とか、美味いよな」

「そうなんですよね、それだけは楽しみにしていたので残念です。でも、おかげでここにいるスタッフ以外に、道場に潜んでいる人数が分かりました」

　ぽつり、と静かに零した清貴に、小松は驚いて顔を向ける。

「本当か」

「はい。マイクロバスを運転していた男性スタッフ、受付にいた女性スタッフ、道場にいた女性スタッフ、それ以外に五、六人でしょうか。厨房を出て左側に運んでいきましたので、あちら側にいるんでしょうね」

「……それは、娘の分も入っているということだよな」

「そう思います。自分たちの食事を作らせるのですから、毎度カレーやバーベキューというわけにはいきませんね」と、清貴は箸はしを置いた。

「すみません、少々席をはずします」

　そう言って静かに立ち上がる。

「食事中だぞ？」

「ええ、だからですよ。今ならスタッフも食事しているでしょう。建物内を調査しやすいです。小松さんはここにいてください」

　清貴は腹部に手を当てて、食堂を出て行った。

　他の者の目には、急を要してトイレに向かったように見えるだろう。
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　清貴は早足で、建物内を見て回った。

　遠目にちらりと事務室を覗くと、マイクロバスを運転していた男性スタッフが、パソコンを前に退屈そうな顔を見せている。

　一台のモニターが、六か所の防犯カメラが撮影した映像を映し出していた。

　主に外部からの侵入に警戒をしているようで、入口と東西南北の塀に一台ずつ、あとの一台は、どこかの扉が映っている。

　この建物は、道場が中央にあり、南に玄関と事務室、東に宿泊部屋、西に厨房と食堂がある。

　とすると、あとは、北。

　清貴は食堂を出て左側に回り、道場からさらに北へと向かう。

　北は別棟になっていて、屋根付きの渡り廊下が続いている。

　木の床を音を立てないように歩いていた清貴は、「ん？」と立ち止まった。

　足元に視線を落とすも、すぐに顔を上げて先へと進む。

　北側の別棟は、法ほう隆りゅう寺じの夢ゆめ殿どのを思わせる八角円堂で、それはまさにモニターに映し出されていた場所だ。

　その扉には、指紋認証とキーボード入力式のロックがされていた。

「そやろな」と清貴は肩を落とす。

　何文字なのかも分からない以上、暗号は見当のつけようがない。

　壁に設置されているキーボードは液晶であり、残された指紋の跡からヒントをつかむことができれば、と眺めている。

　ためしに、と指を当てると、『指紋が一致しません。暗証コードを入力してください』という文字とともに、画面に『一』という漢数字が表示された。

　……一？

　なぜ、漢数字なのか、と清貴は微かすかに眉を顰ひそめる。

　ごくりと息を呑み、『komyofusho』と打ち込むと、次に『三』という漢数字が現れた。

　今度は、『semujinbutsu』と入力すると、続いて『十』と表示され、清貴は素早く『kunogedatsu』と打ち込んだ。

　一の『komyofusho』は、『光明普照』。

　薬師如来十二の大願の一つ目だ。

　十二の誓願とも言われる、薬師如来の誓い。

　一、光こう明みょう普ふ照しょう、わたしが発する光で、世界を照らしましょう。

　二、随ずい意い成じょう弁べん、すべての人々を、悟りの道へと目覚めさせましょう。

　三、施せ無む尽じん仏ぶつ、すべての人々が、悟りを得るために必要とする環境を整えましょう。

　四、安あん心しん大だい乗じょう、外道を正し、すべての人々を仏道へと導きましょう。

　五、具ぐ戒かい清しょう浄じょう、戒律を破ってしまった者も、正しい道へと導きましょう。

　六、諸しょ根こん具ぐ足そく、身体が不自由になってしまった者の苦しみを救いましょう。

　七、除じょ病びょう安あん楽らく、すべての人々を病や苦しみから助け出し、癒しましょう。

　八、転てん女にょ得とく仏ぶつ、女性であることによって起こる、不利な点を取り除きましょう。

　九、安あん心しん正しょう見けん、精神的苦痛や煩悩を浄化できるよう導きましょう。

　十、苦く悩のう解げ脱だつ、重圧に苦しむ人々が、解き放たれるよう救いましょう。

　十一、飲おん食じき安あん楽らく、すべての人々が飢えや渇きに苦しむことがないように導きましょう。

　十二、美み衣え満まん足ぞく、すべての人々に衣服を与え、心慰めるものを与えて、心身への満足を得られるよう、導きましょう。

　――というもの。

　この素晴らしい誓いが、薬師如来の『十二の大願』であり、十二神将はこの薬師如来の誓いに応じるために存在している。

　指紋が一致しなければ、ランダムに表示される数字に従って、この十二の大願を打ち込めば良いわけだ。少し面倒だが、これなら簡単なものだ。

　そう思い、四回目に、『十三』という漢数字が出て、清貴は目を凝らす。

　薬師如来の大願は十二まで。そこに出てきた『十三』の漢数字。

　これは、おそらく彼らの合言葉か何か。だとしたら、『暁』なのだろうか？

　それでは捻りがなさすぎる気もするが、十二の誓願はそのままだったことから、ストレートで良いのかもしれない。

『akatsuki』と打ち込むと、ビーとＮＧ音が響く。清貴がチッと舌打ちしたその時、

「そんなところで、何をされているんですか？」

　背後で声がして、清貴はすぐにリセットを押し、ゆっくりと振り返る。

　そこには、マイクロバスの運転手を務めていた男性スタッフが、睨むような目を見せて立っていた。

「つい、探検を」

　バツが悪そうに笑い、頭をかく清貴に、スタッフは『やれやれ』と肩を上下させた。

「北殿は立ち入り禁止と、説明を受けてなかったですか？」

「それは聞いてなかったです。ここは『北殿』というんですね。スタッフさんの居住棟なのでしょうか？」

「……特別なゲストをお招きするところです。今は食事の時間でしょう。お戻りください」

「はい」

　清貴は素直に頷いて、スタッフとともに食堂に戻った。




　――その後、食事を終えた小松は、作務衣のポケットから煙草を取り出すと、中庭に向かう。

「あれ、小松さん、煙草は没収されなかったんですか？」

　清貴は、意外そうに目を開く。

「ああ、この合宿は『心身のリラックス』を目的としてるから、煙草は取り上げたりしないらしい。ただ、中庭の喫煙所で吸うことと、消灯時間の夜十時以降は禁止。そして、いつもよりなるべく本数を控えるようにとは、言われたな」

　小松は煙草を口に咥くわえて、中庭に出る引き戸を開けた。

「なるほど、そういうことですか。僕にも一本いただけますか？」

「えっ、お前、煙草吸ったのか？」

「普段は吸いませんがね」

　意味深に微笑む清貴に、小松はすぐに意図を察して煙草を手渡す。

　外に出ると、少しひんやりとした風が吹き抜ける。

　天を仰ぐと、曇りがかった空に白い月がぼんやりと浮かんでいた。

　かちりと小松が煙草に火をつけると、「失礼します」と清貴も煙草を咥え、先を合わせて火をつけた。

「煙草と煙草で火をつけるって、映画かよ」

「有名なところでは、アランドロンの『さらば友よ』でしょうか」

「古い映画をよく知ってるな」

　ぷっと笑う小松の横で、清貴は煙草の煙をふーっと吐き出した。

「随分と様になっているというか、非喫煙者とは思えない吸いっぷりだな」

「吸ったことくらいはありますから」と清貴は笑う。

「なんだか、意外だな」

「宴会の際に時々」

「へぇ。それで普段、吸いたくならないのか？」

「ええ、僕は何かに支配されたくないんです」

「支配？」

「喫煙者には、煙草に人生を支配されている方が多いでしょう？　『煙草を吸える場所』を探して回り、『煙草が吸える時間』の確保を必ずし、『煙草のためのお金』は欠かさない。そして健康を害する。こんなものに振り回され、支配されるなんて、と思うわけです」

　清貴は煙草に目を落としながら、苦笑した。

「……耳が痛いな」

「別に喫煙者を責めているわけではありません。個人の自由ですし、ちゃんとマナーを守ってくださっていれば、それで良いと思ってます」

「でっ、さっきは何か収穫あったのか？　それを話したかったんだろ？」

「はい。道場の北側に『北殿』という八角形の建物があります。彼女はおそらくそこに」

　小松は口を閉ざし、ごくりと息を呑む。

「しかしそこに入るのは、指紋認証と暗証コードが必要です」

「わ、分かるのか？」

「途中までは進めましたが、失敗する可能性のほうが高いです」

　清貴は悪びれもせずに笑みを見せる。

「はっ？」

「『薬師如来』や『十二神将』、『暁』を連想させるワードをあれこれと考えてみたのですが、暗証コードが何文字かも分からない以上、迂う闊かつなことはできません。大抵の暗証番号は、三回間違うとアウトですしね」

「そうだよな」

「スタッフの一人を締め上げて聞き出すという方法もあるのですが、それはリスクが高いですし、最終手段です。優子さんという人質を取られている以上、今はそうした乱暴な方法は避けたいので」

「それじゃあ、お前が色仕掛けで女性スタッフを誘惑するっていうのはどうだ？」

　真顔で言う小松に、清貴は肩を上下させた。

「……それよりも、南玄関近くに管理事務室がありましたよね？」

「あ、ああ？」

　あったかな？　と、小松は首を傾ける。

「この建物はあちこちにカメラが仕掛けられていましたが、それを管理している事務室内には付いていませんでした。また事務室には、数台のパソコンがあります」

「そりゃ、あるだろうな」

「小松さん、『北殿』のセキュリティですが、何分で解除できますか？」と言いながら横目で見る清貴に、小松は「えっ？」と瞬く。

「あなたなら、解除できるでしょう。何分かかりますか？」

　さらにそう続けられ、小松は目を泳がせた。

「な、何言ってんだよ」

「あなたは、ハッキング能力に長けているんですよね？　おそらく前職はその能力を生かした仕事をしていた。退職後はその技術を生かせるだろうと探偵業を始めたけれど、そのスキルは使わないまま、自分の力を封じてしまっていた。ですが今回、原口宏郎の情報を得るために、あなたは封じていた自分の力を解禁させた。違いますか？」

「っ！」

「元々、その技術を見込まれて、関東から京都に来ていたということは、もしかしたら、あなたの前職は世界に誇るサイバーチームといわれている、京都府……」

「俺は！」

　小松は、清貴の言葉を遮るように声を上げた。

「あんちゃんが言うように、俺はかつて、『とある組織』のサイバーチームに属していた。どこの組織かは言うつもりはない。その頃は、自分の仕事が正義だと信じて情報を盗み、時に操作もしていた。だけど、俺の収集した情報は一人の真面目な人間を追い詰めて、死に追いやった。そいつは首謀者でもなんでもなく、ただの捨て駒だったのに……」

　そこまで話し、小松は苦しげに顔を歪ませて、拳を握り締める。

「それであなたは、何が『正しい』のか、分からなくなったんですね。それで職を離れた」

　小松は断片的にしか語らなかったが、清貴はすべてを悟っているような目で見る。

　こいつは本当に、どこまでお見通しなんだよ、と小松は自嘲的に笑いながら、「ああ」と頭をかく。

「ですが、今回、娘さんの件で、あなたは力を解禁したんですよね。腕は衰えていないでしょう？　セキュリティを解除するのに、どのくらいの時間がかかりますか？」

　と挑戦的に問う清貴に、

「こんな素人集団のセキュリティ、十分もあれば解除できる」

　小松は頬を引きつらせながらも、笑みを見せる。

「それでは、消灯時間を少し過ぎてから、僕は事務室のスタッフを中庭に呼び出して、なるべく時間を稼ぎます。その間によろしくお願いいたします」

「……ああ、しかし、スタッフの足止めも、なかなか骨が折れそうだな」

「ええ。ですから、十分でお願いいたしますよ」

　ぽんっ、と背中を叩く清貴に、小松は額に手を当てながら、「ああ」と頷いた。




　食後は順番に入浴して、部屋に戻り、各々自分の布団を敷く。

　部屋には、本やトランプ、将棋にオセロとあり、受講者たちはそれらを楽しんでいるようだった。

　やがて女性スタッフがやってきて、『夜寝る前に適したヨガをしましょう』と、ほとんど柔軟体操のような簡単なヨガをする。

　スマホが没収され、完全にネットから離れた中、今日一日瞑想して自分の心を見詰め直して、時に涙を流したためだろうか。受講者たちは、とても清々しい表情を見せている。

　……これが、胡う散さん臭くさくない団体なら、褒めても良い合宿なんだけどな、と小松は皆の様子を眺めながら苦笑した。

「それでは、十時になりましたので、消灯となります。明日は五時に起床。早いですよ。何かありましたら、隣の部屋に私たち女性スタッフが二人、事務室に男性スタッフがいますので、声を掛けてくださいね」

　笑顔でそう言う女性スタッフに、皆は「はい」と頷いて布団に入る。

　すぐに照明が落とされ、スタッフの足音が遠ざかる。

『僕が部屋を出た後、あなたはすぐに、まずトイレに向かってください』

　小松は布団の中で、あらかじめ清貴に言われていたことを反芻しながら、天井を眺める。

　この部屋は真っ暗ではなく、和室の雰囲気にマッチしているフットライトが、ぼんやりと控えめな光を灯している。

　高校生の修学旅行状態になるかと思ったものの、元々馴染みのない面々だということと、先ほどのヨガが効いたのか、すぐにあちこちから寝息が聞こえてきた。

　そんな中、小松は緊張を感じながら、隣の布団で寝ている清貴に神経を尖らせる。

　消灯時間を二十分も過ぎただろうか、清貴は静かに上体を起こし、そろそろと部屋を出た。

　小松も言われた通り、部屋を出てトイレに向かう。

「すみません、どうしても聞いてほしいことがありまして。あ、いえ、ここでは……」

　清貴は事務室に顔を出し、男性スタッフに声を掛けていた。

　小松はその様子を横目で見ながら、トイレに入った。

　本当に大丈夫かよ。

　トイレに入るなり小松はしゃがみこみ、はあああ、と息をつく。

　とても用を足す気分ではなく、ドアを少し開けて聞き耳を立てていると、足音が遠ざかっていくのが分かった。

　どうやら成功したらしい。

　小松は心臓をばくばくさせながら、そろそろと事務室に入る。

　広めのスチールデスクの上に大きなモニターを持つデスクトップパソコンが一台、防犯カメラの映像を映し出すモニター一台、そしてノートパソコンが二台載っている。

　パソコンが二台あるなら、しめたものだ。

　小松は周囲を見回したのち、椅子に腰を下ろした。





◆　◆　◆






「――それで、聞いてほしいこととは？」

　中庭に連れ出された男性スタッフは、怪訝そうに眉根を寄せて清貴を睨む。

「はい、僕はいつも絶対に『あること』をしなければ眠れないんです。それは、とてもご迷惑になると思いまして、我慢していたのですが……」

　ぽつりぽつりと零して、弱ったように俯く清貴を前に、男は腕を組んだ。

「それは一体どんなことで？」

「その前に、誤解がないように聞いてほしいのですが、『夜に口笛を吹くと縁起が悪い』という言葉があるでしょう」

「……ああ、蛇が出るとか」

「はい、夜、口笛を吹いたら、蛇が出る、鬼が出る、泥棒が出る、悪霊が出ると、地方などによってさまざまな言われ方をしています。なぜ、そのように言われるようになったかというと、口笛は口をつぼめて息を吹くことから、嘯うそぶくの『嘯うそ』と捉えられた。また、口笛はある地方の方言で、ウソまたはオソと言うそうです。ウソもオソも、『嘘言』という意味合いの語源が同一だったともいわれているそうでして、嘘をつくことを古くは『オソ』と言ったとも考えられるわけです。

　これは憶測ですが、もしかしたら、口笛の場合も、最も古い言い方は『オソ』だったのかもしれません。というのも、『オソ』という言葉には、さらなる意味を持つという説があります。それは『神や精霊を呼ぶ印』の意。このことから推測するに当たりまして、おそらく『口笛を吹くと、何かを呼ぶ』という俗信はここからきたのではないでしょうか。また、東北地方においては、人買いが夜中に子どもを買いにきた合図に口笛を吹いていたことから、子どもを戒めるために用いられていたとも考えられまして……」

「…………」

　男は呆然と立ち尽くし、少し頬を引きつらせながら、『ウソ』だ『オソ』だ『口笛』だとペラペラ話す清貴を見詰めていた。





◆　◆　◆






　――小松はすぐに作業に取り掛かった。

　パソコンの扱いには慣れているが、今度ばかりは手がぶるぶると震える。

　まず、このパソコンに必要なソフトを二種類ダウンロードする。これは誰でも手に入れることのできるフリーソフトだ。最初はこれで十分。次に一つ目のソフトを解凍。

　その後、二つ目のソフト移動させて、『実行』。ここで案の定、ウイルス対策ソフトが警告を出す。

　これを黙らせて、次に設定。そしてプログラムを打ち込む。

　小松は高速でキーボードを叩きながら、頭がどんどん冴えていく。

　そう、もっと難解なセキュリティを、何度も破ってきた。

　こんなことはなんでもない。

「…………」

　だけど、なるべく、時間は稼いでくれ。

　自分の指が高速でキーボードを叩きつけていく音を聞きながら、小松は瞬きも忘れて画面に集中していた。





◆　◆　◆






「――また、口笛を吹くと蛇が出るというのは、蛇は『じゃ』と読みます。この『じゃ』は邪悪の『じゃ』。口笛を吹くと『邪』を呼ぶというところから……」

「いや、あの……おいっ！」

　ひたすら話を続ける清貴に、男は痺しびれを切らして手をかざす。

　するとすぐに清貴は、真顔で彼を見詰め返した。

「すみません、スタッフさん」

「俺の名前は、山やま下しただ」

「……山下さん。話を止めたいのは分かります。ですが、今はどうか最後まで聞いていただきたいんです。もう少しで終わりますから。僕にとって、とても大事なことなんです」

「口笛の話が？」

「はい……そもそも、こういう迷信というのは、信じられていても根拠に乏しいものです。雷が鳴ると『くわばらくわばら』と言う方がいますよね」

「はぁ」

「これは、諸説あるのですが、菅すが原わらの道みち真ざねを由来とするそうなんです。菅原道真は言わずもがな、平安時代、ライバルに陥おとしいれられ大だ宰ざい府ふに左遷となったことで、すべてを恨みつつ亡くなり、怨霊となり、御所に雷を落としたとされる人物です。京の人々は雷が鳴ると、道真公の怨霊に違いないと、『菅原道真公が暮らしていた桑原なら安全なのでは』ということから、『くわばらくわばら』と唱えるようになったそうです」

「……くわばらって、菅原道真の住んでいた場所の名前だったんだな」

　ここまできて山下は、へぇ、と洩らして腕を組む。

「はい、中京区丸太町通、御所南側に『桑原町』があるのですが、これがまた奇妙なんです」

「奇妙？」

「現在、桑原町となっているのは、御所と裁判所の間の道路の一角のみ。人の住めない道路の一角が、『桑原町』となっているんです」

「……そうか、菅原道真の念が残る場所だから、そのまま地名を残したんだな」

　山下はいつしか清貴の話に聞き入り、うんうん、と相槌をうつ。

「僕もそう思います」

　同じように相槌をうつ清貴を前に、俯いていた山下は我に返って顔を上げた。

「それで、話は終わりなのか？　俺は戻るぞ」

「いえ、これからが大事なんです。また、口笛の話に戻るのですが」

「また、口笛かよ」と山下は声を裏返す。

「はい、本題です。夜、口笛を吹くと邪を呼ぶとされていますが、僕は幼い頃、これを真逆に覚えていてしまったんです。『夜、口笛を吹くと、邪を祓える』と勘違いしたまま、ある程度大きくなってしまいました」

「……はぁ」

「僕はとても怖がりで、幼い頃から夜寝る前に口笛を吹いて、悪いものを祓ったつもりでいました。それが勘違いだったと知った後も、その習慣は抜けず、夜、口笛を吹かないと、どうしても眠れないんです。

　あれこれと話したのは、僕自身『ちゃんとこうして良くないことと知った上で、それでも今どうしても、口笛を吹きたいんです』ということを、あなたに分かっていただきたかったんです。そしていきなり口笛を吹いても、驚かずに温かい目で見守っていただきたいと思いまして」

　またペラペラと話す清貴に、山下は「ああ、もう」と頭をかきむしった。

「つまり、口笛を吹いてから、寝たいってことだろ？　さっさと吹けよ！」

「すみません、ありがとうございます。ご迷惑かと思いますが、失礼いたします」

　清貴はぺこぺこと頭を下げて、人差し指と親指を唇に当てて、口笛を吹く。

　その透き通った音色は、まるで鳥の鳴き声のように大原の夜空に響いていた。

　清貴は口笛を吹き終えて、ふぅ、と胸に手を当て、

「ありがとうございます、これでゆっくり眠れます」

　そう言って、にこりと微笑む。

「いいんだな。それじゃあ、もう寝るぞ」

　山下は舌打ちしながら、外履きを脱ぎ、窓扉を開けて建物の中に入る。

「他の女性スタッフさんは、とてもお優しいのに、あなたは少し違うんですね」

「彼女たちは、カウンセラーのスペシャリストだ。俺はただの管理人でね」

「そうでしたか」

　清貴も、彼と一緒に建物の中に入る。

　事務室へと向かう山下の背中を眺めながら、清貴はごくりと息を呑んだ。

　十分以上、時間は稼げたはずだ。彼は、大丈夫だろうか。

「……寝る前に、お手洗いに行かせていただきたいのですが」

　好きにしろよ、と山下は吐き捨てて、事務室へと向かう。

　もし、今も彼が事務室にいたなら、厄介なことになるな、と清貴が眉根を寄せたその時、山下は足を止め、「おい、何してる？」と声を上げた。
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　夜も更けたことで、キャンピングカーは、さらに道場近くに停まっていた。

　車の側には、原口宏郎のバイクが停まっている。

　利休くんが彼を縛り上げて、ホームズさんに負けずとも劣らない黒い笑顔でえげつない脅しをかけて、あれこれと聞き出した。

「まだまだ聞き出せてないことは多そうだけど、大分背景が見えてきたよね。原口宏郎から得たこの情報を、清兄に伝えたいな」

　利休くんは息を吐くように、そう零す。

　今、私と利休くんは車の外にキャンプ用チェアを出して、座っていた。

　車内には、店長と雅美さん、原口宏郎が今も話し込んでいる。

「でも、スマホとかを没収されているみたいだし、連絡の取りようがないよね」と、私は空を仰いだ。

　先ほどまで曇っていたが、その雲は流れて、月がはっきりと浮かび上がっている。京都は政令指定都市でありながら、高い建物やネオンもないことから、星が綺麗に見える。自然豊かな大原から見る星は、さらに美しく瞬いていた。

　あの建物内で、ホームズさんと小松さんは今、どんなことになっているのだろう。

　心配で胸が詰まる。

　その時、ぴーっと、まるで鳥の鳴き声のような音が響いた。

　利休くんは「合図だ！」と立ち上がり、「店長、合図だよ。手伝って」と、車のドアを開けた。

「あ、合図？」私も『何事か』と立ち上がり、おろおろと目を泳がせる。

「うん、清兄からの合図。口笛は一回だから、『忍んで侵入』ってこと。ちなみに二回だったら、『通報してから、なりふり構わず侵入』ってことだから、今はそんな緊迫した状況ではないようだね」と言うと、利休くんは用意していたらしいリュックを背負う。

　いつの間にかホームズさんと利休くんの間で、そんな打ち合わせがなされていたらしい。

　その作戦は、店長の耳にも入っているようで、すぐに車から出てきた。

　利休くんと店長は、すぐにそのまま、道場を囲む塀の前へと急ぐ。

　塀の高さは三メートルくらいだろうか、監視カメラが設置され、ゆっくりと左右に首を振っていた。

「センサーでもなんでもない、ただ左右に首を振るだけの単純なカメラだから、向こうを向いている隙すきに侵入するよ」

　利休くんは、あえてカメラを見ないようにしながら、履いているスニーカーを脱いで、左右の足を靴紐で結ぶ。

　一体何を始めるんだろうと、私が戸惑う横で、利休くんはカメラが向こうを向いた隙に、まずそのスニーカーを塀の向こうへと投げ入れた。

　そして、耳を澄まし、「うん」と頷く。

「とりあえず、中もセンサーとかはないっぽいね。それじゃあ、店長」

　利休くんの合図に、店長は頷いて塀の前に立つ。

「わたしに上手くできるか不安ですが……」

　店長は苦笑しながら、まるでバレーボールのレシーブでもするように腰をかがめて、両手を組み合わせた。レシーブと違うのは、両掌を真上にしていること。

　利休くんは塀から離れて、ちらりとカメラに目を向ける。

　ゆっくりと左右に首を振っているカメラが向きを変えたその時、

「いくよっ！」

　利休くんは駆け出して、店長の両掌の上に片足を乗せる。

　店長は顔を歪ませながらも、そのまま手を上に押し上げ、利休くんはその勢いに乗って塀の上に手をつき、そのまま回転して、飛び越えていった。

　その時間は、十秒くらいだっただろうか。

　まるで、サーカスのような見事な身のこなしに、私はぽかんと口を開ける。

「……利休くん、すごい」

　利休くんだけじゃない。店長のサポートも素晴らしかった。

　感心して振り向くと、店長は「腰が」と腰に手を当てていて、

「だ、大丈夫ですか？」

　私は慌てて店長の腰をさする。

　塀の向こうからは、利休くんが草をかき分けて走り去る音が聞こえてきた。
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「小松さん、と言いましたよね。そこで何を？」

　山下は低い声で尋ねた。

　ちょうど廊下を曲がったところで、小松と出くわした。

　彼が手にしている煙草の箱を見て、山下は顔をしかめる。

「煙草を持ってどこに行こうとしていますか？　建物内は、禁煙だと聞いてなかったですか？」

　小松は、いやぁ、と頭に手を当て、

「十時以降は駄目だって聞いていたから、トイレでこっそり吸おうかと」

　バツが悪そうに肩をすくめながら、ぺこぺこと頭を下げる。

「消灯後の喫煙はなるべくやめて欲しいだけで、絶対禁止じゃないです。トイレで吸われる方が困るんで、中庭の喫煙所で吸ってください」

「そうします。すみません」

　小松は、良かった、という様子で、そそくさと中庭に向かう。

「ああ、小松さん、僕も一本いただけますか。お手洗いの前に一服したいです」

　清貴は笑顔で、その後を追った。

　山下が機嫌悪そうに事務室に入るのを確認して、廊下を曲がり、清貴と小松は『よっしゃ』と拳を握り締める。

「やりましたね」

「ああ、なんとかな」

　二人は中庭には向かわず、『北殿』へと急ぐ。

「しかしお前も大変だっただろ。あの気難しそうな男をどうやって引き留めてたんだ？」

「ウザさ全開で行かせていただきました」

　足音を立てぬように急ぐ清貴の背中を追いかけながら、小松は「はっ？」と首を傾けた。

「今、ここのセキュリティはどうなっているのでしょうか？」

　小走りで通路を駆け抜けながら尋ねる清貴に、小松は「ああ」と頷く。

「監視カメラは作動しているように見せかけて、何も異常がない三十分前の同じ映像をモニターに流し続けている。今、『北殿』の入口の鍵は開いている状態だ」

「ありがとうございます。ですが、時間との勝負ですね」

「……そうだな」

　スタッフの誰かが『北殿』に入ろうとしたときに、セキュリティが解除されていることに気付くだろう。

　その前に優子を確保できたら、と小松は祈るように拳を握る。

　やがて別棟の『北殿』が見える。そこへと続く渡り廊下の前まで来て、二人は一度足を止めた。互いに顔を見合わせて、緊張を覚えながら足音を立てないようにそろそろと歩く。

　清貴は床に視線を落とし、足を止めた。

「どうした、あんちゃん」

「先ほども思ったんですが、この床、少し変ですよね」

「変か？」

「ええ、まるで、この下が空洞で、木枠で組んだ土台の上に、スノコを載せているような。それに、なんだか甘い香りがします」

　渡り廊下の幅は一メートル五十センチほど。清貴はそう言ったものの、渡り廊下は綺麗に磨き込まれた床板で、とてもスノコには見えない。

　清貴は片膝を立ててしゃがみ込んだかと思うと、床をグッと押す。

「お、おい、どうした？」

「この下に、きっと何かあります」と、床の板を強く押すと、それこそスノコが敷かれていたように、板の一部の端が浮き上がり、取り外すことができた。

　すぐに清貴は眼鏡のテンプルに手をかける。すると眉間のブリッジがパッと光った。

「その眼鏡、懐中電灯だったのか？」

「というか、カメラです」

「他にどんな機能が？」

「探偵のくせに知らないんですか？　スパイメガネとして売ってるんですよ。これは残念ながらカメラ機能のみですが」

　清貴は呆れたように言いながら、床下を覗く。

　そこは、清貴の言葉通り空洞となっていて、青々とした植物が生い茂っている。

　紅葉と似たかたちだが違う。知らない人が見たら、ヨモギの仲間と思うのだろうか。

「……動かぬ証拠ですね」

「そうだな」

　――大麻だ。

　清貴は口角を上げて写真に収め、床を元に戻し、姿勢を正す。

「それでは、入りましょう」

「ああ」

『北殿』入り口前に立ち、扉に手をかけた。

　黒っぽい扉だ。両開きとなっていて、なかなかの重厚感がある。

「小松さん、監視カメラで、この中の様子は分かりましたか？」

　入る前に確認を、と清貴は小松を横目で見る。

「いや、あそこのモニターには、この中の様子は流れてなかったし、ここから先はカメラをつけてないようだ」

「そうですか。この中の様子を映像に残しておくと、後々自分たちの首を絞めることになりかねないからなのかも、しれませんね」と腕に力をこめて扉を開けると、ぎいい、と軋きしむような音が響いた。

　そこは外観通り、八角形の床部屋だった。『お堂』と言ったほうがしっくりくるだろう。

　入口から直線状の突き当りに祭壇があり、左右には灯とう篭ろうが並び、柔らかな明かりを灯している。天井からは、祭壇同様金色の天てん蓋がいが下がっていた。

　何より目を惹いたのは、祭壇の中央にある『薬師如来』の掛け軸――。

「……雅美」

　思わず口をついて出たという様子で、小松はそう洩らした。

　他の者には娘の優子そっくりに見える『薬師如来図』も、小松の目には前妻の雅美に見えるのだろう、と清貴は微かに相槌をうつ。

「美しいですね。本当に美しい薬師如来です」

　清貴にとって、かつて見たことがある掛け軸だったが、こうして祭壇に飾られていることで、作品が放つオーラが違っているようだ。

　本当に信仰の対象になっているのだろう。そう思うと苦い気持ちにもなるが、その美しさに魅了された。

「しかし、数ある神仏の中で、どうして『薬師如来』なんだよ」

　小松は大きく息を吐いて、目を伏せる。

「この掛け軸に魅了されたのでしょう。また、以前も言いましたが、薬師如来は体と心の痛みを取り除く『癒しの仏』です。今のストレス社会に疲れた人間に、ぴったりだと思ったのかもしれません。ここの輩は、『メンタル・サポート・セミナー』で、心が疲れた操りやすい人間をピックアップして、信者にしていったのでしょう」

「……ひどい話だな」

　自分もこのセミナーで実際に癒されただけに、小松は心底からそう告げた。

「ええ、まったく、怒りで煮えたぎりますね。私利私欲のために神仏を利用し、信仰心を踏みにじるわけですから」

「ああ」

「ここは、『選ばれた信者』のみが入ることができる『本堂』といったところでしょうか。おそらく、居住空間へと続く入口があるはずです。小松さんは右側から祭壇裏までを、僕は左側を調べます」

　壁には仰々しく、『五ご正せい色じき幕まく』といわれる『赤・青・黄・白・緑』の五色の幕が垂れ下がっている。それをかきわけて扉を見付ける、ということだ。

「おう」

　小松は言われた通り、すぐに右側の壁を調べていき、あまりにあっさり扉があったことに拍子抜けしながら、「扉があったぞ」と声を上げた。

　スチールタイプのドアで、回すタイプのシルバーのドアノブがついている、とてもシンプルなもの。ドアノブの中央に鍵穴があり、鍵が掛かっていた。

「鍵がかかってる」

「セキュリティ解除してくださったんじゃないのですか？」と言いながら駆け付ける清貴に、

「こんなアナログの鍵は開けられねぇよ」と小松は苦笑した。

「アナログな鍵ですか……それでは、アナログなやり方をするしかありませんね」

　ふぅ、と息をつく清貴に、小松は目を輝かせる。

「もしかして、針金を二本使って開錠するのか？」

「いえ、ドアノブを破壊します」

「そんなやり方かよ！」

「ここまで来たのですから、強行します。小松さん、下がっててください」

　清貴がドアから一歩下がり、両拳を握り締めて、足を振り上げかけたその時、

「――お前ら、怪しいと思ったら、やっぱりか」

『北殿』の扉が開き、山下が入ってきた。

「っ！」

　清貴と小松は動きを止めて、振り返る。

　先ほどまでは、随分遠慮していたのだろう。入り口前で仁王立ちしている山下の形ぎょう相そうは凶悪そのもので、別人のようだ。

　その迫力に気圧されて後退りする小松の横で、清貴がにこりと笑う。

「『怪しい』だなんて。不本意ですね、山下さん。僕のどこがそんなに怪しかったですか？」

　この状況でよく微笑んでいられるな、と小松は清貴に一瞥をくれて、山下に視線を移す。

　あいつは『山下』というのか。よくある名字だから断言はできないが、原口宏郎の仲間に山下という男がいたな、と小松は眉間に力を入れて自分の記憶を探る。

「何もかもだよ。この合宿に参加するようなタマじゃねーだろ、お前」

「そうでしょうか。そうだとしても、事務室を離れて、どうしてここに？」

　そう、いくら怪しく思ったとしても、モニターには何も映っていないはずだ。

「……お前と小松がいつまでも部屋に戻ってこない、と同室の受講者がタレこんできたんだよ」

「なるほど、そういうことでしたか」

　清貴は納得した様子で頷く。

「俺たちのことをどこまで知ってる？」

　ゆっくりと歩み寄りながら、そう尋ねる。

「とりあえず、渡り廊下の下に大麻があることを確認しました」

「そうか。十分知っているな」

　山下は鼻で嗤ったかと思うと、清貴の胸倉をつかみ、殴りつけようと拳を振りかざす。

　次の瞬間、清貴は足を使って山下の足を素早く払った。軸足を蹴られたことで、山下は体勢を崩し、清貴はその隙を逃さずに腹部に膝を入れる。

　ぐふっ、と洩らし、腹を押さえて蹲うずくまる山下を前に、清貴はにこりと笑う。

「すみません、気に喰わないものには触れたくないので、足技ばかり鍛えてしまったんです。そのため、僕はどうにも足癖が悪くて」

　その姿に、側で見ていた小松の背筋が冷えた。

　山下は奥歯を噛みしめ、蹲った状態のまま、清貴のみぞおちに頭突きをした。

「っ！」

　それは見事にクリーンヒットし、清貴はカハッと乾いた咳をして、よろけた。

　山下はすかさず拳を振り上げ、ぱぁん、と弾けた音が響く。

　思わず目を瞑ってしまっていた小松が目を開くと、清貴が掌で山下の拳を受け止めている姿が目に入る。

「……悪いな、気に喰わねぇもんに、触れさせて」

　にぃ、と笑う山下に、清貴は頬を引きつらせながらも口角を上げる。

「ええ、本当に。まさか頭が飛んでくるとは思いませんでした。まるで人間魚雷ですね」

「人間魚雷って、嫌な言い方すんな」

「組織の捨て駒である点も、合っているでしょう？」

「捨て駒じゃねぇよ」

「それは失礼、薬物教の幹部でしたか」

「大麻はコカインやヘロインのような危険薬物とは違う。依存性が少なく、合法な国も多い。この国でも、かつては儀式に使われていたくらいだ。精神をリラックスさせ、医療にも使用されている。現代の日本が遅れているんだよ、他の国のように解禁すべきだ」

　山下は拳を押し、腕を震わせながら言う。

「なるほど、『大麻解禁』を目指しているわけですね。そのメンバーが『暁』。暁は、夜明けであり、『麻開き』というわけですか」

「……そんなことまで、知ってんのか」

「それにしても、『他の国のように解禁すべきだ』とは。『他よ所そは他所、うちはうち』と、幼い頃、言われたことはありませんでしたか？」

　その言葉に、山下はクッと笑う。

「そんな言葉、理不尽極まりないだろ」

「ええ、僕も非常に理不尽に思っていましたが、今、とても納得しています。やはり『他所は他所、うちはうち』なんです。今この国がこんなに平和を保っていられるのは、どうしてだと思いますか？　銃や大麻のように、他国では合法とされるさまざまなことが、この国では禁止されているからではないでしょうか。大麻には依存性がないだなんて、笑ってしまいますね。成分云々は分かりませんが、人はスマホにですら依存をするのですから、必ずや、依存しますよ。それに、人間の欲望は留まることを知りません。一度、快楽のドーピングを覚えたら、必ずやエスカレートすることでしょう。現に他国では、コカインに手を染めた人間の大多数が、スタートはマリファナだったそうですよ。何より、今こうして人を操る道具にもなっている。十分に危険性を立証しています」

　自分を睨みつける清貴に、山下は舌打ちした。

「さっきも思ったが、本当に口が減らねぇな」

「ありがとうございます。ですが、山下さん。『日本でも大麻を合法化』だなんて、本気で言ってますか？」

「はっ？」

「本当に、あんな草が合法化されて、誰もが手軽に買えるようになったら、今のように荒稼ぎできなくなる。あなたがたは本当は、合法化なんてしてほしくないはずです。『合法化活動』は、大義名分なのでしょう？」

　その言葉に、山下は歪んだ笑みを浮かべた。

「マジで、お前ほど忌いま々いましい男には会ったことがねぇな。本当はお前を縛り上げて、その作務衣をひんむいて、恥ずかしい動画を撮って口を塞ぐつもりだったが、そうも言ってられないようだ」

「……そんなえげつないことを考えられていたんですね」

「ああ、だが、変更だ」

　山下は勢いよく清貴から離れて、壁のブザーを押す。

　ジリリリリ、と警報が鳴り響いた。

　ドアの向こうから、地鳴りのような足音が聞こえてきて、小松は慌ててその場から離れる。次の瞬間、乱暴にドアが開き、木刀やサバイバルナイフを手にした男たちが飛び出してきた。

　新たにやってきた男は三人。

　どう見てもアウトローであり、原口宏郎の暴走族仲間であることが窺える。

　彼らは、本堂にいる清貴と小松の姿に、驚いたように目を見開いた。

「『緊急事態』のベルが鳴ったから、訓練でも始めたのかと思えば、マジで侵入者かよ」

「なんだ、この二人。親子か」

　そんな彼らに、山下は愉しげに「いや」と首を振る。

「何者か知らないが、俺たちのことを嗅ぎ付けて、証拠をつかみに来たらしい。取り押さえて誰の差し金か吐かせるぞ」

「なんだよ、山下。そんなジジイとヒョロヒョロのイケメン兄ちゃん、お前一人で取り押さえられなかったのかよ」

「イケメンが、見かけによらず、なかなかの手て練だれだ」

　そんなことを話す彼らを前に、清貴は素早く眼鏡を外し、押し付けるように小松に手渡した。

「小松さんは、これを持って逃げてください」と、小声でぽつりと零す。

「いや、いくらあんちゃんが強くても、四人も相手にするのは無理だろ」

　小松は震える手で眼鏡をポケットに入れながらも、オロオロと狼狽うろたえる。

「だからや。逃げてもろたほうがずっとええ」

　静かに囁いた清貴に、事態がのっぴきならない状況であるのを感じ、小松は言葉を詰まらせた。

「ですが、とりあえずは、僕の後ろに。乱闘になったら隙を見て、ここから逃げ出してください。口笛を二回吹いたら、父が通報してくれます」

　小松は何も言えないまま、ただ頷く。

「なに、ぼそぼそ話してるんだ、作戦会議か？」

　嘲笑する男たちに、清貴は「そんなところです」と微笑む。

　この状況で笑みを見せる清貴に、男たちは笑うのをやめ、鋭い眼差しを見せた。

「ところで、お伺いしたかったのですが」

　口を開く清貴に、「『お伺いしたかったのですが』って、随分丁寧だな」と男たちが馬鹿にしたように笑う。そんな中、山下が「なんだよ？」と、からかうような視線を向けた。

「メンタル・サポート・セミナーの講師や、女性スタッフ二人もお仲間でしたか？」

「――いや、あいつらはカウンセリングのプロで、雇ってるだけだ。だから俺たちの邪魔をしたら、ただの善良な人間を失業させることになるわけだ」と大袈裟に肩をすくめる山下に、背後の男たちはドッと笑う。

　その言葉を聞いて、小松は少しホッとした。真摯に心のケアをしてくれた彼らは、純粋に自分の仕事をしていたのが分かり、嬉しくもなる。

「それを聞いて安心しました。こんないかがわしい組織がバックにさえついていなければ、心のしこりをケアし、自分を見詰め直すことを教えてくれる、なかなか良いセミナーだと思っていましたので。大丈夫です、あなたがたに雇われなくても、彼らは自分たちでやれますよ」

「……だから、お前、この状況でよく笑っていられるよな」

「それは、僕の台詞せりふです」

　清貴はそう言い終わるや否や、駆け出したかと思うと床に両手をつき、足を回転させ、山下の顎を狙って蹴り飛ばす。

　山下の体が吹っ飛んだことに、皆が唖然とする中、清貴はすぐに地に足をつけて、その勢いのまま木刀を持っている男の顔に肘を当てる。

　男の体がよろけた隙に、木刀を奪い、腰を叩きつけた。気が付くと、床には男二人が倒れていて、残された二人の男と小松は、あんぐりと口を開けた。

　立ち尽くす小松に、「何してんねん、早はよしぃ！」と、清貴が木刀を放り投げる。

「わ、分かった」

　小松は慌てて木刀を受け取り、出口へと急ぐ。

　床に倒れている山下が腕を震わせながら上体を起こし、「逃がすな」と叫んだ。男三人のうち、一人がすぐに小松を追うも、あとの二人は躊躇うことなく清貴に向き合う。

　先ほどまでは、清貴に対して油断していた男たちも、今度は一瞬の気も抜けないとばかりに真顔になり、一人は拳や蹴りを繰り出し、もう一人はナイフを振りかざす。

　相手の繰り出した拳を掌で跳ねつけて蹴り上げるも、横からナイフを持った手が飛んでくる。

　相手が油断している時の先制攻撃は上手くいったが、戦闘体勢になった輩の動きは伊達ではなく、清貴はそれらを躱かわしながら、忌々しさに舌打ちした。

　一方、小松は出口へと急ぐが、すぐに男に追い付かれていた。

「おっさんは、ショボそうだな」

「お、俺だって、かつては柔道と剣道の段を取ってるんだよ！」

　小松は、うわああ、と声を張り上げて手にしている木刀を振りかざすも、横っ腹を蹴られて、その場に蹲った。

「柔道と剣道の段って、ハッタリにもならなかったな」

　男はすかさず木刀を奪い取って、鼻で嗤う。

　ハッタリじゃなかったんだけどな、と小松は蹲りながら、悔しさに顔をしかめていると、男に髪をつかまれた。

「おい、やっぱりおっさんのほうはショボいぞ。兄ちゃん、おっさんを乱暴されたくなかったら、大人しくしろよ」

　清貴は眉をぴくりと引きつらせて、動きを止める。

　小松は髪をつかまれて、痛みに顔を歪ませながらも、心底申し訳なさそうな目を見せる。

　清貴は、仕方ない、と息をついて、両手を上げた。





◆　◆　◆






　ホームズさんの口笛の合図が響き、利休くんが塀を越えてしまった後、私と店長、そして雅美さんは、監視カメラに映らない位置にキャンプチェアを置いて、入口の門を見守っていた。

　一体、中で何が起こっているのか。

　三人三様に、心配で居たたまれないのだろう、誰も言葉を発しない。

　冴えた月明かりの下、吹き抜ける夜風は、新緑の薫りを含んでいるものの、心身に堪えるほどにひんやりとしている。

　雅美さんは親指の爪を噛んだまま、体を小刻みに震わせていた。

「雅美さん、良かったら車の中に入っていてください。私と店長がちゃんと見張ってますから」

　そう言って、雅美さんの背に手を当てると、彼女はそっと首を振る。

「ありがとう、葵さん。大丈夫よ」

　力なく微笑む彼女を前に、私は返す言葉が見付からずに曖昧な笑みを返す。

　再び訪れた静寂。彼女は気を紛らわしたいと思ったのか、ぽつりと口を開いた。

「葵さんは清貴くんと付き合っているのよね？」

「あ……はい」

　あらためて問われて、気恥ずかしさに頬が熱くなる。

「彼との交際は楽しい？」

　黙って頷くと、彼女は愉しげに目を細める。

「いいわねぇ、素敵な恋愛をしていて。私はフラれちゃった」

　そう言って自嘲的な笑みを見せる雅美さんに、私は「え……」と言葉を詰まらせた。

「娘に見られたことで、自分の家庭が崩壊するかもしれないと思ったのか、彼はもう狼狽えちゃってね。いろんなことを言っていたけど、何より大事なのは家族で、私という存在が大切なものを脅かすものになるかもしれないと思った時に、彼は迷わず『排除』を選んだの。……ただの戯れだったんだから、当然よね。私も、一番大切なものは、家族……優子だったはずなのに」

　雅美さんは、空を仰いで涙を堪える。

　私が何も言えずにいると、どこからか、梟ふくろうの鳴き声が聞こえてきた。

　店長は何も言わずに、木々に目を向けた。

　私もなんとなく、声のする方向に目を向ける。

　京都市内で、梟の鳴き声が聞こえるなんて。

　こんな場面じゃなかったら嬉しく思ったのかもしれない、とぼんやりそんなことを思う。

　その時、塀の向こうからジリリリと非常ベルのような音が鳴り響き、私たち三人は一斉に立ち上がった。

「一体何が？」

　私が目を泳がせていると、雅美さんが堪えきれないとばかりに駆け出して、

「ここを開けて、開けなさいよ！」

　と、入口の扉を力いっぱい叩きつける。

　先ほど、原口が叩き付けてもビクともしなかった扉だ。開くことはないだろうと思ったものの、今回は拍子抜けするほどに、ギイイと音を立てて簡単に開き、私たちは驚きに瞬いた（後に、小松さんがセキュリティを解除したためと知るのだけど）。

「優子っ！」そのまま雅美さんは、なりふり構わず敷地内に入っていく。

「ま、雅美さん、駄目です！」

　私たちは仰天しながら、引き留めようと追い掛けた。





◆　◆　◆






　小松を確保したことで形勢が一気に優位となり、男たちは急にニヤニヤ笑い出し、清貴の長い前髪をグッとつかんだ。

「一度、イケメンをぼこ殴りにしたかったんだよな」

「好きにしろよ」と山下が笑う。

「いや、でも顔に傷付けないほうが、変態に売れるかもしれないぞ。殴るのは体にしておけ」

　男の一人が、真顔でそう告げた。

「どうせ変態なら、女性に売ってもらいたいものですね」

　清貴がにこりと微笑むと、山下は間髪入れずに腹部に拳を入れた。

「お前、本当に口が減らねぇな！」

　ごほっ、と咳き込み、腹部に手を当てる清貴に、山下は勢いよく平手打ちをした。

　ばしんっ、と痛々しい音が響き、清貴の頬が赤く腫はれた。

「顔の傷なんて、そのうち治るだろ。全部の歯を折って、総入れ歯にしてやるよ」

　山下が再び拳を振り上げたその時、

「清兄！」

　出入口の扉が大きく開き、利休が姿を現した。

　小松は髪をつかまれたまま、目だけを動かして声のする方向を見る。

　そこには、一見ボーイッシュな美少女にも見える少年が、両拳を握り締めて仁王立ちしていた。

　あんちゃんの『弟のような存在』といっていた利休か。今、こいつが来たところで、足手纏いが増えるだけだろう、と小松は状況がさらに悪化したと感じ、絶望に目を伏せる。

　男たちは、突然現れた利休の姿に、ぽかんと口を開く。

「なんだ、受講者の一人か？」

「いや、こんなのはいなかった」

「じゃあ、どうやって入ったんだよ。『キヨニィ』って、お前の妹か」

「いや、男だろ」

　男たちが半笑いでそう話す中、利休は清貴の赤くなった頬を見て目を見開いた。

「こんなクソみたいな奴らが、清兄に手を上げたわけ？」

　利休は小声でそう洩らし、拳を小刻みに震わせていたかと思うと、「うわあああ」と声を上げ、肘を振り上げて、小松の髪をつかんでいる輩のみぞおちに当てた。

　男が「ぐっ」と呻いて体を『く』の字に曲げたところを、すかさずその腕を持ち、遠くに投げ飛ばすような一本背負いをする。

　ばたーん、と大の男が床に叩きつけられる痛々しい音が響く。

　利休はすぐに、その男の背中に足を乗せた。

「……いいよ、清兄。足手纏いは解放したよ。本当は、清兄を殴った奴をぼこぼこに叩きのめしたいところだけど、それは清兄に任せる」

「ありがとうございます、利休」

　清貴は一瞬笑みを浮かべ、すぐに山下に向かって足を振り上げる。

　そこからは、まさに総攻撃だった。

　清貴と利休は、まるで早送りのような動きで、男たちの攻撃をかわし、ちぎっては投げていく。倒されても起き上がるタフな輩を前に、キリがないと見たのか、利き腕と足を狙って、戦意を喪失させた。

　時間にしたならば、僅かなものだろう。

　気が付くと四人の男たちが、床にひれ伏している。

　清貴はしゃがみこみ、山下の頭をつかんで、顔を覗く。

「……長谷川優子さんは、どこですか？」

　山下は、ようやく清貴と小松の侵入の意図を察して、苦笑する。

　その質問に、山下ではなく、他の男がよろよろと顔を上げて、口を開いた。

「彼女なら……扉の前にいるはずだ。非常ベルが鳴った時に、一緒に出てきて待機させている」

　その時、ばたばたと足音が響き、女性スタッフ二人が本堂に飛び込んできた。

「た、大変です！　ある女性が、ここに娘さんを監禁されていると、入って来られて」

「しかも、入口の門の鍵がいつの間にか開いているんです」

　スタッフの女性たち続いて、雅美が姿を現し、

「……まさに、『役者が揃った』というところでしょうか」

　清貴は立ち上がった。
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　私が雅美さんを追いかけて辿り着いたのは、八角形のお堂の中だった。

　金色の祭壇があり、その中央には『薬やく師し如にょ来らい』の掛け軸が飾られ、おそらくＬＥＤライトなのだろうけれど、左右の灯とう篭ろうの明かりが幻想的に揺らめいている。

　そんな中、まるで海岸のトドのように、男たちがゴロゴロと床に転がっているのに思わず目を疑った。けれど、明らかに負傷して壁にもたれるように座っている小松さんと中央に立つホームズさん、そして利休くんの姿を見て、何が起こったのかは、すぐに察した。

　雅美さんは、何かを見て呆然と立ちつくしている。

　何を見ているんだろう、と私も視線の先に目を向けると、そこには優子さんの姿があった。

　Ｔシャツにハーフパンツとごく普通の部屋着を着ていて、震えるような目でこちらを見ている。見た目には、酷い目に遭わされていた様子はない。

「……ママ」

　先に口を開いたのは、優子さんだった。

　その後に雅美さんが、優子、と洩らす。ほとんど声になっておらず、口にするなり、ぼろぼろと涙を零す。

「ごめんなさい、優子っ」

　おそらく、優子さんは、今まで母である雅美さんに謝られたことがほとんどなかったのだろう。心底驚いた表情を見せたかと思うと、ふるふる、と首を振る。

「私こそごめんなさい！　あの時のお母さんは正直許せないけど、私もひどいこといっぱい言ったし、私も……私も、ひどい人間だった」

　喉の奥から絞り出すように叫び、うわあああ、と声を上げて母親にしがみつく。

　今まで彼女の身に何が起こっていたか分からないけれど、帰りたくても帰れなかったことだけは伝わってきた。

「優子、お前、大丈夫なのか？　酷い目に遭わされたりしなかったか？」

　小松さんがよろけつつも歩み寄ると、優子さんは「……パパ」と目を潤ませる。

「大丈夫、大丈夫だから、もう帰ろう」

　優子さんはそう言って、雅美さんと小松さんの手を引く。

「大丈夫って、何も大丈夫じゃないだろう、優子」

　小松さんが躊躇いの表情を浮かべる中、「遅くなりました」と店長が姿を現した。

「店長！」

　店長の隣には、原口宏郎の姿。

　もう縛られていないことから、ここに来たのは彼の意思であることが分かる。

「ピロくん……」

　呆然と洩らした優子さんに、原口宏郎はまるで会釈をするように目を伏せる。

「やっぱりお前は、この男に騙されたんだな？」

　小松さんが詰め寄ると、ホームズさんは小さく息をついて、一歩前に出た。

「『騙されていた』とは、少し違うようですね」

　そう言うホームズさんに、小松さんは黙って顔を向ける。

「今回の事件は、複雑とまでは言いませんが、さまざまな思惑が入り組んだ末に起こったことのようです」

「思惑？」と小松さんは眉根を寄せる。

「はい。小松さん、あなたが調べた情報にありましたが、彼・原口宏郎はかつて、『韋駄天』という不良グループのリーダーだった。宏郎さん、ここに転がっている四人は、かつての仲間と考えて良いですね？」

　ホームズさんの問いに、宏郎は苦い表情で頷いた。

「そして、今回逮捕された進学校の風紀委員長・白崎卓と、その連れの一人暮らしの少年・佐藤洋介もあなたの仲間だった」

　続くホームズさんの言葉に、宏郎は驚いたような表情を浮かべながらも、また頷く。

「接点がないように思われますが、どうやって知り合われましたか？」

「……雨宮の家で知り合ったんだよ」

「雨宮議員は、あなたの存在を隠したがっているように感じましたが、家にはよく行かれていたんですか？」

　宏郎は大きく息をついて、頭をくしゃくしゃと掻いた。

「ここ数年の話だよ。あいつが出世していくのに、逆に俺を懐ふところに入れたほうがいいと思ったんだろうな。急に家に呼んでくれたり、パーティに参加させてくれるようになったんだ。まぁ、親戚の子扱いだったけどな」

「なるほど、そこで白崎卓にお会いして、意気投合したわけですね」

「ああ」

「こんな組織を作ろうと思ったのは、どうしてですか？」

　ホームズさんが祭壇に目を向けて尋ねると、宏郎はバツが悪そうに俯いた。

「卓が俺に、『宗教は金儲けできる。宏郎くんのカリスマ性と、自分の頭脳があれば、やれるんじゃないか』って言ってきたんだ」

「――なるほど、ですが、今のあなたは組織を外されてる。言い換えれば、追い出されたかたちになるのでしょうか？」

「そうだな」と宏郎は頷く。

　あまり悔しそうではないのが、意外に感じた。

「その報復に、あなたは白崎卓が大麻を所持していることを警察に伝えた」

　ホームズさんの問いかけに、宏郎は神妙な顔つきになる。

「タレこんだのは俺だけど、報復じゃない」

「それではどうして？」

「……怖く、なったんだ」と宏郎は俯いたまま、ぽつりと零した。

「最初は良かったんだよ。『宗教は金になる』って話で盛り上がって、そんな時にオークションで薬師如来の掛け軸を見て、『これはいける』ってなって手に入れて。だけど、そこから……」

「掛け軸を通して、第三者が――、『暁』が関わってきたわけですね」

　冷静に続けるホームズさんに、宏郎は弾かれたように顔を上げる。

「そうして、あなたと白崎卓が考えた幼稚な計画は、大麻愛好会である『暁』の手が加わることで、今のような状態になってしまったと。優子さんを生き神にする計画を立てたのも、『暁』ですね。あなたは命じられるまま、実行役を務めた……」

　宏郎は黙り込んだまま、小さく頷いた。

「今回の事件に関わっているのは、韋駄天の五人に、白崎と佐藤の風紀委員二人、そして元『近代美術作家の会』であり、現『暁』の五人。この十二人が優子さんを薬師如来に仕立て、自分たちは『十二神将』を気取り、セミナーと大麻を使って教団を始めました。その首謀者は『暁』のリーダーであり、この薬師如来図を描いた作家です」

　ホームズさんの言葉に、場がシンと静まり返る。

　私はすぐに掛け軸のほうを向く。

　そう、この絵を描いた画家の名は――――。

「ここにいらっしゃいますよね？　國代さん、出てきてください」

　ドアに向かって声を張り上げたホームズさんに、私も皆も虚を突かれて目を見開く。

　再び訪れた静寂の中、ややあって、國代豊が姿を現した。

「……君は本当に、恐ろしい子だね」

　國代豊はホームズさんを見て、静かに告げる。

　何も言わないホームズさんに、彼は自嘲的な笑みを見せた。

「君がはじめてわたしの家に来たとき、この掛け軸をジッと見ていたから、『どう思う？』と聞いたら、『とても綺麗です。描き手の執着心を感じるほどに』と言ったんだよ。あの時は本当に驚いた」

「……そんなことを言いましたか？」

「ああ、言ったよ」

「そうでしたか、その頃と感覚は変わらないようです。この絵からは、今も描き手の執着心を感じますね。そんなあなたは、その執着心を持って、一度盗まれた掛け軸の在処ありかを突き止めたわけですね。そこで、宏郎さんと知り合った。そんな彼は面白いことをしている。これはいいと思ったのですね」

「まぁ……そういうことだな。偶然にも、わたしは元々、薬師如来を信仰していてね」

「薬師如来図を描かれたくらいですからね、そうでしょう」ホームズさんは、ふっと笑う。「そんな折、雑誌で優子さんの姿を見て、あなたは驚かれた。雅美さんそっくりの娘がいたわけですから。それで優子さんを手に入れたくなり、宏郎さんを利用したわけですね」

「利用というと、それは少し違う。宏郎も、『彼女を生き神にできたら』と随分乗り気だったんだ」

　その言葉に、宏郎はバツが悪そうに目をそらす。

　ホームズさんは、そっと雅美さんに視線を移した。

「雅美さん、あなたは、家出した優子さんが、國代先生のところに行っていることを知っていたのではないでしょうか？　こんないかがわしい組織だとは、もちろん思っていなかったみたいですが……」

　ホームズさんの問いかけに、雅美さんの肩がぴくりと震えた。

「どういう、ことだ？」

　小松さんが怪訝そうな声を上げると、國代豊が大きく息をつく。

「わたしが話そう。小松さん、申し訳ない。優子はわたしの娘なんだ」

　その言葉に小松さんは目と口を大きく開き、雅美さんが「違う！」と声を上げた。

「違う、違うの！　本当は、分からないの！」

「分からない？」

「優子を妊娠する前、私は國代先生に口説かれていたわ。でも、心は動かなかった。でも、ある日、『君のことは諦めた。だけど、この気持ちを昇華させるのに君をモデルに絵を描きたい』って言われたの。それは私も光栄だったし、彼のアトリエに行って、モデルを務めたわ。リラックスできるようにとお酒を勧められて、不思議な薫りの香を焚かれて、私はだんだん意識が朦もう朧ろうとして、気が付くと彼と同じベッドで寝ていて、朝を迎えていた。

　記憶がないのよ。それでも、一晩の過ちだと私の中で割り切ろうとしていたら、その後に優子を授かって……小松と國代、どっちの子だろうってずっと思ってた。

　もちろん、小松だって信じたかったわ。だけど怖くてＤＮＡ鑑定もできなかった。優子が成長するにしたがって、小松にまるで似ていないことにいちいち罪悪感を覚えて、どんどん居たたまれなくて、もう小松とは一緒にいられなかった。……離婚した本当の理由は、そこなのよ」

「だから離婚した時、『仕事を辞めたあなたはどうせ稼げないんだから、慰謝料も養育費もいらない』って言ったのか」

　ようやく腑に落ちた様子で、小松さんが呆然と洩らす。

「そうよ。だけどいくらいらないって言っても、あなたは養育費を送ってくる。受け取れないと思いつつ、だけど優子はあなたの子かもしれないって思って、使わずによけてあったの。いつかＤＮＡ鑑定をしてあなたの子だと分かった時、優子の結婚資金に充てさせてもらおう。もし國代の子なら、お返ししないと、と思ってた」

　雅美さんは、涙目でそう告げる。

「……おそらく、國代先生は雅美さんに一服盛って関係を持ち、『薬師如来図』を完成させたことで、気持ちにピリオドを打ったわけですね。これはもう、犯罪行為以外の何ものでもありませんが、その言及は、今は置いておきましょう。そんな國代先生は、雑誌で優子さんを見て驚いたと同時に、雅美さんが離婚している事実も知り、自分の子に違いないと信じた。なんとしても手元に置きたいと、宏郎さんを使って呼び出してもらい、薬師如来図を見せた上で、自分と雅美さんには関係があり、君は自分の子に違いないと、まぁ、そうしたことを言ったのではないでしょうか」

「それじゃあ、原口宏郎と優子は付き合ってなかったということか？」

「優子さんが宏郎さんに想いを寄せていたのは本当でしょうが、交際はしていなかったのでしょう。クラスメイトには、自分の妄想を伝えていたのではないでしょうか。また、優子さんにケリーバッグを贈ったのは、宏郎さんではなく國代先生でしょうね」

　ホームズさんの容赦のない言葉に、優子さんは苦虫を噛み潰したような顔で俯く。

「優子さんと雅美さんが大喧嘩をした裏側には、もちろん、國代先生が絡んでいるのでしょう。雅美さんが男にだらしない、その証拠に今、男を連れ込んでる、といったことを伝えたのかもしれません。喧嘩の際におそらく優子さんは、『本当のお父さんのところに行く』と國代先生の許に身を寄せることを言ったのではないでしょうか？　だから、雅美さんはショックを受けつつ、本当のことを言えずにいながらも、優子さんの身をあまり案じていなかった。父親の許に行ったのですからね」

　ホームズさんの話を聞きながら、私はハッとした。

　道場の前で、『まさか、こんなことになっているなんて』と震えていた雅美さん。

　真相はどうあれ、父親の可能性がある人を『父』と認めて、自ら進んで彼の許に行ったのであれば仕方ないと思っていたのかもしれない。

　それが、大麻や怪しい教団などといった恐ろしいものに巻き込まれていることに驚き、狼狽えたのだろう。

「宏郎さん、十二神将の掛け軸や置物を盗んで回ったのは、あなたですね？」

　ホームズさんの問いかけに、宏郎は体をビクつかせながらも「ああ」と頷いた。

「『暁』の協力の許、行ったのでしょうか？」

「そうだよ。暁の作家メンバーは、自分たちの魂を込めた作品が棚の奥にしまわれたままであることが我慢ならないって、憤っていたんだ。だから、『それなら、俺が盗み出します』って言ったんだ。そうしたら、喜んで協力してくれたよ」

「だけど、真意はそこじゃないんですよね？」

　そう続けたホームズさんに、宏郎は瞬く。

「おそらくそれも、『怖くなった』が故のことではないのですか？」

「あんた、本当にすごいな」と、宏郎は自嘲的に笑い、「……そうだよ、俺は怖かったんだ。宗教に大麻とどんどん金は入るし、國代さんは優子を言葉巧みに操って、洗脳して軟禁しているようにしか見えなかった。盗みが発端で騒ぎになって、どこかで誰かに止めてもらえたらって思ってたんだよ」小声でそう言うと、体を震わせて涙を流した。

　再び訪れた静けさの中、ファンファンとサイレンの音が響く。

「ようやく来ましたね。お父さん、ありがとうございます」と息をつくホームズさん。

「いえ、わたしは電話をしただけで礼を言われることは何も……。ですが宏郎さん、これであなたの願い通り、すべてが公になりますね」

　ぽつりと零した店長の言葉が、印象的に残った。





２






　その後は、私たちにも警察の取り調べがあり、なかなか大変な目に遭った。

　結果として、國代豊・雨宮九朗率いる『暁』のメンバー、原口宏郎率いる『韋駄天』のメンバー、白崎卓と佐藤洋介が逮捕。

　中でも、これからの活躍を期待されている政治家・雨宮九朗が裏で大麻を操り、教団を興おこしていたと、大変なニュースになった。

　その事件を解決に導いたのは、ホームズさんなのだけど、

『僕は探偵の小松さんのお手伝いをしたまでです』

　ホームズさんがそう言って譲らなかったことから、小松さんが功労者となっている。




「――それにしても、今回は、なかなか厄介なことに巻き込まれてしまいましたね」

　ホームズさんは、「どうぞ」と、カウンターに座る私の前にコーヒーを置く。

　寺町三条の骨董品店『蔵』は、今日も人に素通りされて、静かで平和だ。

　今日、私はバイトが休みなのだけど、カウンターを借りて勉強をさせてもらっていた。

　ありがとうございます、と会釈をすると、ホームズさんはにこりと目を細める。

「それにしても、大変な事件でしたね」

「ええ、本当に。小松さんがこの店を訪れた時から、なんだか嫌な予感がしたんですよ」続いてホームズさんは、私の隣に座る利休くんの前にコーヒーを置いた。

　利休くんも、ありがとう、と微笑んで、頬杖をつく。

「でもさぁ、どこより大変なのは僕の学校だよ。優秀かつ優良な私立高校として知られていたのに、風紀委員がもう一人逮捕だからね。学校の中はもうてんやわんやだし。連日職員会議やＰＴＡ会議が開かれてるみたい」

「そうだよね、利休くんの学校は、大変だよね」

「まぁ、大変なのは大人たちで、僕たち生徒は、意外に冷静だけどね。『あの支配欲の強そうな風紀委員たちならありえる』とか、『私たちも勉強のしすぎには注意しなきゃね』って、すっかり笑い話に変えてるよ」

「たくましい……」

　私は感心して、コーヒーを口に運ぶ。

「子どもは大人が思うよりも、ずっと賢くたくましいものです。今回のことを教訓にしてもらいたいものですよね」

「教訓かぁ。薬物、ダメ絶対、だね」と利休くんがいたずらな笑みを見せる。

「それもそうですし、同じように恐ろしいことがあります」

「同じように？」

　私と利休くんは同時に首を傾げた。

「ええ、『人を支配しようとすること』です。僕は、こんな恐ろしいことはないと思っています」

　その言葉に、利休くんは腕を組んで、うーんと唸る。

「言ってることは、すごくよく分かるんだけどさ、少なからず誰にでも、相手が自分の思い通り動かないと、面白くないってのはあるよね」

「面白くない？」

　私は眉根を寄せて、利休くんを見る。

「たとえば誰かにアドバイスを求められて、僕が最善の方法を伝えたとするじゃない？　だけどその相手がそれをやってなかったら、すごくイラッとしちゃうんだよね。『どうして言う通りにしないんだ』って。これって、相手を操りたいってことなのかなと思うんだ」

　私は少し納得して、ああ、と相槌をうつ。

　ホームズさんの言う『支配』とは、大きさが違っても、人の根本にはそうしたところがあるのではということだろう。

　たしかに、多かれ少なかれ、人は人を『支配』したいのかもしれない。

「ええ、アドバイスで誰かを導いたり、手助けしたりするのは素晴らしいです。ですが、アドバイスをした後は、もう忘れるようにしましょう。結局、どの道を選ぶかは自分でなくてはなりません。たとえ本当に『最善の道』だとしても、それを選択しなかったということは、その人が自分で決めたことなので、それも尊重すべきなんです」

「導くのと支配は、ベツモノなんですね」

　強く頷いた私に、ホームズさんは、そうですね、と言って動きを止める。

「世の中には、導くふりをして支配する輩がいます。それが一番怖いかもしれませんね」

「それって、清兄のこと？」

　間髪入れずに言う利休くんに、私は吹き出しかけて口を押さえ、ホームズさんは肩を上下させた。

「僕はそんなことはしないですし、自分はそうじゃないと信じたいのですが、たしかにその素養はありそうなので気を付けようと思います。今回の事件に関しては、あの男でしょうか……」

「あの男って？」

「……雨宮議員は、今回の事件が発覚するなり、奥さんに三下り半を突き付けられ、離婚に至ったそうです。そして奥さんは名字を旧姓に戻し、史郎さんとともに渡米したとか」

「え……」と言葉が詰まる。

　離婚になったのは仕方ないのだろうけど、あまりに迅速な気がした。

「証拠はないですし、直接関わっていないですが、僕は今回の事件、史郎さんが裏で糸を引いていた気がしてならないんです。自分の手を一切汚さず、父親も弟も『暁』も、すべて手駒にしていたのではないかと」

　低い声でそう告げたホームズさんに、ぞくりと背筋が冷える。

「まぁ、僕の憶測でしかないんですが」

　ホームズさんはすぐに表情を緩めて、対面に腰を下ろした。

「そういえば、小松さん、また京都に住むことにしたそうですね」

　明るい話題に変えるべく私が口を開くと、利休くんが「へぇ」と洩らす。

「もしかして、雅美さんとよりを戻したとか？」

「まだ、そこまでは至ってませんが、行き来できる距離に住んでいて、親子三人で食事をしているそうですよ」とホームズさんが続けた。

「ＤＮＡ鑑定とかするのかな？」

「さぁ。してもしなくても、愛した人が生んだ子どもには変わりないでしょう。心の裏切りがなかった以上、僕はそれで良い気もしますし、何より僕が小松さんだったなら、絶対にＤＮＡ鑑定はしないですね」

　そう言ってコーヒーを口に運ぶホームズさんに、利休くんは尊敬の眼差しを向ける。

「清兄って、本当に大人だよね」

「いえ、違いますよ」と、ホームズさんはさっくりと言って、手をかざした。

「違う？」

「小松さんにとって、『一番欲しいもの』は雅美さんと優子さんの二人なわけです。鑑定をせずに二人を受け入れることで、『本当に欲しいもの』の心をつかむことができるわけです。こんな美味しいことはないでしょう？　僕なら、絶対に鑑定なんてしませんね。ですが、相手の男のことは決して許しません。必ず復讐します」と、不敵な笑みを浮かべるホームズさんに、利休くんは目を輝かせる。

「さっすが、清兄。あざとくて腹黒いし、それって結局人を支配してるよね？　でも、葵さんの前でそんなこと言っちゃっていいの？」

　その言葉にホームズさんは私のほうを向いて、明らかに『あっ』という顔をした後、ぱたんとカウンターに突っ伏した。

「き、清兄？」

「また、やってしまいました。僕はどうしてか、葵さんの前では、自分を偽れないんです。こんな、露骨なあざとさをさらしたいわけではないのに……」

　伏せったままボソボソと洩らすホームズさんに、私は慌てて身を乗り出す。

「あ、あの、ホームズさんが、あざとくて腹黒いなんて、とっくに知ってますし、今更ですよ。今の言葉だって、とてもホームズさんらしかったです。『安定のホームズさん』です」

「葵さん、ありがとうございます。でも、相変わらずひどいです。『安定の葵さん』ですね」

「そ、そんなっ」と私が目を剥くと、ホームズさんは上体を起こして、愉しげに笑った。

　利休くんは、そんな私たちを交互に見て、「ふぅん」と少し面白くなさそうに相槌をうつ。

「……なるほど、そういうことかぁ」

「利休くん、どうかしたの？」

「別に、なんでもない。でも、勘違いしないでよね。僕は、あなたのことを認めたわけじゃないから」と利休くんは顔を背ける。

「へっ？」

「ああ、利休。僕の彼女をいじめるのはやめていただけませんか」

　そう言うホームズさんに、「えっ」と私の頬が熱くなり、利休くんは顔をしかめた。

「だから、『僕の彼女』って。それ言いたいだけだよね!?」

　利休くんの不機嫌な声と、私たちの笑い声が店内に響く。

　それは、不穏な事件を終えた後の、平和な午後。











エピローグ






　――五月三日。

　四条通を西へと歩き、人に流されるように寺町通を北に曲がった。

「ねぇ、克かつ実み、なんだか、京都を歩いていると、ドキドキするよね。葵に会ったらどうしようって」

　早さ苗なえは小声でそう言って、俺の腕にギュッとしがみつく。

　五月三日、ゴールデンウィーク。俺たちは関西の大学の視察ついでに、京都観光をしようということになり、清水寺に行って、四条通をぶらつき、なんとなく、寺町通のアーケードに入ったところだ。

「……そんな偶然は滅多にないだろ。それにもう関係ないだろ、あいつも彼氏できたみたいだし」

　口にするなり、胸の中にもやもやが募つのる。

　そう、去年の夏、京大生だというイケメンの彼氏がホテルのロビーに現れたんだ。

「……あれ、たぶん嘘だよ」と早苗が低い声で零す。

「嘘？」

「うん、他の友達に聞いたんだけど、あの研修旅行の直前に『葵は彼氏できた？』って聞いたら、『まさか、できてないよ』って言ってたんだって。『京都にカッコいい人はいないの？』って聞いたら、『バイト先の人はカッコいいけど、全然そんなんじゃないし』って言ってたらしくて。あの時来た男の人、そのバイト先の人なんじゃないかな。彼氏とかじゃなくて、葵が頼んだだけとか。そう思うと、切なくて……」

　と、早苗は苦い表情で目を伏せる。

「つまり、俺たちに会うのに、自分が一人だと悲しいから、バイトの先輩に彼氏のふりを頼んだってことか？」

「きっと、そうだと思う」

　早苗は沈痛の面持ちで、眉根を寄せる。

　そうか。葵のやつ、本当は彼氏がいないのに、偽ったんだな。

　そんな葵を哀れに思うと同時に、安堵する。

　自分は関西の大学への進学も、視野に入れている。早苗は地元に残るわけで、そうなったら葵に会いに行って、ちゃんと謝るのも良いかもしれない。

　つい口許が緩みそうになるのを抑えて、俺たちは手をつないだまま、錦市場を観光し、アーケード内の錦天満宮を参拝して、そのまま散歩するように北上する。

　ふと時計を見ると、夕方五時を少し過ぎたところだ。

「晩飯だけど、何食う？」

「え、なんでもいいよ。克実は？」

「俺もなんでもいい」

「それじゃあ、そこのイタリアンは？」

「いやー、せっかく京都に来て、イタリアンはないな」

「それじゃあ、和食？」

「んー、和食、高そうだな」

　そんな話をしながら、アーケード内の飲食店を見て回っていると、

「ねぇ、クラシックで素敵なお店がある。カフェかな？」と、早苗は『蔵』という看板がある小さな店を指した。

「んー、よく見たら、カフェじゃなさそうだな」

「アンティークショップかな」

「そんな感じだな」

「ねっ、入ってみようか」

　袖を引く早苗に、俺はあらためて店構えを眺め、なんとなく入りにくい雰囲気だよなぁ、と苦笑する。

　よく見ると、ドアノブには『ＣＬＯＳＥＤ』の札。店内は柔らかな明かりが灯されている。まだ夕方五時だけれど、ここはもう閉店なのだろう。

　少しホッとして、「いや、もう閉店みたいだな。ほら、店員さんがカーテンを閉めようとしてるだろ」と、あらためて店内を窺うと、すらりとしたイケメンが窓際に立ち、カーテンを閉めている様子が目に入る。

　その向こうには、女の姿も見える。彼女は階段を登り、二階へ上がっていくところだ。

「…………」

　俺たちは絶句して、立ち尽くした。

　店にいるのは、間違いなく葵と、あの時の大学生だった。

「あ、あそこが葵のバイト先だったなんて。克実、ここから離れようか」

　もう閉店のようだし、鉢合わせしたら大変だ、と早苗は必死に袖を引っぱる。

　その声は、ほとんど俺の耳に届いていなかった。

　ばくばくと心臓が音を立てている。

　あんな小さな店で、あの男と二人きりで働いているなんて。

　よく分からない焦りのような感情が募り、

「悪い、早苗。お前はここで待ってて。すぐ戻るから」

　気が付くと早苗の手を振り切って、俺は店内のドアノブに手をかけていた。

　扉を開くと、『カラン』とドアベルが鳴った。

　窓際に立ち、カーテンを手にしていた美青年は、

「申し訳ございません、もう閉店でして」と、こちらを向き、ぱちりと目を開く。

「…………あなたは」

　俺の顔を覚えているのだろう。

　俺はバツの悪さを感じつつ、会釈をした。

　彼はすぐに、その形の良い瞳を三日月の形に細め、口角を上げる。

「ゴールデンウィークの連休を利用して、関西圏の大学の視察ですか？」

　すぐにそう言われて、突然のことに体がビクついた。

　だが、自分が手にしている布製のトートバッグは大学からもらったもので、そこに資料が詰め込まれている。

　それを見たんだろう、と納得した。

「ここへは、お客様として入ってきてくれたわけでは、なさそうですね」

　彼は笑顔のまま、そう続ける。微笑んでいるはずなのに、得体の知れぬ圧迫感があり、気が付くとほんの少し後退りしていた。

「や、その、外から姿が見えて……、あなたにご迷惑をかけたなって」

「僕に？」

　この言葉は予想外だったようで、彼は少しだけ首を傾ける。

「あの時、あなたは葵に頼まれたんですよね？　なんだか、巻き込んですみません」

「ああ、そういうことでしたか……」と、彼は愉しげな表情を見せる。

「葵が世話になりました」

　そう続けると、彼は動きを止めた。

「どうしてあなたが、そんなことを？　もう関係ないのですよね？」

「や、そうなんすけどね。付き合い長いし、なんていうか」

　彼の口調は柔らかいものの、なんだか居心地の悪さに目をそらす。

　店内はさまざまな骨董品で溢れていた。こんなにも品物があるのに、ごちゃごちゃしているという感じがしない。古いものが多くても、とても清潔感がある。

　色鮮やかな大きな壺を見て、すげぇ、と思わず声が洩れた。

　その後ろに、ガラスケースに入った白っぽい茶碗が目に入る。

　ジッと見ていると、「あの茶碗が気になりますか？　どうぞ近くでご覧ください」と彼が誘導するように言う。

　俺は頷いて店の奥に進んで、ガラスケースの前に立ち、あらためて茶碗を見た。

「いや、気になるっていうか、こっちの壺とかあっちの花瓶のほうが高価そうなのに、どうしてこんな平凡な茶碗がガラスケースに入ってるのかなって」

　思わず『つまんねぇ茶碗』と言いかけたのを飲み込んで答えると、彼は目を見開いた後、くっくと微かに笑う。

「え、どうしたんすか？」

「いえ、なんでもないです」と彼が手をかざしたその時、階段のほうから足音が聞こえてきた。

「あなたは棚の裏に。音を立てないで、そこに隠れていてください」

　彼は俺に向かって、すかさずそう言う。

　戸惑ったものの、言われた通り棚の裏に身をひそめた。

「こ、このワンピース、本当にいいんですか？」

　葵の声が耳に届き、そっと覗く。

　彼女は、俺にはまったく気付いていない様子だった。

　葵を見て、驚いた。

　以前とは、まるで別人のように綺麗になっている。

　そんな彼女は、俺の目にも良いものだと分かるシックなワンピースを着て、嬉しそうに、照れたように、はにかんだ笑みを浮かべていた。

「思っていた通り、よくお似合いです。このワンピースを見た時、絶対、あなたにぴったりだと思いましたので」

「はい。びっくりするぐらいぴったりで、とても気に入ったんですが、本当にいいんですか？」

「ええ、誕生日プレゼントのひとつです。あなたは、パーティに着る服に迷われていたようなので」

「う、嬉しいです。普段着はいっぱいあるんですけど、パーティにも着ていけるような素敵なワンピースはあまり持っていなかったので。でも、『プレゼントのひとつ』って？」

「もうひとつはこれを」

　彼はそう言って、とてもスマートに葵の首にネックレスをつける。

「わあ、可愛いです！　これはお花ですか？」

「ええ、『葵』の花ですよ」

「葵の花なんてあったんですね。葉のイメージが強かったです。とても可愛い。ありがとうございます」

　葵は顔を真っ赤にさせて、嬉しくてたまらないという様子を見せている。

「喜んでいただけて良かったです。――ああ、葵さん、すみません。二階の奥の棚に僕の懐中時計があるはずなんです。持ってきていただけませんか？」

「あ、はい」

　葵はすぐに頷いて、再び階段を上がっていく。

　棚の裏に隠れて様子を窺う俺は、立ち尽くしたままだった。

　葵の姿が見えなくなると、彼は俺のほうに視線を移し、にこりと微笑む。

　彼と目が合い、体がびくついた、

「そのガラスケースに入った茶碗は、志野の茶碗といいまして、桃山時代の名品なんです。金額にすると、六千万くらいでしょうか」

　こちらに歩み寄りながら話す彼に、「マジで？」信じられない、と目を凝らす。

「……いや、骨董品って分からないものですね」

「ええ、あなたくらいの年齢の方は大抵そう言われますし、素通りする方がほとんどです。先入観なくこの価値を分かる若い方は、なかなかいないでしょう。しかし、彼女は違いました」と彼は天井を仰いだ。

「彼女、って、葵ですか？」

「ええ、葵です」と、彼は微笑んで頷く。

「僕はあなたに、お礼を言わなくてはなりません」

「お礼？」何を言われるのか、と声が上ずる。

「彼女を手放してくれてありがとうございます。おかげで、僕は葵という素晴らしい女性の手を取ることができました。彼女は一途で包容力があり、縁を大切にされる方です。もしあなたが別れを告げていなければ、僕に見向きもしてくれなかったでしょう。いや、そもそも出会えていません。あなたが目利きじゃなくて、本当に良かった」

「えっ？」

「ですが、やはりそれとは別の話で、葵を傷付けたことは許せません。もし、あなたの中に葵を傷付けたことに対する自責の念があるのでしたら、どうか、このままお帰りいただけますか？　外には彼女もいらっしゃるのでしょう？　今日は葵の誕生日で、特別な日なんです。あなた方二人に会えば、どうしても、つらい記憶を呼び起こしてしまうでしょう。もし葵にどうしても話があるのなら、後日改めて、事前にご連絡の上、お越しいただけたらと思います。これが店の名刺ですので」

　彼は名刺を差し出して、『お帰りはあちらですよ』とでも言うように、扉を指す。

「……あ、はい」

　圧倒されて何も言えないまま、俺は名刺を受け取る。

「や、その、突然、失礼しました。すみません」

　葵によろしく伝えてください、と言いかけて口をつぐみ、ドアノブに手をかけたその時、「ああ、そうだ」と、背中に届いた彼の声に俺は振り返った。

「――葵が、お世話になりました」

　胸に手を当て、満面の笑みを見せる彼に、ぞくりと背筋が冷える。

　何も言えず、ただ会釈をして、俺は逃げるように店を出て、外で待っていた早苗の手を取った。

「何を話してたの？」と問う彼女に、

「いや、別に。行こう」

　俺は一刻も早くこの場を離れたいと、足早にアーケードを後にし、こんな恐ろしい男がいる関西への進学はやめよう、と固く心に決めた。





◆　◆　◆






「ホームズさんの懐中時計、ないなぁ」

　私が二階の棚やテーブルの引き出しを開けて懐中時計を捜していると、階段のほうから足音がして、ホームズさんが二階に姿を現した。

「すみません、葵さん。懐中時計は一階にありました」と懐中時計をかざして見せる。

「あ、そうだったんですね」

　記憶力の良いホームズさんが、こんな勘違いは珍しいな、と思いながら私は引き出しを閉めていると、彼は小さく息をついた。

「？」

　どうして、溜息をついたんだろう？

　そっと振り返ると、視線が合うなりホームズさんはにこりと微笑む。

「…………」

　なんだろう。

　その表情はいつもとなんら変わりはないはずなのに、なんとなく違和感を覚えた。

　そう、雰囲気がいつもと違うんだ。

　私がこの二階で着替えているとき、下から話し声のようなものが聞こえていた。

　もしかしたら、誰か来ていたのだろうか？

「ホームズさん、何かありましたか？」

「どうしてですか？」

「よく分からないんですが、なんとなく……」

　小声で窺うと、ホームズさんはしばし黙り込み、息をついた。

「何かあったというほどではないんですよ。明日にでも話しますね」

「えっ？　それじゃあ、本当に何かあったんですか？」

　顔をしかめた私に、ホームズさんは「いえいえ」と首を振る。

「本当にたいしたことではないんです」

「……でも、明日教えてくれるなら、今聞きたいです。もしかして、さっき誰か来ていたんじゃないですか？」

　私はじっと、ホームズさんを見上げた。

　ホームズさんの雰囲気をがらりと変える人間は、私は一人しか知らない。

「もしかして、円えん生しょうが……来ていたとか」

　恐る恐る尋ねると、ホームズさんは瞬き、額に手を当てた。

「……参りました。あなたは、本当になんでもお見通しなんですね」

「ほ、本当に円生が？」

「いえ、違います。円生ではないです」

「それじゃあ、誰が？」

「……あなたの元彼が、この店に来ました」と、ホームズさんはとても静かに告げた。

　一瞬、何を言われたか分からずに、私はぽかんと口を開く。

　元彼が、この店に？　元彼って…………。

「か、克実が？」思わず声が上ずる。

「はい」

「どうして、克実がここに？」

「連休を利用して、関西の大学を視察に来ていて、偶然僕たちを見つけたようです。また彼は、あなたが僕に『交際しているふり』を頼んだ、と思い込んでいました」

　ホームズさんは、『おそらく関西の大学に進学することを念頭に、あなたをキープしたいと思ったのではないでしょうか』と告げた後、

「……すみません、僕の独断で、あなたに会わせたくないと追い返してしまいました」

　バツが悪いのだろう。彼は目を伏せてそう洩らした。

「勝手なことをすみません」

　俯いたままそう続けるホームズさんに、私は微笑んで首を振る。

「克実は一人だったんですか？」

「店の外に、早苗さんがいました」

　克実の名を聞いても何も感じなかったのに、元親友の名を聞くとほんの少し胸が騒いだ。

　この時、私は初めて自覚した。克実には気持ちはないけれど、親友だった早苗には気持ちを残していて、裏切られてしまったことが、傷として残っていることを……。

　だけど、今なら分かる。早苗も辛かったんだ。

　友達の好きな人を好きになってしまって、きっと、どうしようもなかったんだ。

　とても苦しかったのだろう。

　せっかく好きな人と想い合えても、心から喜べないほどに……。

　今すぐは無理だけど、いつかは伝えたい。

　私はもう大丈夫だから、とても幸せだから、と。すべては運命みたいなものだったと思うから、もう何も気にせず、早苗もうんと幸せになってね、って。

　……なんて、こんなふうに思えるのは、自分が今、幸せだからだ。

　人は、自分が満たされていないと、人の幸せを心からは願えないのかもしれない。

　そんな余裕が出てこないのかもしれない。

　げんきんなものだな、と私は苦笑する。

　だけど、そう思えば、誰かの幸せを願える自分であるためにも、いつまでも過去に囚われずに、自分の幸せに目を向けたいと思う。

「ホームズさん、ありがとうございます」

　今の私なら、二人に会っても、平気だったと思う。

　それでも、ホームズさんの心遣いが、とても嬉しかった。

　私を見下ろしたまま何も言わないホームズさんの手を取って、私はそっと握る。

「ホームズさんは、いつだって私を守ってくれます……」

　静かに零すと、ホームズさんは強く私の手を握り返した。

「違います、葵さん。彼を追い返したのは、あなたのためなんかじゃありません。僕の身勝手です。僕のエゴで、あなたと彼を会わせたくなかったんです」

　つないだ手に力を込めて、そう告げる。

　掌から伝わるぬくもりに、私は胸を熱くさせながら首を振った。

「そうだとしても、ありがとうございます」

　そう、自分のためというのは嘘ではなくても、やはり私のためでもあり、何よりこうして、いつも彼は私を守ってくれるんだ。

「……葵」

　ホームズさんが、手を伸ばす。

　大きな掌が頬に触れて、ゆっくりと彼の顔が近付く。

　さらりとした前髪が、私の額に触れたかと思うと……。

　唇が、重なり合った。

「――――っ」

　優しく触れて、そっと離れた唇に、私たちは揃って俯く。

　ばくばくと心臓が激しく音を立てていて、顔はおろか、耳まで熱い。

「そ、それでは、そろそろ出ましょうか。パーティの準備も整っている頃だと思います」

　口に手を当てて目をそらしつつ、顔を真っ赤にしながらそう言うホームズさんに、私もこくこくと頷く。

「はははは、はい、そうですね」

「今宵は、あなたの誕生日を祝う人がたくさん来てくれますよ」

「ほ、本当ですか？」

　そんな会話がどうにもぎこちなく、そして少し可笑しくて、私たちは顔を見合わせて、くすくすと笑った。

「……どなたが、来てくださるんですか？」

　気を取り直して尋ねると、ホームズさんは「そうですね」と指を折り始める。

「まず、父に祖父に好江さんに利休、上田さんに美恵子さん、香織さんに佐織さんに米山さん、柳原先生、僕的にはあまり嬉しくないのですが、秋人さんも途中参加されるそうですよ」

「そんなに？　それに秋人さんまで！」

　忙しいだろうに、と私は胸に手を当てる。

「そうだ、小松さんに雅美さん、優子さん親子も来てくださるとか」

「三人揃って来てくださるんですね、嬉しいです」

「他にもたくさん来られると思いますよ。またいろいろなゲームを企画しているとか」

「わぁ、それも楽しみです」

　そんなにたくさんの人が集まってくれるのは、私の誕生日だからというよりも、家頭家の人徳に他ならない。

　それでも、やはりありがたく、とても嬉しいと思う。

「そんなにたくさんの人に祝っていただけるなんて、幸せです」

　熱い息をつくと、ホームズさんはそっと肩をすくめた。

「僕としては、本当は二人きりで祝いたかったのですが」

「えっ」

「ですが、それは、またの機会に」

　口許に人差し指を当てて、いたずらな笑みを見せる彼に、鼓動が跳ねた。

「誕生日おめでとう――葵」

　行きましょう、と手を差し伸べるホームズさん。

「……ありがとうございます」

　私はその手を受け取り、弾んだ気持ちで『蔵』を後にした。











あとがき






　いつもご愛読、ありがとうございます。

　寺町三条シリーズも、いよいよ六冊目。今回は初の長編です。

　いつもの短編連作が連続ドラマなら、今回はスペシャル二時間サスペンスドラマ。

　そんなことを意識して書いたため、六巻のサブタイトルに『サスペンス』が入っているわけです。

　今までの短編連作の場合、主人公二人の恋愛をベースに、『京都案内＋探偵』や『京都案内＋鑑定』であったりしたのですが、今回は長編ということで、恋愛をベースに、鑑定、探偵、京都案内、そしてアクションと、すべてを詰め込んでみました。

　今回登場した名所は、木屋町高瀬川一之舟入、三十三間堂、大原三千院。

　また、葵が自転車で帰宅し、『出町枡形商店街』に入って買い物するといった『京都生活の日常』であったり、家族との会話、夜に勉強しつつ清貴と電話で話すという、そんな葵の生活をご紹介できて、嬉しかったです。

　そして、個人的にアクションシーンを書くのが好きなので、本作で思い切り書けたことも、とても楽しかったです。長編ならではですね。

　次巻からは、いつもの短編連作に戻りますが、また時々、こうした長編も書けたら良いな、と思っております。どうぞよろしくお願いいたします。




　この場をお借りして、あらためて、お礼を伝えさせてください。

　いつも適切なアドバイスで導いてくださる双葉社編集長・宮澤震様。お力になってくださる、営業の谷藤甫様に、Ｅ★エブリスタ・川崎龍一郎様。

　今回も素晴らしい扉絵を描いてくださったイラストレーター・ヤマウチシズ様、カバーデザイナー様、校正様、取次様、書店様。

　――この本をお手に取ってくださった、読者様。

　私と本作品を取り巻くすべてのご縁に、心より感謝とお礼を申し上げます。

　本当に、ありがとうございました。





望月　麻衣










参考著作・文献等（敬称略）




中島誠之助『ニセモノはなぜ、人を騙すのか？』（角川書店）

中島誠之助『中島誠之助のやきもの鑑定』（双葉社）

出川直樹『古陶磁　真贋鑑定と鑑賞』（講談社）

飯塚幸謙『薬師如来―病苦離脱へ　（信ずる心）』（集英社）

清川理一郎『薬師如来　謎の古代史―仏の素顔とインドの魔族』（彩流社）

ジャック・ヘラー『大麻草と文明』（築地書館）









望月麻衣（もちづきまい）

北海道出身、現在は京都在住。二〇一三年にＥ★エブリスタ主催第二回電子書籍大賞にてデビュー。二〇一六年本作が『京都本大賞』を受賞。『花嵐ガール』（主婦の友社）『わが家は祗園の拝み屋さん』（角川文庫）など。（二〇一七年一月現在）







京都寺町三条きょうとてらまちさんじょうのホームズ（６）新しん緑りょくのサスペンス




発行日：２０１６年12月22日




著　者：望もち月づき麻ま衣い




発行人：稲垣　潔




発行所：株式会社双葉社


〒１６２－８５４０




東京都新宿区東五軒町３番28号




http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）



製　作：中央精版印刷株式会社




（Ｃ）Mai Mochizuki 2016




本電子書籍は株式会社双葉社刊『京都寺町三条のホームズ（６）新緑のサスペンス』（２０１７年１月13日　第２刷発行）に基づいて制作されました。




本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。




OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg
//////u al . /////

/(III/II(I(//)((/I ¢

FII=5F0
h K6

L‘ LS
Lo ~HIROYASY A~ ¢






OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		目次


		登場人物紹介


		プロローグ


		第一章　意外な依頼人


		第二章　捜査開始


		第三章　人の想いと三十三間堂


		第四章　捜査結果


		第五章　潜入捜査開始


		第六章　その真相


		エピローグ


		あとがき


		奥付









Guide



			Cover


    		目次








OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg
D

Pos
IR

i

% il
[ DR E D,
1S 0w

BpI =

[

i, SUHS

L==Naln]
1

23
pis

v
1t

R
T2 %,

e

L
e~y |
FHon

1)

EnD [
TANA N TS

A=CR
=4
DNTHIDH L 51

BRI OKE D
[ RIS

G

EVNR






